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令和元年11月６日（水）～11月９日（土） 海外移住パネル展
令和元年６月18日（火）～28日（金） ……………  福岡県庁
令和元年８月21日（水）～30日（金） ……………  飯塚市役所
令和元年９月17日（火）～25日（水） ……………  北九州コムシティ
令和元年９月27日（金）～10月４日（金） ………  久留米市役所

学校講演会
令和元年12月18日（水）… ………………………  東福岡高等学校
令和２年１月15日（水）… ………………………  福岡県立明善高等学校
　　　　 〃　　　　　… ………………………  中村学園女子高等学校

期日 時間 内容

11月6日

午後
知事表敬、議長表敬
記念撮影（ホテルニューオータニ博多）

夕刻
記念式典（ホテルニューオータニ博多）
歓迎レセプション（ホテルニューオータニ博多）

11月7日

終日 県内視察（岡垣町）、世界遺産視察

午前

慰霊祭（ホテルニューオータニ博多）
移住県人会代表者会議（ホテルニューオータニ博多）
青年の集い（ホテルニューオータニ博多）
企業県人会会議（ホテルニューオータニ博多）

午後 合同会議（ホテルニューオータニ博多）

夕刻
移住者子弟留学生制度50周年記念式典・懇親会（ホテルニューオータニ博多）
ビジネスセミナー・交流会（エルガーラホール）

11月8日 終日 ふるさと巡り（福岡、北九州、筑豊、筑後）

11月9日

終日 海外福岡県人会フェア／ふくおか町村フェア（天神中央公園）（～11月10日）

午前 着物体験（まゆの会）

午後
カラオケ大会（カラオケ館天神本店）
生活改善セミナー（ソラリア西鉄ホテル）

夕刻 さよならパーティー（ソラリア西鉄ホテル）
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s 到着風景 2019年11月５日

メキシコ福岡県人会

ハワイ島福岡県人会

ブラジル福岡県人会

ペルー福岡県人会・パラグアイ福岡県人会・カウアイ福岡県人会・ハワイ福岡県人会

おかえりなさい
福岡県へ
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s 福岡県知事表敬 福岡県議会議長表敬2019年11月６日 2019年11月６日

県庁へ到着

福岡県庁

県人会代表挨拶
記念品贈呈

記念撮影 記念撮影

栗原議長の歓迎挨拶

記念品贈呈

県人会代表挨拶

小川知事の歓迎挨拶

福岡県議会棟
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寄せ書き

2019年11月６日 2019年11月６日

第10回海外福岡県人会世界大会記念式典　記念撮影

開会宣言

主催者挨拶

来賓祝辞 来賓祝辞海外県人会
代表挨拶

主催者挨拶

実行委員会委員長　藤永 憲一
（公財）福岡県国際交流センター理事長

実行委員会顧問　栗原 渉　
福岡県議会議長

福岡県市長会会長　井上 澄和　
春日市市長

福岡県町村会会長　永原 譲二　
大任町町長

宮里 勝吉　南加福岡県人会会長

実行委員会会長　小川 洋　
福岡県知事

場所　ホテルニューオータニ博多



9 10

P
h

o
to

g
ra

p
h

s

10th Worldwide Fukuoka Kenjinkai Convention Report
P

h
o

to
g

ra
p

h
s

県人会代表紹介

伝統芸能披露（北九州）

合唱披露

豊前神楽大村神楽講

福岡県立朝倉高等学校音楽部

歓迎レセプション 2019年11月６日

鏡開き

乾杯

乾杯

藏内 勇夫　九州の自立を考える会会長 岡本 貞明　タイ国福岡県人会会長

記念品贈呈

サクダ キース　ハワイ福岡県人会会長 鴨川 康周　インドネシア福岡県人会会長

合唱曲
・私のふるさと
　　〜あさくら〜
・唱歌メドレー
・ふるさと

場所　ホテルニューオータニ博多
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日本食調理実演

鮪の解体ショー

大江幸若舞保存会

近畿大学産業理工学部学術文化会吹奏楽部

大分八幡宮大分の獅子舞

伝統芸能披露（筑後）

演奏披露

伝統芸能披露（筑豊）
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大須賀 頼彦　
東京福岡県人会会長

一本締め

八女市

柳川市

田川市飯塚市

北九州市
久留米市大牟田市 直方市

豊前市大川市
筑後市

中間市

市町村特産品

ロビー風景

日本茶試飲体験
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川崎町糸田町

大任町

添田町

広川町大木町
香春町

大刀洗町
小竹町

東峰村筑前町

苅田町赤村
築上町みやこ町

岡垣町
遠賀町

芦屋町

新宮町 粕屋町須恵町

篠栗町宇美町那珂川市糸島市

みやま市
嘉麻市宮若市

朝倉市

春日市
大野城市

筑紫野市

うきは市福津市宗像市 古賀市
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主催者祭詞

献花

追悼の言葉 追悼の言葉

福島 明彦　
（公財）福岡県国際交流センター専務理事

杉野 清
アルゼンチン福岡県人会会長

武藤 英治
福岡県海外移住家族会会長

太宰府天満宮
全日本空輸㈱

㈱山口油屋福太郎㈱明月堂㈱マルタイ

㈱ふくや㈲二鶴堂㈱東雲堂
㈱千鳥饅頭総本舗

㈱如水庵㈱さかえ屋㈱久原本家グループ本社㈱一蘭
㈱味蔵

企業協賛品

大会記念品

場所　ホテルニューオータニ博多
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s 移住県人会代表者会議 2019年11月７日 青年の集い 2019年11月７日

米倉 俊江　在ボリビア福岡県人会会長

バジフダー 真紀子　
サンフランシスコ福岡県人会会長

スウェドナー クリスティーナ　
シアトル・タコマ福岡県人会会長

能丸 淳一　ハワイ島福岡県人会会長

田中 ゴメス 愛子氏　
メキシコ福岡県人会

熊谷 清美氏　
パラグアイ福岡県人会

クック カリナ 美耶氏　
ハワイ島福岡県人会

竹下 ケニー氏　
ペルー福岡県人会

宮園 グスターボ 秀樹氏　
在ボリビア福岡県人会

場所　ホテルニューオータニ博多 場所　ホテルニューオータニ博多
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s 企業県人会会議 2019年11月７日 合同会議 2019年11月７日

議長 青年の集い結果報告 企業県人会会議結果報告

藤永　憲一
（公財）福岡県国際交流センター理事長

竹下 ケニー氏
ペルー福岡県人会

小川 洋　福岡県知事 栗原 渉　福岡県議会議長福島 明彦
（公財）福岡県国際交流センター専務理事

宮本 浩行
ヤンゴン福岡賢人会会長

移住県人会代表者会議結果報告 知事総括 県議会議長総括

蓑田 武　ハノイ福岡県人会副会長 岡本 貞明　タイ国福岡県人会会長

場所　ホテルニューオータニ博多 場所　ホテルニューオータニ博多
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s 県内視察（岡垣町） 世界遺産視察 2019年11月７日

岡垣町との交流
海の道むなかた館

宗像大社

道の駅むなかた

開会挨拶

文化琴演奏

来賓挨拶 乾杯挨拶

平川 久江
岡垣国際交流協会会長

宮内 實生
岡垣町町長

松尾 治
ブラジル福岡県人会顧問

松本 國寛
福岡県議会議員

餅つき

場所　岡垣サンリーアイ

2019年11月７日
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s 移住者子弟留学生制度50周年記念式典・懇親会 2019年11月７日

主催者挨拶

県費留学生OBからの報告 令和元年県費留学生による歌披露

来賓祝辞 県費留学生OB代表挨拶

小川 洋　福岡県知事 藤永 憲一　（公財）福岡県国際交流センター理事長

古川 植松 マルシア氏
ブラジル福岡県人会

合戸 祐氏
トロント福岡県人会

福島 ワルテル 義則氏
ブラジル福岡県人会

栗原 渉　福岡県議会議長 米倉 俊江
在ボリビア福岡県人会会長

花束贈呈

花束贈呈

乾杯
場所　ホテルニューオータニ博多
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s ふるさと巡り（福岡コース）ビジネスセミナー・交流会 2019年11月８日2019年11月７日

秋月博物館

篠崎

原鶴温泉　六峰舘

廣久葛本舗

林 裕二　朝倉市市長
江藤 宏　シアトル・
タコマ福岡県人会副会長

山岡 寛和氏
（日本貿易振興機構福岡貿易情報センター所長）

簑田 武氏
（BMF Global Trade & Consulting 
Service Co., Ltd. 代表）

蓑田 俊之氏
（PT. TERRADA INDONESIA Vice 
President、株式会社TMアジア総研
代表取締役）

藤永 哲嗣氏
（「アジア士業共同体」アジア地区
代表税理士）

セミナー

交流会

場所　エルガーラホール７階　中ホール 秋月博物館 ➡ 廣久葛本舗 ➡ 篠崎 ➡ 原鶴温泉 六峰舘 ➡ 三連水車の里あさくら ➡ 
カネダイ味噌醤油 ➡ 東峰村保健福祉センターいずみ館
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観光列車「潮風号」

カネダイ味噌醤油

三連水車の里あさくら

澁谷 博昭　
東峰村村長

東峰村保健福祉センターいずみ館

ふるさと巡り（北九州コース）2019年11月８日

門司港レトロ

TOTOミュージアム

門司港レトロ ➡ 観光列車「潮風号」 ➡ TOTOミュージアム ➡ 旧藏内邸 ➡ 
築上町物産館メタセの杜 ➡ 溝上酒造
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旧藏内邸

新川 久三　築上町町長 能丸 淳一
ハワイ島福岡県人会会長

溝上酒造

築上町物産館メタセの杜

ふるさと巡り（筑豊コース）2019年11月８日

ひよ子穂波工場

寒北斗酒造

道の駅おおとう桜街道

永原 譲二　
大任町町長

山本 昇
トロント福岡県人会会長

ひよ子穂波工場 ➡ 寒北斗酒造 ➡ 道の駅おおとう桜街道 ➡ 宮若追い出し猫絵付け体験
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宮若追い出し猫絵付け体験

ふるさと巡り（筑後コース）2019年11月８日

ニコニコのり九州工場

旧大内邸

川の駅船小屋恋ぼたる

バジフダー 真紀子
サンフランシスコ福岡県人会会長

三田村 統之　八女市市長

ニコニコのり九州工場 ➡ 川の駅船小屋恋ぼたる ➡ 旧大内邸 ➡ 古賀政男記念館 ➡ 花の露
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古賀政男記念館

花の露

海外福岡県人会フェア 2019年11月９日

飯田 美千子　
メキシコ福岡県人会会長

小川 洋　福岡県知事 永原 譲二　福岡県町村会会長

県人会代表挨拶知事挨拶

祝い餅まき

町村会会長挨拶

場所　天神中央公園　※ふくおか町村フェアと同時開催



37 38

P
h

o
to

g
ra

p
h

s

10th Worldwide Fukuoka Kenjinkai Convention Report
P

h
o

to
g

ra
p

h
s

サンバ

ラテンダンス

㈱グータッチ

香港福岡県人会

移住の歴史や各県人会の紹介

サンチョパンサ

ハワイ島福岡県人会
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s 着物体験 カラオケ大会2019年11月９日 2019年11月９日

場所　福岡市赤煉瓦文化館前 場所　カラオケ館天神本店
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主催者挨拶

乾杯福岡宣言発表 次回開催地会長挨拶

県人会代表挨拶

実行委員会会長　小川 洋　
福岡県知事

能丸 淳一　
ハワイ島福岡県人会会長

実行委員会委員長　藤永 憲一
（公財）福岡県国際交流センター理事長

藤木 雅聰　
在マレーシア福岡県人会会長

執行 ルヒオ　
ペルー福岡県人会会長

実行委員会顧問　栗原 渉　
福岡県議会議長

橋本 隆一　
パラグアイ福岡県人会会長

花田 浩和　先生（九州大学病院栄養管理室室長）

森山 智彦　准教授（九州大学病院国際医療部　副センター長）

岡垣国際交流協会

日本茶体験

琴・尺八演奏

場所　ソラリア西鉄ホテル 場所　ソラリア西鉄ホテル
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屋台出店

福岡県茶生産連合組合会

お別れ

ふるさと合唱

万歳三唱

八尋 俊朗　シドニー福岡県人会会長

大曲 昭恵　福岡県副知事

実行委員会副会長　原中 誠志　
福岡県議会副議長

徳兵衛うどん

モヒカンラーメン

博多独楽 炭坑節総踊り

歌謡披露
冨永 裕輔氏

カラオケ大会表彰

福岡県知事賞　
井田 アンドレルイス 義夫氏　
ブラジル福岡県人会

（公財）福岡県国際交流センター理事長賞　
高橋 慶一氏　
南加福岡福岡県人会

福岡県議会議長賞　
フロレス ルナ マリア グアダルペ氏　
メキシコ福岡県人会

特別賞　米倉 俊江氏　
徳永 亜由美氏　
在ボリビア福岡県人会

田川正調炭坑節保存会

閉会挨拶
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s 海外移住パネル展 2019年６月18日～10月４日

福岡県庁　オープニングセレモニー

福岡県庁

飯塚市役所

久留米市役所
北九州コムシティ
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s 学校講演会

東福岡高等学校

福岡県立明善高等学校

中村学園女子高等学校

2019年12月18日 2019年11月６日

2020年１月15日

渡邉 大輔　香港福岡県人会会長

記念式典 主催者挨拶

　海外福岡県人会の皆様、母県である福岡県・ふるさとである福岡県に、ようこそ、お越しいただきま

した。福岡県を代表いたしまして、心から歓迎を申し上げます。

　世界各地の福岡県人会の方々が一堂に会する海外福岡県人会世界大会は、平成４年から３年ごとに開

催されており、10回目を迎える今回は、６年ぶりに母県・福岡での開催となりました。

　今回の世界大会は、「ルーツは福岡　夢は世界へ　～集う我ら　広がる絆～」をキャッチフレーズに、

北米・中南米にある、福岡県出身の移住者とその子孫の方々で組織される県人会に加えて、海外駐在員

の方々を中心に組織される多くの県人会にもご参加いただいています。このように盛大に世界大会を開

催できることを大変嬉しく思います。

　参加される県人会の皆様には、ふるさと福岡県の今の姿をつぶさに見ていただき、また、県民の皆様

には、県人会の存在や、県人会の方々が世界各地で活躍されていることを広く知っていただきたいと考

えております。

　今回の大会では、記念式典や歓迎レセプション、代表者会議など開催するほか、2017年に世界遺産

に登録された「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の視察や、県人会各地の文化や物産を紹介する「海

外福岡県人会フェア」など多彩なイベントを開催いたします。加えて、移住者子弟留学制度が50周年を

迎えたことを記念して、多くの留学生OBを招き、記念式典を開催する予定です。

　この世界大会を契機に、本県と県人会、また県人会相互のつながりを深め、これを活用したビジネス

や青少年交流など、幅広い分野での交流を促進してまいります。そしてその交流の促進により、本県と

世界各地とのネットワークをさらに強化していく好循環を作っていきたいと考えております。

　大会の開催に多大な協力を賜りました関係各位のご尽力に対し、深く感謝を申し上げますとともに、

大会に参加される皆様の一層のご健勝とご活躍、在住国のご繁栄を心からお祈りします。

第10回海外福岡県人会世界大会
実行委員会会長

福岡県知事　　小川　洋
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　先駆者として移住された方々は、言語はもとより、気候や文化など、まったく異なる環境の中で、筆

舌に尽くしがたいご苦労をされながら、幾多の困難を乗り越えてこられました。長年のたゆまぬ努力に

より、異国で確固たる地位を築かれ、移住先の発展にも大いに貢献されておられることに対し、深く敬

意を表するところです。現在では、世代交代が進む中、福岡県にルーツを持つ方々が、世界の様々な分

野において活躍されており、大変心強く、誇りに思います。

　現在、移住者やその子孫等で構成される福岡県人会は、世界９か国、20か所で組織され、さらに、駐

在員等により結成された福岡県人会が世界15か国・地域に19か所あります。故郷を遠く離れて暮らす

方々にとって、福岡県人会は、心のよりどころであり、さらには新たな出会いや情報交換の場として、

重要な役割を果たしています。

　また、県人会の皆様におかれましては、本県と移住先との架け橋として、日頃より、両国、両地域の

相互理解の促進及び友好関係に大きく貢献いただいております。

　平成29年７月九州北部豪雨災害の際には、世界各地の県人会から多くの義援金が寄せられました。遠

く離れた場所からの温かいご支援に深く感謝するとともに、県人会の皆様のふるさとである福岡県のさ

らなる発展のため、一層尽力してまいりたいとの決意を新たにする次第です。

　今回、６年ぶりに本県で海外福岡県人会世界大会が開催されます。「ふるさと　ふくおか」への熱き

思いを共有する皆様が一堂に会し、世界規模で交流を深められます。

　第10回海外福岡県人会世界大会の開催をきっかけに、福岡県と各県人会、そして県人会同士の絆がよ

り強固なものとなり、県人会の活動が次の世代へもしっかりと受け継がれることを願っております。

　本日ここに第10回海外福岡県人会世界大会が開催されますことを心からお慶び申し上げますととも

に、福岡県内29の市を代表いたしまして、一言お祝いの言葉を申し上げます。この度は、故郷の地によ

うこそお帰りいただきました。久しぶりの福岡はいかがでしょうか。

　さて、福岡県から海外へ移住された方々は９か国に広がり、そこで組織されている県人会も20を超え、

それぞれにご活躍をされております。また、第８回世界大会からは、15の国と地域で活躍されている、

企業海外駐在員の方々からなる19の県人会からもご参加があると聞いております。皆様方の移住、また

は駐在されている国と地域でのご苦労・ご活躍が、現在の国際化の進展に大きく貢献していますことに、

心から敬意を表しますとともに感謝申し上げます。

　福岡県の自治体も15年ほど前の市町村合併により、97から60の市町村に生まれ変わり、私共市長会

が29市、町村会が31町村となっております。

　これから皆様方には４日間の日程で、この県人会世界大会の様々な行事にご参加いただきます。世界

遺産となった「神宿る島宗像・沖ノ島と関連遺産群」の視察や４つのふるさと巡りコースでは、ゆっく

り楽しんでいただき、日頃の疲れを癒され、故郷との絆を一層深めていただければと存じます。

　結びになりますが、海外福岡県人会の皆様の今後ますますのご活躍、ならびに、本日お集まりの皆様

のご健勝とご多幸を祈念いたしまして、歓迎の言葉とさせていただきます。

第10回海外福岡県人会世界大会
実行委員会顧問

福岡県議会議長　　栗原　渉

福岡県市長会会長

春日市市長　　井上　澄和

記念式典 来賓祝辞2019年11月６日 2019年11月６日記念式典 主催者挨拶
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日　　時　　　令和元年11月７日（木）10：30～12：00

場　　所　　　ホテルニューオータニ博多３階　アイリス

出 席 者　　　各海外県人会代表　16県人会　26名

議事進行　　　（公財）福岡県国際交流センター　専務理事　福島　明彦

会議結果

県人会活性化に向けた取り組み、福岡県の県人会事業に対する意見・提案について

　県人会会員が減少している中で、会員を増加させる取り組みとして、Facebookやインスタグラムな

どのSNSを用いて、県人会同士のコミュニケーションを活性化させることが必要である。

　最近は若い方だけでなく、高齢の方々もSNSの使用を始めており、高齢化が進む県人会としては、自

らの存在を知らせるためにそういった新しいツールを使うべきである。

　県費留学生事業と子弟招へい事業は、県人会の次世代の担い手を育てる上で非常に重要であり、それ

らの事業が県人会にあるから、その県人会会員になる人がいるほどである。

　青年派遣事業についても、県人会が団結して取り組んでおり、会の結束力強化にもつながっている。

　県人会を活性化させるためには、特に子供や青年世代の育成・交流を行うことが非常に重要であるた

め、これらの事業はぜひ継続すべきである。

　福岡県をPRする各国語版の広報誌等を現地のイベント等で配布して、会員数を増やしたい。

　福岡県の伝統文化に精通した方々の県人会への派遣や、県内の少年たちのホームステイの受け入れ、

小中学校教師の相互派遣交流などを行うことで、各国で県人会に興味を持つ方々が増え、県人会の基盤

強化にも繋がると思う。

　そういった県と県人会の人的交流を積極的に実施することで、県と県人会の相互発展を目指したい。

移住県人会代表者会議

　本日ここに、第10回海外福岡県人会世界大会が開催されるにあたり、福岡県の町村長を代表いたしま

して一言お祝いの言葉を申し上げます。

　福岡県からは、1885年のハワイをはじめ、多くの町村出身の方々が米国、南米等に移住されました。

移住された方々やその子孫の皆様が、全く異なる環境の中で幾多の困難を克服され、それぞれの分野に

おいて、各国の地域社会や経済の発展ならびに県人会等の活動を通じ、国際交流推進に大きく貢献され

ておりますことに、深く敬意を表する次第であります。

　さて、この度の第10回世界大会でも、様々な会議や行事が予定されていますが、中でも11月８日の

ふるさと巡りでは県内４コースに分かれ市町村を訪問していただきます。我々町村も皆様のお越しを心

よりお待ちしております。

　また県人会各地の文化や物産を紹介する「海外福岡県人会フェア」が町村会と県が主催する「ふくお

か町村フェア」と同会場で11月９日と10日に天神中央公園で開催いたします。オープニングでは「祝

い餅まき」を実施し、県内町村の特産品の販売をはじめ、太鼓などのステージもあり、県人会からも、

各国料理の出展や、各国芸能の披露をいただきます。１人でも多くの方にご参加いただき、「ふるさと

福岡」との交流を深め、新たな発見をしていただきたいと願っております。

　結びとなりますが、本大会の成功をお祈り申し上げますとともに、海外福岡県人会の今後益々の御発

展と、本日御参集の皆様方の御健勝と御活躍を心から御祈願申し上げまして、私のお祝いの言葉とさせ

ていただきます。

福岡県町村会会長

大任町町長　　永原　譲二

記念式典 来賓祝辞 2019年11月６日
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移住県人会代表者会議出席者名簿
県人会名 氏名 役職

アルゼンチン福岡県人会 杉野　清 会長

在ボリビア福岡県人会
米倉　俊江 会長

藤田　由紀

ブラジル福岡県人会
平山　イナシオ　秀夫 会長

梶本　茂雄

トロント福岡県人会 山本　昇 会長

バンクーバー福岡県人会 長　勝博 役員

コロンビア福岡県人会
倉富　ディエゴ 会長

クルーズ　クララ

メキシコ福岡県人会
飯田　美千子 会長

飯田　利明

パラグアイ福岡県人会
橋本　隆一 会長

橋本　リナ

ペルー福岡県人会
執行　ルヒオ 会長

石川　エドワールド

ハワイ福岡県人会
サクダ　キース 会長

セッツ　ケン

ハワイ島福岡県人会
能丸　淳一 会長

能丸　千秋

カウアイ福岡県人会
橋坂　川上　メイベル

Hirata Gerald Mitsuo

コナ福岡県人会
高井　節夫

高井　リンダ

南加福岡県人会 宮里　勝吉 会長

サンフランシスコ福岡県人会 バジフダー　真紀子 会長

シアトル・タコマ福岡県人会 スウェドナー　クリスティーナ 会長

日　　時　　　令和元年11月７日（木）10：30～12：00

場　　所　　　ホテルニューオータニ博多３階　ローズルーム

出 席 者　　　各海外県人会青年代表　10県人会　12名

議事進行　　　（公財）福岡県国際交流センター　事務局長　家守　由紀子

会議結果

１　福岡県との交流事業（県費留学生及び子弟招へい事業）について

　県費留学生事業と子弟招へい事業は、県人会の青少年と福岡県を繋ぐプログラムであり、県人会

の多くの青少年が福岡県の魅力を再確認し、自分のルーツを知り、誇りを持つことができる。

　それらの事業に参加することで世界と繋がり、世界へ踏み出すきっかけをもらい、自らの可能性

を広げ、懸け橋となって活躍している人もいる。

　県人会にとって非常に有意義な事業であるため、これらの事業に感謝するとともに、継続を希望

する。

２　今後の福岡県との交流と県人会活動について

　多くの県人会は、若者の参加者が減少しているが、県費留学生事業や子弟招へい事業を経験した

若者が県人会活動に関わり、福岡県の良さを伝え、後輩を育てていくことが重要である。

　県人会が活性化することで、今後も幅広い世代が交流できるプログラムができたら良い。

　また、これからも福岡県の青少年に県人会を訪問してもらい、より深くお互いの交流を進めてい

きたいと思う。

青年の集い
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青年の集い出席者名簿
県人会名 氏名

アルゼンチン福岡県人会 湯浅　ファクンド

在ボリビア福岡県人会 宮園　グスターボ　英樹

ブラジル福岡県人会 太田　砥綿　マリアナ　絵理

トロント福岡県人会
山口　真治

冨永　花

バンクーバー福岡県人会 名久井　彩伽

コロンビア福岡県人会 ロサノ　カミロ

メキシコ福岡県人会
田中　ゴメス　愛子

谷川　フロレス　ホアン　カルロス

パラグアイ福岡県人会 熊谷　清美

ペルー福岡県人会 竹下　ケニー

ハワイ島福岡県人会 クック　カリナ　美耶

日　　時　　　令和元年11月７日（木）10：30～12：00

場　　所　　　ホテルニューオータニ博多３階　ジャスミン

出 席 者　　　各海外県人会代表　12県人会　12名

議事進行　　　（公財）福岡県国際交流センター　多文化共生・留学生部長　吉田　隆造

会議結果

県人会ネットワークの活用について

　これからの時代を担う若者たちに大きな夢を持ってもらい、世界で活躍する人材が一人でも多く福岡

県から出てきて欲しい。

　グローバル人材の創出のために、海外にいる我々県人会員の姿を福岡の若者に知ってもらう機会を

作っていきたい。

　海外県人会員が講師となり、小中学校や高校で様々な国の状況や、我々の日常の姿について話をする

機会を作っていきたい。

　海外の県人会員はスケジュール的に福岡に来て講演を行うことが難しいことも多いため、インター

ネットを活用したネット講演会という形も提案したい。

　講演の実施により、次の世代を担う若者が世界の多様性を感じとり、グローバルに目を向けるきっか

けの一つになればと思う。

企業県人会会議
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企業県人会会議出席者名簿
県人会名 氏名 役職

シドニー福岡県人会 八尋　俊朗 会長

香港福岡県人会 渡辺　大輔 会長

在上海福岡県人会 谷本　武司 顧問

インドネシア福岡県人会
（飛び梅会） 鴨川　康周 会長

ソウル博多会 曽山　茂志 前幹事

在マレーシア福岡県人会 藤木　雅聰 会長

オランダ福岡県人会 藤村　ローズ

ヤンゴン福岡賢人会 宮本　浩行 会長

マニラ福岡県人会 藤本　哲児 副会長

台湾福岡県人会「梅友会」 吉岡　生信 代表世話役

タイ国福岡県人会 岡本　貞明 会長

ハノイ福岡県人会「ばってん会」 簑田　武 副会長

日　時　　　令和元年11月７日（木）14：00～15：30
場　所　　　ホテルニューオータニ博多３階　アイリス
出席者　　　各海外県人会代表　17県人会　28名
議　長　　　（公財）福岡県国際交流センター　理事長　藤永　憲一

会議結果
１　「青年の集い」結果報告　　竹下　ケニー氏（ペルー福岡県人会）
２　「企業県人会会議」結果報告　　宮本　浩行　会長（ヤンゴン福岡賢人会）
３　「移住県人会代表者会議」結果報告　　福島　明彦　専務理事（（公財）福岡県国際交流センター）
４　次回開催地について

　ペルーから立候補があり、満場一致で決定
５　福岡県議会議長総括

　生まれた地、家族の繋がりといったルーツは代々引き継がれていくものであるが、県人会の福岡
県への強い思いに改めて感銘を受けた。
　県費留学生事業、子弟招へい事業、青年派遣事業は、県人会のみならず福岡県の持続的な発展に
も寄与する事業であるため、県議会としても支援を続けていきたい。
　現在の日本は人口減少社会に陥っており、今後の福岡県の発展はこれからの世代にかかっている。
そのため、企業県人会から提案のあったとおり、学校講演含め、様々なツールを用いて県人会の国
外での体験を若い世代に伝えていっていただきたい。
　海外で県人会が福岡県をPRできるイベントがあるのであれば、福岡県としてもバックアップし
ていかなければならない。そうした機会を捉えるためにも、これからも県人会と情報共有を続けて
いきたい。

６　福岡県知事総括
　「青年の集い」の報告のとおり、福岡県との懸け橋となる意欲のある若者が海外にいるというこ
とは非常に心強い。若者の発想・感性・行動力が、先輩方の知識・経験と組み合わされれば、色ん
な成果が表れる。県人会の青年たちには、これからも組織を盛り上げていただきたい。
　県人会の海外での活動を県内の学校で講演いただくことは非常に良い機会である。学校の教育現
場では、実務者がきて話をする機会も設けられているため、実現に向けて関係者と調整していきた
い。
　県費留学生事業、子弟招へい事業、青年派遣事業を高く評価してくれていることは非常に嬉しく、
福岡県としても今後も継続させていきたい。
　これからも県人会の方々と連携を強化すべく、節目ごとに行われている周年事業にはできる限り
参加し、定期的に情報共有を図り、県と県人会、県人会と県人会の繋がりを更に強化させていきたい。
　福岡県と県人会は、住んでいる地域は異なるものの、ふるさと福岡への思いは変わらない。思い
が同じ者どうし、手を取り合って相互に発展していく道を歩んでいきたい。また、これからも県人
会の皆さまが誇れるような魅力ある県にしていきたい。

合同会議
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合同会議出席者名簿
県人会名 氏名 役職

アルゼンチン福岡県人会 杉野　清 会長

在ボリビア福岡県人会
米倉　俊江 会長

藤田　由紀

ブラジル福岡県人会
平山　イナシオ　秀夫 会長

梶本　茂雄

トロント福岡県人会 山本　昇 会長

バンクーバー福岡県人会 長　勝博 役員

コロンビア福岡県人会
倉富　ディエゴ 会長

クルーズ　クララ

メキシコ福岡県人会
飯田　美千子 会長

飯田　利明

ヤンゴン福岡賢人会 宮本　浩行 会長
（企業県人会会議報告者）

パラグアイ福岡県人会
橋本　隆一 会長

橋本　リナ

ペルー福岡県人会

執行　ルヒオ 会長

石川　エドワールド

竹下　ケニー （青年の集い報告者）

ハワイ福岡県人会
サクダ　キース 会長

セッツ　ケン

ハワイ島福岡県人会
能丸　淳一 会長

能丸　千秋

カウアイ福岡県人会
橋坂　川上　メイベル

Hirata Gerald Mitsuo

コナ福岡県人会
高井　節夫

高井　リンダ

南加福岡県人会 宮里　勝吉 会長

サンフランシスコ福岡県人会 バジフダー　真紀子 会長

シアトル・タコマ福岡県人会 スウェドナー　クリスティーナ 会長

　「ルーツは福岡　夢は世界へ　集う我ら　広がる絆」をキャッチフレーズに第10回海外福岡県人会世

界大会が６年ぶりにふるさと福岡県で開催されました。

　第10回という節目を迎える今回の大会は、福岡県出身の移住者による県人会、企業の海外駐在員を中

心とした県人会が参加し、過去最多の参加者が集まる大会となりました。

　ふるさとを遠く離れて海外で暮らす私たちにとって、福岡県への愛着は深く、家族のように結ばれて

いる県人会は大きな心の支えとなっています。

　移住者子弟留学生制度や子弟招へい事業は、県人会の次代の活動の担い手である青少年の育成に大き

く貢献しており、海外福岡県人会青年派遣事業は、福岡県と県人会の交流を続けるきっかけとなってい

ます。県人会の世代交代が進んでいく中で、これらのプログラムを継続し、県人会の活動を様々なツー

ルを用いて世に知らしめるとともに、県人会会員が世界各地で経験したことを母県の青少年に語り継い

でいくことが重要であると認識しています。

　今回の世界大会を通じて、福岡県との深い絆や、ふるさとの誇りを再認識することができました。目

まぐるしく変化していく国際社会において、自身のルーツを決して忘れることなく、同じふるさとを持

つ仲間同士が手を取り合い、ふるさと福岡県との繋がりを大切にすることを確認し、次のことを宣言し

ます。

１　50周年を迎えた移住者子弟留学生制度を今後も継続させ、次代の県人会の中核となる担い

手育成に取り組み、県人会の更なる強化に努めます。

２　福岡県と県人会の相互交流を促進する子弟招へい事業と海外福岡県人会青年派遣事業を引き

続き取り組むとともに、県人会会員が世界各地で経験したことを母県の青少年に継承していき

ます。

３　福岡県との絆をより深めるため、節目に行われる周年事業等の県人会行事において、福岡県

との積極的な交流を図り、更なるネットワークの拡大・強化に努めます。

４　2022年の第11回海外福岡県人会世界大会をペルーで開催します。

2019年11月９日

第10回海外福岡県人会世界大会

海外福岡県人会参加者一同

福岡宣言
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海外の福岡県人会 移住者による福岡県人会
　海外には、福岡県出身の移住者で組織される北米・南米の県人会や、企業の海外駐在員等で組織され

るアジア・欧州の県人会など、世界24カ国・地域に39の県人会があります。

　福岡県からの海外移住は、1885（明治18）年にハワイへ移住したことが始まりで、移住者数は、広島、

沖縄、熊本に次いで全国で４番目に多く、約５万５千人にのぼります。

　移住された人々は、言葉はもとより気候、風土など全く異なる環境の中で大変な苦労をしながら、移

住国の発展に大きく貢献してきました。

　現在では、政治、経済、教育、文化、医療など様々な分野で活躍され、それぞれの国において尊敬と

信頼を得る存在となっています。

　同時に、ふるさと福岡への深い愛着を抱き、各地で福岡県人会を設立し、福岡県人であることの誇り

を持ち続けてきました。

　現在、海外福岡県人会は、福岡・日本と移住国をつなぐ懸け橋として、貴重な財産となっています。

　福岡県では、県人会との相互交流の促進や県人会の後継者育成の支援を目的とした事業を行い、海外

福岡県人会の発展とさらなるネットワークの強化を目指しています。

番号 地域 県人会名
❶

北米

バンクーバー福岡県人会
❷ トロント福岡県人会
❸ レスブリッジ福岡県人会
❹ シアトル・タコマ福岡県人会
❺ 南加福岡県人会
❻ サンフランシスコ福岡県人会
❼ ハワイ福岡県人会
❽ コナ福岡県人会
❾ ハワイ島福岡県人会
❿ カウアイ福岡県人会
⓫

中南米

メキシコ福岡県人会
⓬ コロンビア福岡県人会
⓭ ペルー福岡県人会
⓮ ブラジル福岡県人会
⓯ マナウス福岡県人会
⓰ ベレン福岡県人会
⓱ トメアスー福岡県人会
⓲ 在ボリビア福岡県人会
⓳ パラグアイ福岡県人会
⓴ アルゼンチン福岡県人会

番号 地域 県人会名
㉑

アジア

ソウル博多会
㉒ 在上海福岡県人会
㉓ 大連福岡県人会
㉔ 香港福岡県人会
㉕ 北京福岡県人会
㉖ 台湾福岡県人会「梅友会」
㉗ タイ国福岡県人会
㉘ インドネシア福岡県人会（飛び梅会）
㉙ シンガポール福岡県企業会
㉚ デリー福岡県人会
㉛ 在マレーシア福岡県人会
㉜ 在ホーチミン福岡県人会
㉝ ハノイ福岡県人会「ばってん会」
㉞ マニラ福岡県人会
㉟ ヤンゴン福岡賢人会
㊱ オセアニア シドニー福岡県人会
㊲

欧州
英国福岡県人会

㊳ オランダ福岡県人会
㊴ 在仏福岡県人会

1 3
4 2

5
6

7
8 9

10

11

12

13

14

15 16
17

18
19

20

21
22

23

24

25

26

27

28

29

30

31
32

33
34

35

36

37 38
39

海外の福岡県人会

ブラジル福岡県人会
（設立：1930年）

ベレン福岡県人会
（設立：1969年）

トメアスー福岡県人会
（設立：1975年）

マナウス福岡県人会
（設立：1959年）
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パラグアイ福岡県人会
（設立：1958年）

在ボリビア福岡県人会
（設立：1973年）

メキシコ福岡県人会
（設立：1952年）

アルゼンチン福岡県人会
（設立：1965年）

コロンビア福岡県人会
（設立：1978年）

ハワイ福岡県人会
（設立：1957年）

レスブリッジ福岡県人会
（設立：1981年）

トロント福岡県人会
（設立：1980年）

バンクーバー福岡県人会
（設立：1981年）

ペルー福岡県人会
（設立：1959年）
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シアトル・タコマ福岡県人会
（設立：1907年）

サンフランシスコ福岡県人会
（設立：1950年）

南加福岡県人会
（設立：1908年）

カウアイ福岡県人会
（設立：1985年）

コナ福岡県人会
（設立：1967年）

　グローバル化の進展により、企業等の海外進出が増加する中、福岡県出身の駐在員等が現地で親睦や

交流を深めるために、福岡県人会を結成しています。

　アジアや欧州で最近増えてきている福岡県人会の存在は、福岡県人が世界各地で活躍していることを

示すものとも言えます。

香港福岡県人会
（設立：1977年）

大連福岡県人会
（設立：1998年）

在上海福岡県人会
（設立：1996年）

ソウル博多会
（設立：1980年）

企業駐在員等による福岡県人会

ハワイ島福岡県人会
（設立：1967年）
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シンガポール福岡県企業会
（設立：2007年）

インドネシア福岡県人会（飛び梅会）
（設立：1999年）

タイ国福岡県人会
（設立：1992年）

台湾福岡県人会「梅友会」
（設立：2002年）

北京福岡県人会
（設立：1990年代後半）

マニラ福岡県人会
（設立：2002年）

ハノイ福岡県人会「ばってん会」
（設立：2012年）

ホーチミン福岡県人会
（設立：2007年）

在マレーシア福岡県人会
（設立：2013年）

デリー福岡県人会
（設立：2010年）
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ヤンゴン福岡賢人会
（設立：2016年）

在仏福岡県人会
（設立：1999年）

オランダ福岡県人会
（設立：2006年）

英国福岡県人会
（設立：1980年）

シドニー福岡県人会
（設立：2015年）

福岡県の県人会事業
福岡県移住者子弟留学生（県費留学生）
　福岡県から海外に移住された県人会会員の子弟を、留学生として１年間受け入れ、県内の大学や専門

学校等で専門知識や技能を修得すると同時に、福岡県の伝統・文化、産業、経済等の理解を深めてもら

うための事業を1966年（昭和41年）から実施しています。

　これまでに受け入れた留学生は445名に上り、帰国した留学生は、学んだ知識や技能を活かしてそれ

ぞれの国で活躍するとともに、県人会の活動に積極的に参加し、福岡県との交流に貢献しています。

福岡県庁訪問
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県人会担い手育成招へい事業
　福岡県から海外に移住された県人会会員の子どもたち（小学校高学年）を、約２週間、福岡県に招き、

福岡への興味・関心を高め、理解を深めてもらうための事業を2008年（平成20年）から実施しています。

　これまでに招へいした子どもたちは231名に上り、県内での様々な体験を通じて、自分のルーツであ

る福岡を誇りに思い、帰国後は、日本語の勉強に一層熱心になったり、和太鼓グループの練習に参加す

るなどの変化が現われています。

　将来は、県人会活動の後継者として活躍することが期待されています。

福岡県庁訪問 福岡県議会訪問

海外福岡県人会青年派遣プログラム
　福岡県内の青年の海外福岡県人会に派遣し、海外へ移住した先人たちの歴史、現地の社会情勢、ビジ

ネス事情などを学ぶ事業を2015年（平成27年）から実施しています。

　これまでに派遣した青年たちは45名に上り、海外移住された方々の苦労や日本・福岡に対する思いを

聞くとともに、海外の青年等と交流を図ることで、チャレンジ精神やグローバルな視点を身に着けました。

　今後、福岡県と県人会、そして日本と県人会のある国の懸け橋として活躍することが期待されています。
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海外県人会との交流
　日本人移住周年記念式典や県人会創立記念式典等に、福岡県からも訪問団が参加し、県人会との結び

つきの強化に努めています。

ハワイ島福岡県人会創立50周年（2017年）ハワイ福岡県人会創立60周年（2017年）

パラグアイ福岡県人移住60周年・県人会創立55周年（2015年）アルゼンチン福岡県人会創立50周年（2015年）

シアトル・タコマ福岡県人会創立110周年（2017年）コナ福岡県人会創立50周年（2017年）

日本人ボリビア移住120周年（2019年）

南加福岡県人会創立110周年（2018年）

ブラジル日本移民110周年（2018年）

コロンビア日本人移住90周年（2019年）

ペルー日本人移住120周年・県人会創立60周年（2019年）

ブラジル福岡県人会スザノ支部設立50周年（2018年）

バンクーバー福岡県人会創立35周年（2017年）

アマゾン日本人移民90周年（2019年）
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海外福岡県人会世界大会
　海外福岡県人会世界大会は、1990年（平成２年）に開催された「とびうめ国体」に各海外福岡県人

会が招待された際、県人会同士の交流の場を設けることが提唱されたことを契機に、1992年（平成４年）

にロサンゼルスで第１回大会が開催されました。以降、３年に一度開催され、福岡県との絆を深めてい

ます。

第１回世界大会
（1992年９月、ロサンゼルス）

第２回世界大会
（1995年９月、サンパウロ）

第３回世界大会
（1998年９月、ホノルル）

第８回世界大会
（2013年10月、福岡）

第６回世界大会
（2007年８月、シアトル）

第４回世界大会
（2001年９月、福岡）

第９回世界大会
（2016年10月、メキシコ）

第７回世界大会
（2010年８月、サンパウロ）

第５回世界大会
（2004年９月、トロント）
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

堤

菊
男
氏
（
つ
つ
み
・
き
く

お
�
西
日
本
新
聞
社
社
友
、
元
ス

ポ
ー
ツ
本
部
編
集
部
部
長
職
）
�

日
午
前
８
時
�
分
、
老
衰
の
た
め

福
岡
市
内
の
自
宅
で
死
去
、
�
歳
。

福
岡
市
出
身
。
葬
儀
・
告
別
式
は

�
日
午
前
�
時
か
ら
、
福
岡
市
西

区
姪
浜
駅
南
２
の
�
の
�
、
天
国

社
姪
浜
会
館
で
。
喪
主
は
長
男
聡

（
さ
と
し
）
氏
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

水
道
部
門
）
の
登
録
に
つ
い
て
、

旭
技
研
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
北
九
州
市
）
を
１
年
間
、
太

平
設
計
（
同
）
を
１
２
０
日
間
、

日
興
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
同
）

を
�
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
�

日
か
ら
停
止
す
る
と
�
日
、
発

表
し
た
。

九
地
整
に
よ
る
と
�
旭
技
研

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
当
時

の
代
表
取
締
役
は
�
官
製
談
合

防
止
法
違
反
罪
な
ど
で
懲
役
１

年
�
執
行
猶
予
３
年
�
の
刑
が
確

定
�
太
平
設
計
は
当
時
の
取
締

役
が
�
日
興
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

も
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
�
同
罪
な

ど
で
懲
役
１
年
�
同
３
年
�
の
刑

が
確
定
し
た
�

�
三
重
野
諭
�

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
橋
本
芳
さ

コ
ン
も
駆
使
し
て
作
曲
す
る

さ
ん
が
作
曲
し
た
「
シ
ュ
ー
テ

ス
タ
ー
」
の
楽
譜
。
ア
ッ
プ

曲
調
と
な
っ
て
い
る

壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
濠 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号

◇
青
果
市
況
は
休
み
で
し
た
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

海
外
県
人
会
世
界
大
会

�
月
に
福
岡
で
開
催
へ

実
行
委
が
設
立
総
会

海
外
に
移
住
し
た
県
出
身
者

と
そ
の
家
族
ら
で
つ
く
る
海
外

福
岡
県
人
会
の
第
�
回
世
界
大

会
実
行
委
員
会
設
立
総
会
が
�

日
�
福
岡
市
で
あ
っ
た
�
�
�
�

世
界
大
会
は
３
年
ご
と
に
北

米
、
南
米
、
福
岡
の
い
ず
れ
か

で
開
い
て
お
り
、
�
月
６
〜
９

日
の
日
程
の
今
回
は
�
６
年
ぶ

り
に
�
ふ
る
さ
と
�
が
樤
台
と
な

る
�
総
会
で
は
、
県
民
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
計
画

を
決
め
た
。

県
に
よ
る
と
、
戦
前
・
戦
後

を
通
じ
て
海
外
移
住
し
た
県
出

身
者
は
約
５
万
５
千
人
。
全
国

で
４
番
目
に
多
く
、
移
住
者
に

よ
る
県
人
会
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
米

国
、
ペ
ル
ー
な
ど
９
カ
国
に
�

カ
所
あ
る
。
世
界
大
会
は
１
９

９
２
年
、
米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
の
第
１
回
大
会
以
降
、
３

年
ご
と
に
開
催
。
近
年
は
移
住

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
２
回
に

１
度
、
ふ
る
さ
と
の
福
岡
で
行

っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
総
会
に
は
、
実
行

委
会
長
を
務
め
る
小
川
洋
知
事

や
経
済
団
体
関
係
者
ら
�
人
が

出
席
。
「
県
と
県
人
会
と
の
絆

が
よ
り
強
ま
る
取
り
組
み
を
行

う
」
と
の
方
向
性
を
確
認
し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、
県
が
奨

学
金
を
支
給
す
る
「
移
住
者
子

弟
留
学
制
度
」
の
�
周
年
を
記

念
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
県

内
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支

援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や

個
別
商
談
会
を
企
画
。
県
民
に

県
人
会
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら

う
パ
ネ
ル
展
や
、
講
演
会
も
予

定
す
る
。
県
人
会
メ
ン
バ
ー
や

自
治
体
関
係
者
ら
約
７
０
０
人

の
参
加
を
見
込
ん
で
い
る
と
い

う
。

（
豊
福
幸
子
）
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ト
ナ
ム
な
ど
に
渡
っ
て
冬
を
越

し
、
今
津
干
潟
で
は
５
月
ま
で

に
は
繁
殖
地
へ
と
旅
立
つ
。
た

だ
、
繁
殖
の
年
齢
に
達
し
て
い

な
い
１
、
２
歳
の
若
い
鳥
に
は

あ
え
て
渡
り
を
し
な
い
個
体
も

い
る
。
確
認
し
た
３
羽
も
、
く

ち
ば
し
に
で
き
た
し
わ
が
少
な

い
た
め
、
昨
年
誕
生
し
た
鳥
と

み
ら
れ
る
と
い
う
。

今
年
１
月
に
世
界
一
斉
に
行

わ
れ
た
個
体
数
の
調
査
で
は
東

ア
ジ
ア
の
み
に
約
４
５
０
０
羽

が
生
息
�
松
本
さ
ん
は
�
絶
滅
危

惧
種
が
や
っ
て
来
る
数
少
な
い

干
潟
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
�

大
事
に
見
守
っ
て
ほ
し
い
�
と

話
し
て
い
た
�

�
下
村
佳
史
�

行
橋
市
の
水
道

15
％
減
圧
給
水

21
日
午
前
０
時
か
ら

行
橋
市
は
�
日
、
水
が
め
の

油
木
ダ
ム
（
添
田
町
）
の
貯
水

量
激
減
に
伴
い
、
家
庭
に
送
水

す
る
量
を
抑
え
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
�
％
の
減
圧
給
水

を
、
�
日
午
前
０
時
か
ら
�
％

県
出
身
の
日
系
移
民

パ
ネ
ル
で
足
跡
紹
介

県
庁
ロ
ビ
ー

県
出
身
の
日
系
移
民
の
足
跡

を
た
ど
る
「
海
外
移
住
パ
ネ
ル

展
�
が
�
日
�
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー

で
始
ま
っ
た
�
移
住
先
で
の
生

活
の
様
子
や
�
移
住
政
策
の
歴

史
的
背
景
な
ど
を
説
明
す
る
パ

ネ
ル
�
枚
を
展
示
し
て
い
る
�

�
�
�
�
日
ま
で
�
入
場
無
料
�

政
府
は
明
治
期
か
ら
国
内
人

口
増
加
を
踏
ま
え
、
労
働
者
の

海
外
移
住
を
進
め
、
県
内
か
ら

も
１
９
９
０
年
代
ま
で
に
北
米

や
中
南
米
に
約
５
万
７
千
人
が

移
住
。
都
道
府
県
で
全
国
４
番

目
に
多
く
、
移
住
者
や
子
孫
で

つ
く
る
県
人
会
は
９
カ
国
�
地

域
に
あ
る
。

同
展
は
、
海
外
の
県
人
会
が

集
う
世
界
大
会
が
�
月
に
福
岡

市
内
で
開
か
れ
る
の
を
記
念

し
、
県
が
企
画
し
た
。

パ
ネ
ル
で
は
、
�
年
代
の
炭

鉱
閉
山
後
も
失
業
者
対
策
で
南

米
へ
の
移
住
政
策
が
推
進
さ
れ

た
経
緯
や
、
移
住
者
が
季
節
労

働
で
収
入
を
得
て
起
業
し
た
苦

労
話
な
ど
を
、
当
時
の
写
真
や

行
政
資
料
を
添
え
て
紹
介
。
記

念
式
典
で
小
川
洋
知
事
は
「
ビ

ジ
ネ
ス
や
青
少
年
な
ど
の
分
野

で
（
県
人
会
の
あ
る
）
そ
れ
ぞ

れ
の
国
や
地
域
と
、
県
の
関
係

が
深
ま
る
こ
と
を
願
う
」
と
話

し
た
。

（
大
坪
拓
也
）
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ブラジル出身の県費留学生、シルバー・石

井ジエゴさん。「母国に貢献する知識や技

術を学びたい」と話す

ブラジル出身の県費留学生

シルバー・石井ジエゴさん（�）

母
方
の
曽
祖
父
は
う
き
は
市
で

生
ま
れ
、
１
９
１
２
年
、
夫
婦
で

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
出
身

の
日
系
４
世
。
春
か
ら
、
県
出
身

の
日
系
移
民
の
子
弟
を
県
が
招
く

県
費
留
学
生
と
し
て
九
州
大
で
学

ぶ
。
こ
の
夏
、
曽
祖
父
の
古
里
を

初
め
て
訪
ね
た
。

「
自
分
の
ル
ー
ツ
は
日
本
と
い

う
確
信
の
よ
う
な
も
の
が
欲
し
か

っ
た
。
石
井
姓
は
多
く
、
表
札
を

見
る
だ
け
で
親
近
感
が
湧
い
た
。

曽
祖
父
が
暮
ら
し
た
家
は
な
く
、

緑
に
覆
わ
れ
た
畑
を
眺
め
て
い
る

う
ち
に
、
『
ど
ん
な
気
持
ち
で
渡

航
し
た
の
か
』
と
涙
が
出
そ
う
に

な
っ
た
。
移
民
の
多
く
は
荒
れ
た

土
地
を
切
り
開
き
、
食
べ
る
の
も

大
変
だ
っ
た
と
聞
い
て
き
た
か

ら
」

出
稼
ぎ
で
来
日
し
た
両
親
と
共

に
、
２
歳
か
ら
�
歳
ま
で
滋
賀
県

な
ど
で
生
活
し
た
。
日
本
の
中
学

校
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
通

う
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
学
校
に
入
っ

た
が
、
母
親
や
日
本
人
の
友
人
と

会
話
す
る
日
本
語
の
方
が
な
じ
ん

だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
後
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
で
の
学
習
に
苦
労
し
つ

つ
数
学
を
猛
勉
強
。
働
き
な
が
ら

�
歳
か
ら
は
大
学
で
Ｉ
Ｔ
分
野
を

専
攻
し
た
。

「
日
本
語
を
使
う
機
会
は
減
っ

た
け
ど
、
本
屋
で
買
っ
た
日
本
の

漫
画
や
小
説
を
読
み
、
ご
飯
の
味

が
恋
し
く
て
日
本
米
を
炊
い
た
。

外
見
は
日
本
人
に
近
い
か
ら
『
ジ

ャ
ポ
ネ
ー
ス
』
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
日
系
人
は
信
用

で
き
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
そ

れ
は
移
住
者
が
努
力
し
て
き
た
お

か
げ
。
そ
れ
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

生
き
よ
う
と
思
っ
た
」

成
長
す
る
に
つ
れ
、
亡
き
曽
祖

父
母
や
祖
父
母
が
歩
ん
だ
人
生
に

関
心
を
抱
い
た
。
渡
航
時
期
を
調

べ
、
思
い
を
は
せ
た
。
２
年
前
に

福
岡
に
ゆ
か
り
が
あ
る
現
地
の
日

系
人
で
つ
く
る
県
人
会
に
参
加

し
、
留
学
に
つ
な
が
っ
た
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
『
日
本
人
だ

ね
』
、
日
本
で
は
『
ブ
ラ
ジ
ル
人

だ
ね
』
と
言
わ
れ
た
。
ど
の
国
の

人
間
な
の
か
悩
む
よ
う
に
な
っ
た

し
、
日
系
人
の
仲
間
が
欲
し
か
っ

た
。
県
人
会
の
催
し
で
お
年
寄
り

と
出
会
う
と
、
８
歳
の
時
に
一
度

だ
け
会
い
、
日
本
語
で
話
し
た
祖

母
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。
日
本
へ
の

思
い
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
た
」

ブ
ラ
ジ
ル
の
貧
困
地
域
で
、
医

療
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
九
大
で
は

病
気
の
早
期
診
断
に
役
立
つ
情
報

技
術
を
勉
強
。
流
ち
ょ
う
な
日
本

語
を
生
か
し
、
ボ
リ
ビ
ア
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
な
ど
７
カ
国
か
ら
の
県

費
留
学
生
９
人
の
リ
ー
ダ
ー
も
務

め
る
。

「
『
博
多
弁
が
出
た
ね
』
と
言

わ
れ
る
と
う
れ
し
い
し
、
故
郷
は

日
本
と
思
っ
て
い
る
。
世
界
大
会

は
日
本
文
化
に
直
接
触
れ
た
こ
と

が
な
い
日
系
人
も
訪
れ
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
以
外
の
人
と
の
交
流
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
」

（
大
坪
拓
也
）

◇

◇

６
年
ぶ
り
に
福
岡
市
な
ど
県
内

で
開
か
れ
る
「
第
�
回
海
外
福
岡

県
人
会
世
界
大
会
」
（
�
月
６
〜

９
日
）
を
前
に
、
県
費
留
学
生
や

県
人
会
の
活
動
を
支
え
、
次
代
に

つ
な
ぐ
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

青果市況
26日

単位㌔・卸値円、税抜き

△印は本、玉、束、その他

行 橋 中 津
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カンラン
ダイコン� �
ハクサイ
ニンジン
タマネギ
バレイショ
カンショ
ネ ギ� �
レンコン
ショウガ
レ タ ス�
キュウリ
ピーマン �
ト マ ト
ナ ス
カボチャ
ホウレンソウ� �
生シイタケ �
ミ カ ン
リ ン ゴ
バ ナ ナ
カ キ
ナ シ
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新 筑 豊
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◇
印
は
本
、
束
、
袋
、
玉
、
ワ
、
箱

単
位
・
㌕
・
円
、
税
込
み
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大 葉�
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レ タ ス
サトイモ
ニ ラ�
インゲン豆
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ナ シ
ぶ ど う
リ ン ゴ
鶏 卵
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⊃
�
価
格
は
税

抜
き

バレイショ ㌔
タマネギ ㌔
キャベツ 玉
ダイコン 本
ニンジン ㌔
ネ ギ ㌔

ゴ ボ ウ ㌔
レ タ ス 箱
ハクサイ 本
シュンギク 束
インゲン ㌔
レンコン ㌔

シイタケ Ｐ
ショウガ ㌔
カンショ ㌔
キュウリ 箱
ト マ ト 箱
ピーマン 袋

ホウレンソウ 束
ナ ス ㌔
カボチャ ㌔
ニ ラ 束
ピ ー ス ㌔
カ ブ 玉

ク リ ㌔
カ キ 箱
ナ シ ㌔
ミ カ ン ㌔
リ ン ゴ 箱
バ ナ ナ 箱

���
��
���
���
���
����

��
��
��
��
��
���

���
����
���
���
����
���

��
���
��
��
���
���

���
���
���
����
����
��

���
���
���
���
���
��

���
���
���

��
���
���

����
���
���
����
����

��
���
��
����
����

久
留
米
と
三
井
と
鳥
栖
中
央
と
鳥
栖
は
税
抜
き
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⊃⊂⊂⊂

単
位
は
１
㌕
・
円

※
は
２
㌕
、
○
は
４
㌕
、
△
は
５
㌕
、
◇
は
�
㌕

三 井

ダイコン 箱 本 本 本 本 本 本
ニンジン � 箱 箱 箱 �
ゴ ボ ウ 箱 △
カボチャ 箱 箱 箱 玉 � �
ハクサイ 箱 箱 箱 本 箱 箱
キャベツ � 玉 箱 箱 玉 �
レ タ ス 箱 玉 箱 箱 玉 箱 箱
ネ ギ △ 束 束 束 束 束 束
タマネギ 箱 箱 箱 � �
ナ ス △ 袋 本 箱 袋 本 △
ト マ ト ○ 箱 箱 箱 箱 箱 箱
キュウリ △ 本 本 本 本 △
シュンギク 束 束 束 束 束 束 束
ピーマン 袋 袋 袋 袋 袋 袋 袋
バレイショ � 箱 箱 �
生シイタケ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ
ショウガ ○ 箱 ※ 箱
ホウレンソウ 束 束 束 束 束 束 束
カンショ 箱 箱 △
レンコン ○ 箱 箱 箱
ク リ
リ ン ゴ � 箱 � 箱 箱 � 箱
ナ シ 箱 箱 △ 箱 箱 箱 箱
バ ナ ナ 箱 箱 箱 箱 箱 箱 箱
ミ カ ン 箱 箱 箱 箱
カ キ △ 箱 箱 箱 箱 箱 箱
鶏 卵 箱 Ｐ 箱 Ｐ
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第
�
次
教
育
研
究
県
集
会
が

�
日
、
福
岡
市
内
の
各
地
で
始

ま
っ
た
。
県
教
職
員
組
合
連
絡

協
議
会
な
ど
の
主
催
。
�
日
ま

で
の
２
日
間
に
、
延
べ
１
３
０

０
人
の
教
職
員
ら
が
参
加
す
る

予
定
と
い
う
。

初
日
の
全
体
会
で
は
、
東
京

学
芸
大
の
大
森
直
樹
准
教
授
が

「
ひ
と
り
の
子
も
き
り
す
て
な

い
学
校
を
ど
う
つ
く
る
か
〜
戦

後
教
育
実
践
の
意
味
を
確
か
め

て
〜
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。

教
育
関
係
者
の
言
葉
や
本
な
ど

を
引
用
し
つ
つ
、
戦
後
教
育
の

歩
み
に
つ
い
て
解
説
し
、
現
在

の
教
員
に
つ
い
て
「
今
一
番
必

要
と
さ
れ
て
い
る
勇
気
の
あ
る

仕
事
」
と
話
し
た
。

そ
の
後
は
、
社
会
科
教
育
や

音
楽
教
育
、
民
主
的
な
職
場
・

学
校
づ
く
り
な
ど
�
の
分
科
会

を
開
催
。
学
校
教
員
が
実
践
例

や
課
題
を
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

て
紹
介
し
、
参
加
者
同
士
で
改

善
点
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を

交
わ
し
た
。
分
科
会
は
�
日
も

行
わ
れ
る
。

（
四
宮
淳
平
）

林えいだい記念ありらん文庫
資料室（福岡市、森川登美江室
長）は、�月８日に水巻町で開
かれる第２次大戦中に死亡した
外国人捕虜を慰霊する「十字架
の塔」の献花式に合わせ、一昨
年亡くなった香春町出身の記録
作家、林えいだい氏の取材の足
跡をたどるツアーを実施する。

午前�時にＪＲ鹿児島線水巻
駅前に集合。水巻町にある日本
炭鉱の事務所跡や日炭高松鉱跡
などを巡り、午後１時半から十
字架の塔での献花式に参加。オ
ランダ人をはじめ外国人捕虜が
収容されていた折尾俘虜（ふり
ょ）所跡、日本炭鉱殉職者の碑
などを回る。林氏は、筑豊や北
九州の炭鉱で過酷な労働を強い
られた外国人捕虜の実態を「筑
豊俘虜記」「インドネシアの記
憶―オランダ人強制収容所」な
どの著作に残している。
参加費は資料代として1000
円。昼食は自己負担。申し込み
は松田さん＝093�982�1100。

（大塚壮）
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林
え
い
だ
い
氏
の
足
跡
を
た
ど
る
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

来月８日水巻町�北九州市 �
み
ん
な
の
森
林
�

県
が
参
加
者
募
集

植
樹
や
木
工
楽
し
む

県
は
、
宇
美
町
四
王
寺
の
県

立
四
王
寺
県
民
の
森
で
�
月
�

日
に
開
く
「
み
ん
な
の
森
林
づ

く
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。
１
人
あ
た
り
広
葉
樹
の

苗
木
５
本
を
植
樹
し
た
後
、
コ

ー
ス
タ
ー
作
り
な
ど
の
木
工
ク

ラ
フ
ト
を
楽
し
む
。
だ
れ
で
も

無
料
で
参
加
で
き
、
弁
当
も
出

る
が
、
小
学
生
以
下
は
引
率
者

が
必
要
。
博
多
駅
発
着
の
送
迎

バ
ス
（
先
着
�
人
）
も
あ
る
。

希
望
者
は
�
日
ま
で
に
申
し
込

む
。
問
い
合
わ
せ
は
県
林
業
振

興
課
�
０
９
２
（
６
４
３
）
３

５
３
６
。

ア
サ
ヒ
緑
健
ふ
れ
あ
い

健
康
ウ
ォ
ー
ク
楽
し
む

海
の
中
道
�
����
人
参
加

「
ア
サ
ヒ
緑
健
第
�
回
ふ
れ

あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
（
西
日

本
新
聞
社
主
催
）
が
�
日
、
福

岡
市
東
区
の
海
の
中
道
海
浜
公

園
で
開
か
れ
た
。
九
州
内
外
か

ら
約
１
４
０
０
人
が
参
加
し
、

秋
晴
れ
の
下
、
見
頃
を
迎
え
た

園
内
の
コ
ス
モ
ス
や
博
多
湾
の

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
�
�
�
。

イ
ベ
ン
ト
は
２
０
０
３
年
か

ら
毎
年
開
催
。
園
内
を
回
る
５

㌔
と
�
㌔
の
コ
ー
ス
、
志
賀
島

ま
で
巡
る
�
㌔
の
３
コ
ー
ス
が

あ
る
。
会
場
に
は
青
汁
入
り
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
提
供
す

る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
初
登
場

し
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

山
登
り
仲
間
と
一
緒
に
６
回

目
の
参
加
と
な
っ
た
同
区
の
主

婦
、
大
原
郁
子
さ
ん
�
�
�
は「
前

日
の
雨
で
地
面
も
柔
ら
か
く
な

り
、
歩
く
の
に
は
一
番
い
い
天

気
」
と
話
し
た
�
�
本
田
彩
子
�

県
教
研
集
会
始
ま
る

き
ょ
う
ま
で
����
人
参
加
予
定
福岡市

旧暦

日出

月出

月齢

日入

月入

あすの潮

満潮 干潮

関門港
・
。：
。；
・
。：
。；

洞海湾

・
。：
。；

苅田港

・
。：
。；

博多湾

・
。：
。；

唐 津

・
。：
。；

大牟田港

関門の潮流

東流始
西流始

�
日

�月１日
29�4
6�33
17�31
6�16
17�51

6�04
──

18�25
12�12

（大潮）

9�18
21�15
9�52
21�55
8�50
20�57
9�48
21�48
9�36
21�37
9�04
21�13

3�00
15�20
3�36
16�00
2�42
15�04
3�14
15�32
3�03
15�22
2�50
15�13

の気温

福 岡
太宰府
朝 倉
前 原
宗 像
久留米
飯 塚
八 幡
行 橋
添 田
黒 木
大牟田

の予想気温

福岡

筑豊
北九州

筑後

最高～最低

最高 最低

�日

23�718�2
23�817�2
24�016�7
22�317�1
22�516�8
25�117�2
23�316�7
23�117�5
24�117�2
22�916�4
22�915�5
24�316�6

�日

22～14
21～14
22～12
23～13

�
最
低
気
温
は
９
時
ま
で
、
最
高
気
温
は
�
時
ま
で
に
観
測
�

福岡市内で始まった教育研究県集会

の全体会

高文祭総合開会式で演奏を披露する

精華女子高校の生徒たち 福岡市で県高文祭開会式
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

第
�
回
県
高
校
総
合
文
化
祭

�
高
文
祭
�
の
総
合
開
会
式
が
�

日
�
福
岡
市
中
央
区
天
神
の
市

民
会
館
で
あ
っ
た
�
�
奏

か
な
で

〜
響

か
せ
よ
う
！

私
た
ち
の
新
時

代
�
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
��
を
テ
ー

マ
に
�
演
劇
や
吹
奏
楽
�
美
術
・

工
芸
な
ど
全
�
部
門
で
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
展
示
が
行
わ
れ
る
�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
精
華
女

子
高
が
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
を
披
露
。

生
徒
実
行
委
員
長
の
古
川
汀

な
ぎ
さ

さ
ん
（
福
岡
魁
誠
高
２
年
）
が

「
令
和
の
里
、
福
岡
で
生
徒
た

ち
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
せ
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、

続
く
部
門
発
表
で
は
糸
島
高
の

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が

あ
っ
た
。
高
文
祭
県
大
会
は
�

月
ま
で
各
地
で
行
わ
れ
る
。

（
郷
達
也
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

第
�
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

福
岡
大
会
２
次
予
選
（
�
日
、
小
郡
市

陸
上
競
技
場
な
ど
）

▽
２
回
戦

高

稜

４
｜
０

光

陵

八

幡

工

２
｜
１

豊

国

学

園

武

蔵

台

１
｜
０

福

岡

西

陵
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当番弁護士��～�月３日�

県海外移住家族会理事

飯田 建夫さん（�）

移
住
者
の
子
孫
か
ら
届
い
た
資
料
を
手
に
取
る
県
海
外
移
住
家
族
会
の

飯
田
建
夫
さ
ん

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

海
外
移
民
の
親
族
ら
で
つ
く
る

県
海
外
移
住
家
族
会
で
、
日
系
人

と
〝
古
里
〞
の
橋
渡
し
を
し
て
半

世
紀
。
来
日
し
た
県
費
留
学
生
を

ル
ー
ツ
へ
案
内
す
る
ほ
か
、
日
本

の
生
活
に
な
じ
ま
せ
る
た
め
に
ブ

ド
ウ
狩
り
や
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
な
ど

の
交
流
行
事
を
開
き
、
移
住
者
の

子
孫
か
ら
の
調
査
依
頼
に
も
応
じ

る
。「

７
月
に
メ
キ
シ
コ
の
日
系
３

世
の
医
者
か
ら
『
音
信
不
通
に
な

っ
た
叔
父
の
実
家
が
福
岡
に
あ
る

か
ら
探
し
て
ほ
し
い
』
と
手
紙
が

届
い
た
。
旧
住
所
と
名
前
を
頼
り

に
県
人
会
の
仲
間
と
４
回
聞
き
込

み
に
行
っ
た
。
足
で
稼
ぐ
。
刑
事

み
た
い
に
ね
。
行
き
着
い
た
家
の

檀だ
ん

家か

寺
に
残
っ
て
い
た
古
い
記
録

に
、
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が

分
か
っ
た
。
住
民
は
『
そ
ん
な
遠

く
に
親
類
が
い
た
の
か
』
と
驚
い

て
い
た
ね
」

１
９
４
３
年
、
宮
ノ
陣
村
（
現

久
留
米
市
）
の
農
家
で
４
人
兄
弟

の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父

は
太
平
洋
戦
争
で
戦
死
し
、
母
の

手
一
つ
で
育
て
ら
れ
た
。
小
学
生

だ
っ
た
�
年
、
長
兄
が
メ
キ
シ
コ

に
渡
航
。
商
機
を
求
め
て
大
正
時

代
に
渡
っ
て
い
た
叔
父
の
事
業
を

手
伝
う
た
め
だ
。
長
兄
に
続
き
３

番
目
の
兄
も
メ
キ
シ
コ
に
渡
っ

た
。「

当
時
は
船
で
２
週
間
か
か
っ

た
そ
う
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
南
に

あ
る
国
ぐ
ら
い
の
認
識
で
悲
し
く

は
な
か
っ
た
。
兄
た
ち
は
言
葉
の

壁
に
苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た

が
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
に
刺

し
ゅ
う
を
入
れ
る
商
売
が
軌
道
に

乗
っ
た
。
兄
た
ち
と
県
人
会
世
界

大
会
で
再
会
す
る
の
が
楽
し
み
」

次
兄
は
就
職
し
、
自
身
は
農
業

を
継
い
だ
後
の
�
年
代
に
知
人
か

ら
家
族
会
を
紹
介
さ
れ
、
入
会
し

た
。
新
た
に
始
め
た
造
園
業
の
傍

ら
、
多
く
の
海
外
移
住
者
を
支
援

し
て
き
た
。

「
兄
た
ち
が
心
配
だ
っ
た
ん
だ

ろ
う
ね
。
メ
キ
シ
コ
の
情
報
が
入

る
と
思
っ
た
。
同
じ
血
を
引
く
人

が
世
界
の
ど
こ
か
に
い
た
ら
、
会

い
た
い
、
弔
い
た
い
と
い
う
の
は

万
国
共
通
。
移
住
者
の
子
孫
が
訪

ね
て
き
た
の
に
、
誰
も
頼
れ
な
い

で
は
か
わ
い
そ
う
。
そ
の
一
心
で

続
け
て
い
る
。
日
系
人
は
祖
先
が

過
ご
し
た
風
景
に
た
ど
り
着
く

と
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

続
け
る
。
そ
の
姿
を
見
守
る
の
が

大
き
な
や
り
が
い
だ
」

移
住
１
世
、
２
世
の
高
齢
化
や

３
世
、４
世
の
祖
国
離
れ
が
進
み
、

家
族
会
に
も
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
る
。
２
０
０
５
年
に
約
２
５

０
人
だ
っ
た
会
員
は
約
１
５
０
人

に
減
っ
た
。
未
加
入
の
移
住
者
の

家
族
を
見
つ
け
て
は
積
極
的
に
声

を
掛
け
る
。

「
行
政
は
個
人
情
報
の
壁
で
ル

ー
ツ
を
探
せ
な
い
が
、
任
意
団
体

の
家
族
会
な
ら
調
べ
ら
れ
る
。
築

い
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き

な
財
産
だ
。
途
切
れ
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」

（
前
田
倫
之
）

❷

旧暦

日出

月出

月齢

日入

月入

あすの潮

満潮 干潮

関門港
・
。：
。；
・
。：
。；

洞海湾

・
。：
。；

苅田港

・
。：
。；

博多湾

・
。：
。；

唐 津

・
。：
。；

大牟田港

関門の潮流

東流始
西流始

�
日

�月２日
1�0
6�34
17�30
7�25
18�31

6�40
0�04

19�04
13�01

（大潮）

10�02
21�42
10�34
22�28
9�33
21�31
10�33
22�23
10�21
22�11
9�48
21�48

3�40
15�59
4�20
16�35
3�20
15�43
3�55
16�08
3�43
15�59
3�30
15�54

の気温

福 岡
太宰府
朝 倉
前 原
宗 像
久留米
飯 塚
八 幡
行 橋
添 田
黒 木
大牟田

の予想気温

福岡

筑豊
北九州

筑後

最高～最低

最高 最低

�日

22�114�8
21�512�9
21�612�9
20�813�5
20�612�2
22�813�8
21�512�7
20�814�9
22�613�7
21�013�0
21�311�3
22�113�1

�日

22～11
22～11
22～ 8
23～11

�
最
低
気
温
は
９
時
ま
で
、
最
高
気
温
は
�
時
ま
で
に
観
測
�

元
気
な
地
域
の
維
持
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
糸
島
市
内
の
農
協
や
商
工
会

な
ど
各
種
団
体
、事
業
所
が
連
携
し
、

一
般
社
団
法
人
「
い
と
し
ま
結
婚
応

援
団
」
を
発
足
さ
せ
た
。
出
会
い
の

き
っ
か
け
と
な
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
企
画
し
、
縁
結
び
を
後
押

し
す
る
。
�
月
９
日
に
は
、
市
内
で

農
業
に
従
事
す
る
男
性
と
の
出
会
い

の
場
と
な
る
「
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
ｉ

ｎ
糸
島
」（
Ｊ
Ａ
糸
島
青
年
部
主
催
）

を
企
画
。
女
性
参
加
者
を
募
っ
て
い

る
。事

務
局
に
よ
る
と
、
�
〜
�
代
の

未
婚
率
は
同
市
内
で
も
上
昇
傾
向

で
、
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
で
は
�

％
だ
っ
た
。
「
少
子
高
齢
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
人
ご
と
で

済
ま
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
、
危
機

感
を
募
ら
せ
た
有
志
が
９
月
末
に
同

応
援
団
を
発
足
さ
せ
、
ト
ッ
プ
の
応

援
団
長
に
は
松
本
嶺
男
・
前
市
長
が

就
い
た
。

ア
ウ
ト
ド
ア
や
農
業
体
験
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
独
自
サ
イ
ト

�
よ
か
よ
か
糸
島
�
で
情
報
発
信
し
て

い
く
ほ
か
、
自
分
磨
き
の
セ
ミ
ナ
ー

も
開
催
予
定
。
親
世
代
で
相
手
探
し

に
協
力
す
る
�
お
む
す
び
隊
�
も
組
織

化
し
、
カ
ッ
プ
ル
に
寄
り
添
う
。
馬

場
順
子
事
務
局
長
は「
応
援
団
は〝
オ

ー
ル
糸
島
〞
の
取
り
組
み
。
独
身
の

皆
さ
ん
に
は
、
お
世
話
好
き
な
私
た

ち
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

「
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
」
（
午
後
１

〜
７
時
半
）
に
は
�
〜
�
代
の
農
業

男
性
�
人
が
参
加
予
定
で
、
関
心
の

あ
る
独
身
女
性
�
人
程
度
を
募
集

中
。
参
加
費
は
３
千
円
で
、
ト
マ
ト

狩
り
や
人
気
カ
フ
ェ
で
の
夕
食
も
楽

し
め
る
。
送
迎
バ
ス
は
福
岡
市
・
天

神
と
Ｊ
Ｒ
筑
前
前
原
駅
北
口
（
糸
島

市
）
を
発
着
。
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
企
画
担
当
�
（
０
１
２
０
）

６
８
９
８
１
７
。

（
竹
森
太
一
）

汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝 弐
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二汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝汝

来月９日�バスツアー
女性参加者�人募集

実
名
告
発

伊
藤
さ
ん
訴
え

福 岡 市

▶福岡地区

092�733�0333

▶北九州地区 093�583�3800

【小倉】 【八幡】 【行橋】

（敬称略）
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ｂ
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ｂ
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ｂ
ｂ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

※
掲
載
分
を
含
め
福

岡
は
毎
日
�
人
、
小

倉
は
同
４
人
、
八
幡

は
同
２
人
が
担
当

▶筑後地区 0942�32�2719

▶筑豊地区 0948�28�7555

�福岡犯罪被害者総合サポートセンター�

無料電話相談 ☎092�735�3156

（月曜�金曜 午前９時～午後４時）

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

�日

�日

�日

�日

１日

２日

３日

北中茂

楠木玲

愛甲栄治

明石健悟

芦塚増美

浅田憲太郎

天野広太郎

伊塚允耶

笠置俊介

加藤哲夫

多加喜寛明

末広清二

永野洋介

高橋宏彰

縄田浩孝

高橋宏彰

内田幸一

横光幸雄

平山博久

高橋功太

鬼塚知

古賀貴士

高橋直人

西村幸太郎

岡直幸

塘岡信義

岡直幸

小宮香織

各
地
の
グ
ル
メ
を
買
い
求
め

る
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
九
州

の
観
光
と
食
マ
ル
シ
ェ
」

▲
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｃＺＺＺＺＺＺＺｄ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

九
州
各
県
の
食
品
会
社
や
ご

当
地
グ
ル
メ
振
興
団
体
が
出
店

す
る
「
九
州
の
観
光
と
食
マ
ル

シ
ェ
２
０
１
９
」
（
西
日
本
新

聞
社
な
ど
後
援
）
が
�
、
�
の

両
日
、
福
岡
市
・
天
神
の
天
神

中
央
公
園
で
あ
り
、
沖
縄
を
含

む
８
県
か
ら
約
�
組
が
集
ま

り
、
公
園
は
食
べ
歩
き
す
る
人

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

一
般
社
団
法
人「
九
州
の
食
」

（
福
岡
市
）
が
昨
年
か
ら
始
め

た
。�
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

長
崎
県
の
漁
協
が
提
供
す
る
と

ら
ふ
ぐ
加
工
品
や
、
鹿
児
島
県

の
食
品
会
社
が
出
す
か
ま
ぼ
こ

な
ど
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

た
。
他
に
も
、
高
菜
漬
け
や
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
ゆ
ず
シ
ロ
ッ
プ
と

多
彩
な
品
々
が
並
ん
だ
。

地
元
で
は
有
名
で
も
、
九
州

全
体
で
の
認
知
度
は
ま
だ
高

く
な
い
出
店
者
も

い
る
。
同

法
人
の
若
林
宗
男
理
事
は
「
各

地
の
食
品
業
者
に
と
っ
て
、
普

段
と
異
な
る

客
層
と
ふ
れ
合

う
こ
と
が

大
き
い
」
と
話
し

た
。

（
諏
訪
部
真
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

第
�
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
県

予
選

（
�
日
、
東
福
岡
高
な
ど
）

▽
５
回
戦

福

岡

工

�
｜
�

東
海
大
福
岡

東

福

岡

�
｜
０

小

倉

筑

紫

�
｜
�

福
工
大
城
東

福

岡

�
｜
�

浮
羽
究
真
館

第
�
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

福
岡
大
会
２
次
予
選
（
�
日
、
小
郡
市

陸
上
競
技
場
な
ど
）

▽
２
回
戦

筑

陽

学

園

４
｜
１

八

女

飯

塚

６
｜
０

誠

修

希

望

が

丘

４
｜
１

小

倉

東

九
州
国
際
大
付
５
｜
２

八

幡

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
で

自
慢
の
声
や
樤
披
露

那
珂
川
市
で
福
岡
大
会

第
�
回
県
吟
剣
詩
樤
道
福
岡

大
会
（
西
日
本
新
聞
社
な
ど
後

援
）
が
�
日
、
那
珂
川
市
の
ミ

リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
で
あ

り
、
吟
詠
や
剣
詩

樤
が
披
露
さ
れ

た
。合

吟
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
は
次
の

通
り
。

【
五
名
の
部
Ａ
】

①
母
里
会
②
母
里

会
③
平
山
流
吟
詠

会
【
五
名
の
部
Ｂ
】

①
泉
州
吟
詠
会
②

緑
扇
会
③
清
泉
会

【
十
名
の
部
】
①

豊
晃
吟
道
会
②
亀

井
神
道
流
③
緑
扇

会
【
十
五
名
の
部
】

①
中
央
栄
陽
会
②

清
泉
会
③
豊
晃
吟

道
会
【
二
十
名
の

部
】
①
清
泉
会
②

豊
晃
吟
道
会
③
豊

晃
吟
道
会
【
三
十

名
の
部
】
①
豊
晃

吟
道
会
②
清
泉
会

九
州
沖
縄

美
味
ず
ら
り

福
岡
市

�
観
光
と
食
マ
ル
シ
ェ
�

性
暴
力
に
つ
い
て
語
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
詩
織
さ
ん

女
性
を
性
暴
力
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
今
春
施
行
さ
れ

た
県
性
暴
力
根
絶
条
例
を
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
が
�

日
、
福
岡
市
南
区
の
福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
・
ア
ミ
カ
ス
で
あ
っ
た
。
性
被
害
を
実
名
で
告
発
し
た

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
リ
ス
ト
伊
藤
詩
織
さ
ん
が
登
壇
し
、
「
性

暴
力
に
対
す
る
社
会
の
見
方
は
変
わ
っ
て
き
た
が
、
（
密

室
内
で
の
合
意
な
ど
）
刑
法
や
教
育
な
ど
ま
だ
変
え
る
べ

き
所
は
あ
る
」
と
訴
え
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
市
民
団
体
「
地

域
で
男
女
共
同
参
画
を
！
拡
げ

よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
実
行
委

員
会
の
主
催
。
約
３
０
０
人
が

参
加
し
た
。
会
場
で
は
、
伊
藤

さ
ん
の
告
発
を
題
材
に
し
た
英

国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
性
犯
罪
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
観
賞
し
た
後
、
伊

藤
さ
ん
と
、
同
条
例
制
定
に
関

わ
っ
た
県
議
の
堤
か
な
め
さ
ん

が
対
談
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
元
テ
レ
ビ
局

記
者
の
男
性
に
損
害
賠
償
を
求

め
た
訴
訟
を
巡
っ
て
、
男
性
側

の
代
理
人
弁
護
士
か
ら
「
虚
偽

・
虚
構
」
と
侮
辱
を
受
け
た
こ

と
を
紹
介
。
そ
の
中
で
「
弁
護

士
の
懲
戒
に
動
い
た
人
が
い

た
。
動
い
て
く
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。
性

暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
を
告
発
す
る

世
界
的
な
運
動
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ

ｏ
」
が
広
ま
っ
て
お
り
、
「
社

会
の
景
色
は
変
わ
っ
た
。
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
は
あ
る
が
、
行
動
で

き
る
人
が
増
え
た
」
と
今
後
に

期
待
を
込
め
た
。
（
井
崎
圭
）

「三十名の部」で優勝した豊晃吟道会のメンバー
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の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

海
外
へ
の
移
住
者
や
そ
の
子
孫

な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
福
岡
県
人
会

は
現
在
�
９
カ
国
�
カ
所
に
あ
る
�

米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
�
シ
ア
ト
ル
・

タ
コ
マ
県
人
会
�
は
最
も
歴
史
が

古
く
�
１
９
０
７
年
の
創
立
だ
�

「
シ
ア
ト
ル
で
県
人
会
が
発
足

し
た
当
時
は
、
同
郷
の
人
た
ち
と

の
親
睦
だ
け
で
な
く
異
国
で
生
き

て
い
く
た
め
に
は
情
報
交
換
が
必

要
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
外
の

社
会
と
向
き
合
う
た
め
に
結
束
し

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
時
代
背
景
が
あ
っ
た
」

東
京
育
ち
で
都
内
の
高
校
を
卒

業
後
、
貿
易
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
た
亡
き
父
の
知
人
の
招
き
で
�

年
に
渡
米
。
現
地
の
大
学
を
卒
業

し
、
公
認
会
計
士
の
資
格
を
取
っ

た
。県
人
会
に
入
っ
た
の
は
�
年
。

父
が
旧
立
花
町
（
現
八
女
市
）
出

身
と
い
う
縁
が
き
っ
か
け
だ
。
�

年
か
ら
長
く
副
会
長
を
務
め
、
２

０
０
５
年
か
ら
は
�
年
間
、
会
長

と
し
て
会
の
活
性
化
に
力
を
注
い

だ
。「

一
番
の
思
い
出
は
�
年
の
第

６
回
海
外
県
人
会
世
界
大
会
を
シ

ア
ト
ル
で
開
い
た
こ
と
。
シ
ア
ト

ル
県
人
会
の
創
立
１
０
０
周
年
も

兼
ね
て
い
て
、
米
国
や
南
米
を
中

心
に
�
県
人
会
か
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
、
盛
大
に
祝
っ
て
く
れ

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」

�
年
夏
に
は
、
�
年
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
仮
設
住
宅

な
ど
で
暮
ら
す
八
女
市
の
中
学
生

を
米
国
に
招
待
。
シ
ア
ト
ル
の
自

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
な
が

ら
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
見
学
や
米

大
リ
ー
グ
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
試
合

観
戦
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー

観
光
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
た
。

「
豪
雨
の
翌
年
、
福
岡
で
県
人

会
世
界
大
会
が
あ
り
、
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
八
女
市
を
訪
れ
て
被
災

地
が
苦
し
ん
で
い
る
状
況
を
こ
の

目
で
見
た
。
自
分
の
ル
ー
ツ
と
関

わ
り
が
あ
る
地
域
を
少
し
で
も
励

ま
し
た
い
。
中
学
生
の
招
待
は
そ

ん
な
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
生
徒
た

ち
は
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
も
交

流
し
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
の
が

う
れ
し
か
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
福
岡
と
海
外
の

県
人
会
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
き

た
お
か
げ
だ
」

会
長
職
は
退
い
た
が
、
新
年
会

な
ど
県
人
会
の
定
期
的
な
イ
ベ
ン

ト
に
は
顔
を
出
す
よ
う
心
が
け
て

い
る
。
気
が
か
り
な
の
は
、
若
い

世
代
の
加
入
が
少
な
く
後
継
が
育

っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

「
移
民
３
世
や
４
世
以
降
に
な

る
と
日
本
語
を
話
せ
る
方
が
圧
倒

的
に
少
な
い
。
県
人
会
の
会
合
に

１
度
参
加
し
て
も
、
上
の
世
代
と

は
話
が
合
わ
な
い
の
で
来
る
の
を

や
め
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
ど
こ
の

県
人
会
も
抱
え
て
い
る
悩
み
だ
。

た
だ
私
に
は
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

若
い
世
代
の
共
通
の
関
心
事
は
ビ

ジ
ネ
ス
。
例
え
ば
県
の
協
力
も
得

て
、
福
岡
や
九
州
で
人
気
の
農
産

物
や
Ｉ
Ｔ
商
品
に
つ
い
て
情
報
交

換
の
場
を
設
け
る
。
そ
う
す
れ
ば

若
い
人
は
必
ず
集
ま
る
。
ま
ず
は

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ

と
か
ら
初
め
て
は
ど
う
か
」

（
富
田
慎
志
）

「福岡ほど海外県人会のサポートがしっか

りしている県はない。これからも絆を大切

にしたい」と話す玉井純夫さん

シアトル・タコマ県人会元会長

玉井 純夫さん（�）

全
国
高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会
の
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
ス
モ
ー
ル

編
成
で
３
連
覇
し
た
青
豊
高
ダ
ン
ス
部

青
豊
高

全
国
Ｖ
３
報
告

ダ
ン
ス
選
手
権

Ｐ
Ｏ
Ｍ
ス
モ
ー
ル
県教育庁
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西
南
学
院
大
で
シ
ン
ポ

朝
鮮
通
信
使
の
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

「
世
界
の
記
憶
」
（
世
界
記
憶
遺
産
）
登
録
２
周
年
を
記
念
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
朝
鮮
通
信
使
と
福
岡
、時
代
を
超
え
て
！
」

が
�
日
、
福
岡
市
早
良
区
の
西
南
学
院
大
で
あ
っ
た
。
参
加
者

た
ち
は
通
信
使
を
迎
え
た
相
島
（
新
宮
町
）
島
民
や
福
岡
藩
、

周
辺
地
域
の
人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
や
、
両
国
の
親
交
の
歴

史
に
思
い
を
は
せ
た
。

（
今
井
知
可
子
）

糸
島
高
生

受
け
入
れ
側
の
苦
労
報
告

日
韓
交
流
の
歴
史
を
研
究
す
る

市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
主
催
し
、

多
角
的
な
研
究
発
表
が
行
わ
れ

た
。
尹ユ

ン

芝ジ

恵ヘ

・
西
南
学
院
大
国
際

文
化
学
部
准
教
授
は
、
絵
画
に
残

る
通
信
使
の
楽
隊
に
つ
い
て
発

表
。
び
ょ
う
ぶ
な
ど
武
士
階
級
向

け
に
描
か
れ
た
絵
と
、
浮
世
絵
な

ど
庶
民
向
け
に
描
か
れ
た
絵
で
の

描
か
れ
方
の
違
い
を
指
摘
し
、「
庶

民
は
目
立
つ
も
の
や
聴
覚
で
印
象

に
残
っ
た
も
の
を
好
み
、
楽
隊
が

デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

糸
島
高
歴
史
部
１
年
の
勝
田
啓

史
さ
ん
�
�
�
は
、
朝
鮮
通
信
使
が

相
島
を
来
訪
す
る
際
に
糸
島
地
域

か
ら
も
船
や
こ
ぎ
手
、
供
応
料
理

の
食
材
、
大
工
道
具
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
任
務
を
負
担
し
て
い
た
こ
と

に
触
れ
、
「
相
島
だ
け
で
準
備
が

完
結
し
た
の
で
は
な
く
、
広
い
地

域
の
連
携
が
必
要
だ
っ
た
」
と
報

告
。
参
加
者
た
ち
は
興
味
深
そ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
の
研
究
を
発
表

す
る
参
加
者
た
ち
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八
木
山
バ
イ
パ
ス

夜
間
通
行
止
め
に

来
月
５
｜
�
日

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
北
九
州
国
道
事
務
所
と
福
岡

国
道
事
務
所
は
�
月
５
日
か
ら

�
日
ま
で
の
午
後
�
時
〜
午
前

５
時
、
福
岡
都
市
圏
と
筑
豊
地

域
を
結
ぶ
国
道
２
０
１
号
八
木

山
バ
イ
パ
ス
（
鳴な

る

淵ふ
ち

ダ
ム
入
口

交
差
点
｜
穂
波
東
Ｉ
Ｃ
）
を
全

面
通
行
止
め
に
す
る
。

塗
装
補
修
や
照
明
取
り
換
え

な
ど
の
維
持
管
理
工
事
と
、
カ

ラ
ー
舗
装
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
工
事
の
た
め
。
９
日
夜
〜
�

日
朝
は
予
備
日
と
し
、
工
事
が

計
画
通
り
に
進
め
ば
通
行
止
め

に
し
な
い
が
、
悪
天
候
な
ど
で

遅
れ
れ
ば
通
行
止
め
に
な
る
予

定
。両

事
務
所
は
国
道
２
０
１
号

や
県
道
な
ど
を
迂う

回か
い

路
と
し
て

使
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
豪
雨
な
ど
悪
天
候
の
場
合

は
、
工
事
期
間
を
延
長
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
北
九
州
国
道

事
務
所
筑
豊
維
持
出
張
所
�
０

９
４
８
（
２
２
）
７
９
４
２
、

福
岡
国
道
事
務
所
福
岡
維
持
出

張
所
�
０
９
２
（
６
７
２
）
４

０
２
８
。

（
小
林
稔
子
）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

◆
建
設
業
法
違
反
容
疑
で
社
長

ら
２
人
逮
捕

県
警
は
�
日
、
建

設
業
法
違
反
の
疑
い
で
、
久
留
米

市
北
野
町
中
の
土
木
工
事
会
社

「
三
原
産
業
」
の
社
長
三
原
次
雄

容
疑
者
�
�
�
と
、
小
郡
市
三
沢
の

無
職
三
木
幸
雄
容
疑
者
�
�
�
を
逮

捕
し
た
。
逮
捕
容
疑
は
共
謀
し
て

１
月
�
日
、
雇
用
し
て
い
な
い
三

木
容
疑
者
が
同
社
の
常
勤
の
専
任

技
術
者
を
し
て
い
る
と
い
う
虚
偽

の
書
類
を
県
に
提
出
し
、
一
定
金

額
以
上
の
工
事
を
請
け
負
う
際
に

必
要
な
「
特
定
建
設
業
」
の
許
可

を
受
け
た
疑
い
。
県
警
は
２
人
の

認
否
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

県
警
は
、
同
社
が
指
定
暴
力
団
「
道

仁
会
」
と
つ
な
が
り
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

�
�
日
�
�
万
円
�
杉
村
典
正

�
福
岡
市
南
区
�
▽
３
万
円
�
濱
口

宏
毅
�
飯
塚
市
�
▽
２
万
６
６
４
７

円
�
熊
本
銀
行
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

�
福
岡
市
博
多
区
�
▽
２
万
円
�
�

木
信
禎
・
照
恵
�
同
市
中
央
区
�
匿

名
女
性
�
久
留
米
市
�
吉
武
忠
義

�
飯
塚
市
�
▽
１
万
９
７
９
７
円
�

匿
名
男
性
�
行
橋
市
�
▽
１
万
円
�

坂
口
範
緒
�
福
岡
市
中
央
区
�
日
下

部
玲
子
�
同
区
�
戸
川
和
子
�
同
区
�

匿
名
女
性
�
同
区
�
田
中
満
穂
�
粕

屋
町
�
塩
川
正
基
�
宗
像
市
�
安
永

修
二
�
同
市
�
匿
名
女
性
�
朝
倉
市
�

匿
名
男
性
�
同
市
�
匿
名
女
性
�
同

市
�
匿
名
男
性
�
同
市
�
匿
名
女
性

�
八
女
市
�
匿
名
女
性
�
嘉
麻
市
�
ヴ

ァ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
Ｎ
Ａ
�
糸
島
市
�
ル

ー
ヴ
ァ
ン
Ｎ
Ａ
�
同
市
�
▽
３
千
円

�
匿
名
�
太
宰
府
郵
便
局
消
印
�

豊
前
市
の
青
豊
高
ダ
ン
ス
部

が
８
月
に
大
阪
市
で
あ
っ
た

「
全
国
高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選

手
権
大
会
」
の
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
ス

モ
ー
ル
編
成
で
３
連
覇
を
果
た

し
、
県
教
育
庁
に
報
告
し
た
。

練
習
で
は
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合

い
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
一
丸
と
な
っ
て
の
快
挙
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
梶
谷
瑚
々
奈
さ

ん
�
�
�
は
「
全
員
で
勝
ち
取
っ

た
。
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
す
て

き
な
経
験
」
と
胸
を
張
っ
た
。

大
会
に
は
同
高
ダ
ン
ス
部

（
約
�
人
）
か
ら
４
種
目
に
出

場
。
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ン
ポ
ン
を

手
に
踊
る
団
体
競
技
の
Ｐ
Ｏ
Ｍ

部
門
ス
モ
ー
ル
編
成
に
は
�
人

が
参
加
し
、
全
国
の
３
チ
ー
ム

で
頂
点
を
競
っ
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｍ
の
指
導
と
部
全
体
へ

の
目
配
り
は
、
亀
田
栄
里
佳
顧

問
が
担
い
、
振
り
付
け
は
外
部

コ
ー
チ
の
須
賀
川
愛
実
さ
ん
に

依
頼
し
た
。
３
月
末
に
須
賀
川

さ
ん
か
ら
伝
授
さ
れ
た
振
り
付

け
は
、
洋
楽
に
合
わ
せ
た
「
女

性
の
強
さ
と
か
わ
い
ら
し
さ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
演
技
」
（
亀
田

顧
問
）
。
片
手
の
側
転
を
取
り

入
れ
る
な
ど
技
の
種
類
が
多

く
、
連
覇
し
た
昨
年
よ
り
も
難

易
度
は
高
か
っ
た
と
い
う
。
部

員
た
ち
は
平
日
３
時
間
半
、
週

末
に
も
練
習
を
重
ね
て
完
成
度

を
高
め
て
き
た
。

６
月
の
九
州
大
会
後
に
は
、

練
習
態
度
を
巡
り
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
と
補
欠
選
手
の
間
に
考
え
方

の
違
い
も
。
だ
が
、
メ
ン
バ
ー

�
人
で
本
音
を
ぶ
つ
け
合
い
、

�
後
悔
し
た
く
な
い
�
と
い
う
思

い
を
確
認
�
結
束
力
を
高
め
た
�

�
日
に
教
育
庁
に
訪
れ
た
梶
谷

さ
ん
ら
部
員
は
�
本
番
は
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ず
�
楽
し
ん

で
演
技
で
き
た
�
と
笑
顔
で
振

り
返
っ
た
�

�
前
田
倫
之
�
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来月２�３日ランタンで煙突彩る

約２万個のキャンドルが並んだ会場 ＝昨年

田
川
市
の
秋
の
祭
典
「
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ル
マ
イ
ン
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
炭
坑
節
ま
つ

り
」
が
�
月
２
、
３
日
に
同
市

の
石
炭
記
念
公
園
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
か
れ
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
二
本
煙
突
を
紙
風
船

で
作
っ
た
ラ
ン
タ
ン
が
彩
る

「
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
」
を
初
め

て
実
施
。
３
日
に
は
約
１
万
５

千
人
が
参
加
す
る
「
炭
坑
節
総

踊
り
」
も
あ
る
。

２
日
午
前
�
時
に
開
幕
。
地

元
の
炭
坑
節
保
存
会
に
よ
る
歌

や
踊
り
の
披
露
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
あ

り
、
午
後
３
時
か
ら
は
ス
カ
イ

ラ
ン
タ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
。
短
冊

に
願
い
事
を
書
い
て
も
ら
い
、

同
５
時
半
か
ら
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を
入
れ
た
直
径

約
�
㌢
の
紙
風
船
の
ラ
ン
タ
ン

を
飛
ば
す
。
同
６
時
か
ら
は
田

川
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ

た
約
２
万
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を

と
も
す
。

３
日
は
午
前
�
時
半
か
ら
田

川
ゆ
か
り
の
歌
手
た
ち
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
、
午
後
１
時
半
か

ら
田
川
地
域
８
市
町
村
の
代
表

チ
ー
ム
に
よ
る
炭
坑
節
コ
ン
テ

ス
ト
が
あ
り
、
同
３
時
半
か
ら

総
踊
り
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

る
。２

日
午
後
０
時
半
か
ら
と
、

３
日
午
後
１
時
か
ら
は
小
学
生

に
よ
る
相
撲
大
会
が
あ
り
、
３

日
は
�
月
�
日
に
田
川
後
援
会

が
発
足
し
た
ば
か
り
の
大
相
撲

千
賀
ノ
浦
部
屋
の
千
賀
ノ
浦
親

方
や
力
士
が
参
加
予
定
。
実
行

委
員
会
�
０
９
４
７
（
８
５
）

７
１
４
７
。

（
大
塚
壮
）

就
職
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
齢
者
向
け
説
明
会

あ
す
福
岡
市

県
と
県
�
歳
現
役
応
援
セ
ン

タ
ー
は
�
日
午
後
１
〜
４
時
、

福
岡
市
・
天
神
の
西
日
本
新
聞

会
館
�
階
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

で
、
高
齢
者
向
け
の
「
し
ご
と

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明

会
」
を
開
く
。
高
齢
者
の
雇
用

に
積
極
的
な
企
業
�
社
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
６
団
体

が
業
務
内
容
や
活
動
を
紹
介
す

る
。
入
場
無
料
。
予
約
や
履
歴

書
は
不
要
。対
象
は
�
歳
以
上
。

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
個
別
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
労

相
談
や
、
履
歴
書
の
書
き
方
な

ど
を
指
導
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
午

後
３
時
か
ら
）
も
あ
る
。
来
場

者
は
県
�
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
登
録
が
必
要
。

昨
年
度
は
同
セ
ン
タ
ー
に
２

５
５
４
人
が
利
用
登
録
し
、
約

�
％
に
当
た
る
１
６
１
１
人
が

就
職
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
へ
の
参
加

な
ど
で
進
路
を
決
め
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
�

０
９
２（
４
３
２
）２
５
７
７
。

（
大
坪
拓
也
）
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⇔
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⇔

⇒

都市圏グループ

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
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⇔
⇔

⇒

北九州本社

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔

⇒

筑豊総局

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔

⇒

久留米総局

〒810‐8721

福岡市中央区天神1‐4‐1

☎092�711�5225

ＦＡＸ092�711�6242

〒802‐8558

北九州市小倉北区堺町

1‐2‐16

十八銀行第一生命共同ビ

ル４Ｆ

☎093�482�2601

ＦＡＸ093�531�2014

〒820‐0004

飯塚市新立岩12‐9

☎0948�22�3500

ＦＡＸ0948�22�3503

〒830‐0021

久留米市篠山町12‐3

☎0942�32�5361

ＦＡＸ0942�32�5363
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認知症当事者や家族、地域住民が集う場

として全国に広まる認知症カフェの課題や

取り組みについて、県内の運営者や行政、

専門家が話し合う「県認知症カフェ交流会」

（西日本新聞社など後援）が�月�日、久

留米市城南町の久留米商工会議所である。

�日までに申し込みが必要。

認知症支援の先駆者である藤田医科大病

院の武地一教授（認知症・高齢診療科）が

「認知症カフェの現状と課題そして提言」

と題して講演。その後、2014年から毎日、

認知症カフェを開いている「久留米健康く

らぶ」（久留米市中央町）が活動報告し、

意見交換などがある。

医療・介護従事者やボランティア団体で

発足した「久留米認知症カフェを広める会」

が主催。代表の横道正克さん���は「認知

症カフェは今後もっと必要になる。参加者

不足や資金面などの課題について、みんな

で知恵を出し合う場になれば」と話す。

午後２時から。参加費500円。定員100人。

広める会＝0942（35）0212。（平峰麻由）

認知症カフェの課題語る

来月�日�久留米で交流会
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横
綱
鶴
竜
関
ら

九
州
場
所
Ｐ
Ｒ

福
岡
市
役
所
�
県
庁
訪
問

�
月
�
日
か
ら
福
岡
国
際
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
）
で

始
ま
る
大
相
撲
九
州
場
所
を
前

に
、
横
綱
鶴
竜
関
と
高
安
関
、

貴
景
勝
関
の
両
大
関
ら
が
�

日
、
市
役
所
と
県
庁
を
訪
れ
、

Ｐ
Ｒ
し
た
。

市
役
所
で
は
、
中
村
英
一
副

市
長
や
阿
部
真
之
助
議
長
、
楠

正
信
副
議
長
と
面
会
。
昨
年
の

九
州
場
所
は
け
が
で
休
場
し
た

鶴
竜
関
は
「
今
年
は
良
い
成
績

を
残
し
た
い
。
精
い
っ
ぱ
い
相

撲
を
取
る
」
と
意
気
込
ん
だ
。

か
ど
番
の
高
安
関
は
「
体
調
も

良
く
な
っ
て
き
た
。
た
く
さ
ん

の
応
援
に
応
え
た
い
」
、
大
関

に
復
帰
し
た
貴
景
勝
関
は
「
１

年
に
１
度
の
九
州
場
所
。
持
ち

味
を
見
せ
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。九

州
場
所
担
当
部
長
の
境
川

親
方
（
元
小
結
両
国
）
は
「
今

年
納
め
の
場
所
で
、
み
な
良
い

成
績
を
収
め
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
熱
戦
が
期
待
で
き
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
。
中
村
副
市
長
は「
福

岡
の
冬
の
風
物
詩
。
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

（
泉
修
平
）

大相撲九州場所をＰＲする（左から）鶴竜関、高安関、貴景勝関
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∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪

❹

「
海
外
県
人
会
や
県
費
留
学
生
と
も
連
携
し
て
日
系
社
会
と
の
関
係
を

強
化
し
た
い
」
と
語
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
の
植
村
吏
香
所
長

ＪＩＣＡ九州所長

植村 吏香さん（�）

ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

戦
前
、
戦
後
に
国
策
と
し
て
推

進
さ
れ
た
海
外
移
住
。
国
際
協
力

機
構
�
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
�
は
前
身
の
海
外

移
住
事
業
団
か
ら
業
務
を
引
き
継

ぎ
、
中
南
米
へ
の
移
住
者
を
支
援

し
て
き
た
。
近
年
は
日
系
社
会
と

連
携
し
た
地
方
活
性
化
を
模
索
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
は
１
月
、
中
南
米

か
ら
日
系
の
食
品
関
連
事
業
者
を

招
き
、
交
流
事
業
を
試
行
し
た
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
に
多
く

の
人
、
モ
ノ
を
送
っ
て
い
る
が
、

日
本
の
地
方
活
性
化
の
力
に
も
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
日
系
社
会

支
援
の
一
方
で
、
日
本
社
会
も
恩

恵
を
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
、
と
。
１
月
の
事
業
で
は
�
人

が
�
日
間
滞
在
し
、福
岡
、佐
賀
、

長
崎
の
食
品
工
場
や
酒
造
会
社
を

見
学
、
意
見
交
換
し
た
。
互
い
の

行
き
来
を
促
進
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」

世
界
の
日
系
人
の
約
６
割
に
あ

た
る
２
１
０
万
人
超
が
暮
ら
す
中

南
米
は
、
市
場
と
し
て
の
注
目
度

が
高
い
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
県
人
会
世

界
大
会
で
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
に
ブ

ー
ス
を
出
展
。
県
内
企
業
の
海
外

進
出
先
は
ア
ジ
ア
が
中
心
だ
が
、

中
南
米
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

「
何
よ
り
、
日
系
社
会
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
の
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
。
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
持

っ
て
い
て
、
頼
り
に
な
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
８
年
前
か
ら
、
海
外
進
出

の
意
向
を
持
つ
企
業
へ
の
支
援
事

業
を
実
施
。
年
２
回
ほ
ど
対
象
企

業
を
募
り
、
資
金
的
支
援
を
は
じ

め
現
地
で
の
事
業
化
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
県
内
企
業
に
は
市

場
を
探
す
際
の
選
択
肢
を
広
げ
て

も
ら
い
、
日
系
の
方
に
は
中
南
米

へ
の
誘
致
に
生
か
し
て
も
ら
い
た

い
」海

外
移
住
し
た
県
出
身
者
は
約

５
万
６
千
人
。
全
国
で
４
番
目
に

多
く
、
県
と
海
外
県
人
会
の
交
流

も
盛
ん
だ
。

「
九
州
の
他
県
に
比
べ
、
県
費

留
学
生
の
数
な
ど
は
福
岡
が
断
ト

ツ
で
多
い
。
移
住
者
家
族
会
も
一

生
懸
命
、県
費
留
学
生
と
交
流
し
、

絆
を
強
め
て
い
る
。
私
た
ち
も
県

費
留
学
生
や
家
族
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
支
援
事
業
を
や
っ
て
い
き

た
い
」

世
代
交
代
で
日
本
離
れ
が
進
み

つ
つ
あ
る
日
系
社
会
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く

か
が
課
題
だ
。

「
日
系
社
会
で
も
っ
と
日
本
語

教
育
を
や
っ
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。４
世
、５
世
に
な
り
、

日
本
語
が
で
き
な
い
人
が
増
え
て

い
る
。
少
し
で
も
日
本
語
が
で
き

れ
ば
、
旅
行
や
仕
事
で
訪
れ
る
機

会
も
増
え
、
日
本
と
の
関
係
を
強

め
、
文
化
継
承
に
も
つ
な
が
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
で

は
、
日
系
人
教
授
の
協
力
を
得
て

日
本
の
こ
と
を
学
ぶ
コ
ー
ス
を
開

設
し
た
。
日
本
と
の
つ
な
が
り
を

保
つ
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
も

始
め
て
い
る
」

（
豊
福
幸
子
）

福
岡
市
立
中
の
�
代
男
性
教

諭
が
同
僚
の
�
代
女
性
教
諭
に

セ
ク
ハ
ラ
的
な
言
動
を
繰
り
返

し
た
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会

が
停
職
３
カ
月
の
懲
戒
処
分
と

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

処
分
は
今
月
２
日
付
。
男
性
教

諭
は
同
日
付
で
依
願
退
職
し

た
。市

教
委
に
よ
る
と
、
男
性
教

諭
は
７
〜
８
月
、
女
性
教
諭
に

恋
愛
感
情
を
伝
え
る
メ
ー
ル
を

一
方
的
に
数
十
件
送
り
、
女
性

教
諭
の
自
宅
を
複
数
回
訪
れ
る

な
ど
し
た
。
女
性
教
諭
は
や
め

る
よ
う
伝
え
た
が
、
男
性
教
諭

の
言
動
は
続
き
、
８
月
に
校
長

に
相
談
し
て
発
覚
し
た
。
男
性

教
諭
は
市
教
委
の
聞
き
取
り
に

「
自
分
の
感
情
を
伝
え
る
た
め

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
と
い

う
。市

教
委
は
懲
戒
処
分
に
つ
い

て
、
原
則
と
し
て
公
表
す
る
と

指
針
で
定
め
て
い
る
が
、
今
回

は
「
被
害
者
の
希
望
」
を
理
由

に
公
表
し
て
い
な
い
。

（
泉
修
平
）

◆
宅
地
建
物
取
引
業
法
違
反
容

疑
で
道
仁
会
系
組
長
を
逮
捕

県

警
は
�
日
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

違
反
（
無
免
許
営
業
）
の
疑
い
で
、

指
定
暴
力
団
道
仁
会
系
組
長
の
矢

ケ
部
哲
司
容
疑
者
�
�
�
�
柳
川
市

三
橋
町
柳
河
�
を
逮
捕
し
た
。
逮

捕
容
疑
は
１
月
�
日
、
県
知
事
か

ら
宅
地
建
物
取
引
業
の
免
許
を
受

け
ず
、
福
岡
市
博
多
区
の
マ
ン
シ

ョ
ン
１
室
を
男
性
に
９
８
０
万
円

で
販
売
し
た
疑
い
。
県
警
に
よ
る

と
、
矢
ケ
部
容
疑
者
は
同
会
２
次

団
体
の
組
長
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

矢
ケ
部
容
疑
者
の
妻
名
義
。
過
去

に
も
別
の
マ
ン
シ
ョ
ン
数
部
屋
を

販
売
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

�
販
売
し
た
が
�
業
と
し
て
は
や
っ

て
な
い
」
と
一
部
否
認
し
て
い
る
。

歩
い
て
福
岡
の
秋
を
満
喫
す
る「
癒
や
し
の
秋
オ
ル
レ
」

が
�
月
�
、
�
日
に
香
春
町
と
新
宮
町
で
開
か
れ
る
。
�

日
は
香
春
町
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
。
オ
ル
レ
に
積

極
的
に
取
り
組
む
香
春
町
観
光
協
会
と
新
宮
町
観
光
案
内

所
の
合
同
企
画
。

（
大
塚
壮
）

筑
豊
・
香
春
コ
ー
ス
は
�
日

午
前
９
時
半
か
ら
香
春
町
の

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
採
銅
所
駅
前

で
受
け
付
け
。
香
春
岳
三
ノ
岳

に
隣
接
す
る
矢
山
の
丘
、
奈
良

時
代
の

銅
山
の
坑
道
跡
と
さ

れ
る
神か

み

間ま

歩ぶ

、
鉄
道
写
真
フ
ァ

ン
に
人
気
の

第
２
金
辺
川
橋

き
ょ
う

梁
り
ょ
う

（
通
称
六
十
尺
鉄
橋
）
な

ど
を
た
ど
り
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
香

春
駅
ま
で
約
�
・
８
㌔
を
歩

く
。福

岡
・
新
宮
コ
ー
ス
は
�
日

午
前
９
時
半
か
ら
新
宮
町
立
花

口
の
佐
屋
バ
ス
停
前
で
受
け
付

け
。
立
花
山
を
な
が
め
な
が
ら
、

最
澄
が
国
内
で
初
め
て
開
い
た

寺
と
さ
れ
る
独と

っ

鈷こ

寺
、
楯た

て

の
松

原
、
新
宮
海
岸
な
ど
を
通
り
西

鉄
新
宮
駅
ま
で
の
約
�
・
９
㌔

の
コ
ー
ス
。

両
コ
ー
ス
と
も
参
加
料
１
５

０
０
円
。
定
員
２
０
０
人
で
事

前
予
約
が
必
要
。
香
春
コ
ー
ス

参
加
者
に
は
新
宮
町
の
ミ
カ
ン

を
、
新
宮
コ
ー
ス
参
加
者
に
は

香
春
町
の
干
し
柿
を
ふ
る
ま

う
。
両
コ
ー
ス
を
歩
い
た
人
の

中
か
ら
抽
選
で
ペ
ア
２
組
に
宮

城
県
へ
の
旅
行
券
と
仙
台
市
内

の
ホ
テ
ル
宿
泊
券
（
１
泊
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

�
日
午
後
６
時
か
ら
は
香
春

町
役
場
敷
地
内
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
あ
り
、
オ
ル
レ
発
祥
の

地
と
さ
れ
る
韓
国
の
済
州
オ
ル

レ
の
安
殷
周
事
務
局
長
、
李
唯

美
日
本
支
社
長
ら
に
よ
る
オ
ル

レ
の
楽
し
み
方
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
討
論
が
あ
る
。

各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
し
込
み
は

香
春
町
観
光
協
会
�
０
９
４
７

（
８
５
）
８
０
３
５
、
新
宮
町

観
光
案
内
所
�
０
９
２
（
９
８

１
）
３
４
７
０
。

福
岡
市
立
中
の
教
諭
が

同
僚
女
性
に
セ
ク
ハ
ラ

停
職
３
カ
月
懲
戒
処
分

�
蔵
司
�
の
現
地
説
明
会

考
古
学
フ
ァ
ン
が
���
人

九
州
歴
史
資
料
館

九
州
歴
史
資
料
館
�
九
歴
�
小

郡
市
�
は
�
太
宰
府
市
の
大
宰
府

政
庁
跡
西
側
の
蔵
司
地
区
で
継

続
し
て
き
た
発
掘
調
査
成
果
の

現
地
説
明
会
を
行
っ
た
。
地
元

内
外
の
考
古
学
フ
ァ
ン
約
２
０

０
人
が
集
ま
っ
た
�
�
�
。

現
地
は
政
庁
跡
よ
り
高
い
丘

陵
地
で
、
大
宰
府
の
下
部
組
織

「
蔵
司
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
場
所
。
税
と
し
て
納
め
ら

れ
た
九
州
各
地
の
特
産
品
や
綿

を
管
理
し
、
府
の
財
政
管
理
機

能
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
官か

ん

衙が

（
役
所
）
だ
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
、
高
台
中
央
部
か
ら
東
に

か
け
て
礎
石
建
物
（
倉
庫
）
６

棟
が
逆
コ
の
字
型
に
配
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
が
確
定
し

た
。�

日
の
説
明
会
で
、
参
加
者

の
関
心
を
引
い
た
の
が
倉
庫
群

の
高
台
か
ら
一
段
低
い
丘
陵
南

端
か
ら
大
量
の
瓦
片
が
出
た

点
。
「
近
く
の
重
要
な
礎
石
建

物
が
倒
れ
る
な
ど
し
て
落
ち
た

瓦
か
も
」
と
九
歴
。
地
元
の
�

代
男
性
は
「
建
物
の
性
格
な
ど

は
曖
昧
だ
が
、
近
い
う
ち
に
蔵

司
の
全
容
が
解
明
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

（
南
里
義
則
）
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∂
∂

「
癒
や
し
の
秋
オ
ル
レ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
香
春
町
観
光
協
会
職
員

２町で合同企画来月���日�オルレ�

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

西
高
辻

典
子
さ
ん
（
に
し
た

か
つ
じ
・
の
り
こ
�
太
宰
府
天
満

宮
前
宮
司
西
高
辻
信
良
氏
の
母
）

�
日
死
去
、
�
歳
。
神
葬
祭
は
�

日
午
前
�
時
か
ら
太
宰
府
市
宰
府

４
の
７
の
３
、
太
宰
府
天
満
宮
附

属
祖
霊
殿
で
。
喪
主
は
長
男
信
良

（
の
ぶ
よ
し
）
氏
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

叙
位
叙
勲
（
�
日
）
正
四
位
瑞
宝
中

綬
章

九
州
大
名
誉
教
授
船
津
和
守
氏

�
�
�
�
春
日
市
一
の
谷
６
の
�
（
�
月

１
日
死
去
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

【
�
日
】
�
万
円
�
百
田
工
務

店
（
百
田
善
太
郎
社
長
、
福
岡
市

東
区
）
�
日
に
開
催
し
た
お
客
様

感
謝
祭
の
収
益
か
ら
▽
３
万
円
�

匿
名
女
性
（
同
市
南
区
）
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海
外
県
人
会
と
の
関
わ
り
は
、

県
庁
職
員
時
代
か
ら
通
算
�
年

目
。県
国
際
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、

県
と
県
人
会
を
つ
な
い
で
き
た
。

世
界
大
会
を
前
に
、
�
日
に
コ
ロ

ン
ビ
ア
で
あ
っ
た
日
本
人
移
住
�

周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
、
県
出

身
移
住
者
と
語
り
合
っ
て
き
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、

自
治
体
が
世
界
に
人
脈
、
情
報
網

を
持
つ
こ
と
は
経
済
や
文
化
の
面

で
も
極
め
て
重
要
。
海
外
県
人
会

は
県
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
だ
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
方
言
丸
出
し
で

話
す
と
、
１
世
の
移
住
者
が
と
て

も
懐
か
し
み
、
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
熱
い
思
い
を
託

さ
れ
た
。
『
日
本
語
や
日
本
文
化

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ

う
知
恵
を
出
し
て
ほ
し
い
』
と
」

移
住
者
に
よ
る
海
外
県
人
会
の

活
動
の
主
体
は
３
世
、
４
世
へ
と

移
る
。
母
県
と
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
、
県
人
会
と
関
わ
り
を
持
た
な

い
子
弟
も
増
え
て
い
る
。

�
だ
け
ど
�
移
住
地
に
は
�
日
本
�

が
残
っ
て
い
る
�
例
え
ば
、
ブ
ラ

ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
地
方
の
ト
メ
ア

ス
ー
移
住
地
の
農
協
前
に
は
大
き

な
朱
色
の
鳥
居
が
あ
る
。
日
本
を

誇
る
思
い
が
伝
わ
る
風
景
だ
。
１

世
が
築
い
た
信
用
も
あ
り
、
そ
こ

に
は
日
本
企
業
が
複
数
進
出
し
、

日
本
語
教
育
も
盛
ん
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
県
人
会
の
人
脈
は
、
文
化

交
流
や
県
内
企
業
の
進
出
に
間
違

い
な
く
生
か
せ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

一
層
の
連
携
強
化
が
必
要
だ
」

県
は
海
外
県
人
会
の
後
継
者
育

成
を
長
年
、
２
本
柱
で
進
め
て
き

た
。
移
住
者
子
弟
を
県
費
で
県
内

の
大
学
に
１
年
間
留
学
さ
せ
る
制

度
は
�
年
以
上
続
く
。
２
０
０
８

年
か
ら
は
児
童
を
招
き
、
福
岡
や

日
本
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
事

業
に
も
取
り
組
む
。

「
受
け
入
れ
た
県
費
留
学
生
は

計
４
４
５
人
。
裁
判
官
や
大
農
場

経
営
者
な
ど
各
界
で
活
躍
す
る
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん

県
人
会
会
長
に
な
っ
た
人
も
。
子

ど
も
た
ち
も
ル
ー
ツ
の
あ
る
福
岡

で
同
世
代
交
流
や
日
本
文
化
を
体

験
し
、
『
ま
た
来
た
い
』
と
愛
着

を
感
じ
て
帰
っ
て
い
く
。
６
年
前

か
ら
は
県
人
会
側
か
ら
の
提
案

で
、
県
内
の
青
年
を
県
人
会
に
派

遣
す
る
事
業
も
加
わ
っ
た
。
県
人

会
会
員
が
集
ま
る
機
会
に
も
な

り
、
若
い
世
代
が
同
世
代
の
受
け

入
れ
を
通
し
て
積
極
的
に
活
動
に

関
わ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
好
循

環
が
生
ま
れ
て
い
る
」

�
回
目
と
な
る
今
回
の
世
界
大

会
は
「
集
う
我
ら

広
が
る
絆
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
。

「
県
人
会
は
県
と
移
住
国
と
の

大
き
な
懸
け
橋
。
こ
の
こ
と
を
県

民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
県
と
県
人
会
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
、
県
人
会

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

大
会
に
し
た
い
」
（
豊
福
幸
子
）

�
お
わ
り

県国際交流センター専務理事

福島 明彦さん（�）

１
９
８
９
年
の
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
発
足
時
か
ら
海
外
県
人
会
の

サ
ポ
ー
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
福
島
明
彦
さ
ん
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県
教
育
庁
人
事
（
�
日
）

【
課
長
級
】
退
職

京
築
教
育

事
務
所
長
久
保
ひ
ろ
み
�
�
月
１

日
付
で
築
上
町
教
育
長
に
就
任
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北
九
州
市
の
安
徳
さ
ん
講
演

西
南
女
学
院
大
で
���
人
前
に
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教員の夫15年介護�命より大事な仕事ない�

「
命
よ
り
大
事
な
仕
事
は
な
い
」
。
県
立
高
の
英
語
教
師
だ
っ
た

夫
が
過
労
で
倒
れ
、
一
度
も
意
識
を
回
復
し
な
い
ま
ま
２
０
１
７
年

３
月
に
亡
く
な
る
ま
で

介
護
を
続
け
た
安
徳
晴
美
さ
ん
�
�
�
�
北

九
州
市
小
倉
南
区
�
が
�
日
、
同
市
の
西
南
女
学
院
大
の
学
生
約
２

２
０
人
を
前
に
遺
族
の
経
験
、
思
い
を
語
っ
た
。
「
公
の
場
所
で
語

る
心
の
余
裕
は
な
か
っ
た
」
と
い
う

安
徳
さ
ん
が
奮
い
立
っ
た
の

は
、
倒
れ
て
も

約
�
年
間
生
き
続
け
た
夫
が
「
諦
め
る
な
、
そ
し

て
笑
顔
で
い
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
か
っ
た
は
ず
だ
」
と
思
い
至
っ
た

か
ら
だ
。

（
竹
次
稔
）

学
生
を
前
に
、
教
員
だ
っ
た
夫
が
過
労
で
倒
れ
た
経
緯
な
ど
を
話
す

安
徳
晴
美
さ
ん

同
大
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
今
回
、
厚
生
労
働
省
の
啓
発
事

業
を
活
用
し
、
授
業
を
行
っ
た
。
安

徳
さ
ん
は
時
折
、
声
を
詰
ま
ら
せ
な

が
ら
あ
の
日
を
振
り
返
っ
た
。

夫
が
倒
れ
た
�
年
１
月
�
日
は
寒

い
夜
だ
っ
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
に
臨
む
生
徒
の
激
励
で
早
朝
に

家
を
出
た
。
学
校
で
授
業
と
海
外
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
保
護
者
説
明
会
も
こ
な

し
、
顧
問
だ
っ
た
女
子
バ
レ
ー
部
を

福
岡
市
に
引
率
す
る
激
務
が
終
わ
り

か
け
て
い
た
。
ホ
テ
ル
で
同
僚
と
打

ち
合
わ
せ
の
最
中
に
高
血
圧
性
脳
出

血
と
な
り
、
重
度
の
意
識
障
害
が
残

っ
た
。
�
歳
だ
っ
た
。

倒
れ
る
直
前
の
１
カ
月
間
の
残
業

は
約
１
２
５
時
間
。
午
前
６
時
半
に

出
勤
し
、
連
日
午
後
９
時
す
ぎ
に
帰

宅
し
た
。そ
の
後
も
未
明
ま
で
働
き
、

元
日
も
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い

た
。た

だ
「
持
ち
帰
っ
た
授
業
の
準
備
、

部
活
指
導
な
ど
命
を
削
っ
た
時
間
は

自
主
的
残
業
と
言
わ
れ
、
勝
手
に
や

っ
た
こ
と
と
さ
れ
た
」と
安
徳
さ
ん
。

同
僚
、
生
徒
な
ど
の
証
言
を
集
め
、

再
審
で
公
務
災
害
が
認
め
ら
れ
た
の

は
夫
が
倒
れ
て
か
ら
３
年
以
上
が
経

過
し
て
い
た
。

子
ど
も
２
人
を
抱
え
、
医
療
な
ど

に
掛
か
る
費
用
も

の
し
か
か
っ
た
。

�
年
近
い
教
師
経
験
を

持
つ
安
徳

さ
ん
自
身
も
、
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も

追
い
込
ま
れ
て
倒
れ
、
救
急

車
で
運
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。転

機
は
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
。「
先

生
か
ら
頂
い
た
『�

�
�
�
�
���
�

�
�

����
�
�
�
�
�
�
����
�

�
の
言

葉
を
い
つ
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

葬
儀
の
日
、
最
後
の
教
え
子
が
そ
う

感
謝
を
述
べ
た
。

「
『
諦
め
る
な
』
『
い
つ
も
笑
っ

て
』
と
夫
が
よ
く
伝
え
て
い
た
。
夫

の
死
を
教
訓
に
し
た
い
。
全
て
の
教

師
が
命
を
落
と
す
こ
と
の
な
い
働
き

方
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

が
、
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
た
」
。

昨
年
か
ら
「
福
岡
過
労
死
等
を
考
え

る
家
族
の
会
」
の
活
動
に
加
わ
っ
て

い
る
。

学
生
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
「
教
師
も
労
働
者
で
あ
り
、
家

族
が
い
る
。
過
労
死
は
、
管
理
職
や

周
り
の
人
た
ち
が

安
全
配
慮
を
す

れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

頑
張
れ
る
環
境
が
整
え
ば
、
教
師
は

実
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
。
こ

の
信
念
が

社
会
に
浸
透
す
る
ま
で
、

諦
め
ず
に
前
へ
進
ん
で
い
く
と
い

う
。授

業
に
出
て
い
た

人
文
学
部
１

年
高
本
彩
加
さ
ん
�
�
�
は
「
遺
族
の

話
を
初
め
て
聞
い
た
。
自
分
の
人

生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

□

□

「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
�
月
�
日
午
後
６
時

半
か
ら
、
福
岡
市
の
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ

ィ
会
議
室
で
開
か
れ
る
。
�
月
を「
過

労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
と
す
る
厚

労
省
の
主
催
。
遺
族
の
体
験
談
の
発

表
も
あ
る
。
参
加
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
事
務
局
�
（
０
１
２
０
）
０
５

３
０
０
６
。
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連
合
福
岡
定
期
大
会

�
立
民
と
国
民
は

一
つ
の
政
党
に
�

西
村
会
長
が
言
及

連
合
福
岡
の
定
期
大
会
が
�

日
、
福
岡
市
・
天
神
の
都
久
志

会
館
で
開
か
れ
た
。
あ
い
さ
つ

し
た
西
村
芳
樹
会
長
は
、
夏
の

参
院
選
福
岡
選
挙
区
（
改
選
数

３
）
で
、
支
援
す
る
立
憲
民
主

党
と
国
民
民
主
党
の
候
補
が
競

合
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
「
早

期
に
一
つ
の
政
党
に
ま
と
ま
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

参
院
選
で
は
、
連
合
福
岡
の

産
別
組
織
の
支
持
は
両
党
に
分

か
れ
、
立
民
現
職
が
当
選
し
、

国
民
新
人
は
落
選
し
た
。
西
村

氏
は
、
旧
民
進
党
系
の
分
裂
が
、

連
合
が
支
援
す
る
全
国
比
例
候

補
の
獲
得
票
に
も
影
響
し
た
と

指
摘
し
、
「
二
度
と
こ
の
よ
う

な
選
挙
は
や
り
た
く
な
い
と
い

う
の
が
率
直
な
気
持
ち
だ
。（
連

合
が
）
支
持
す
る
政
党
は
一
つ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強

調
し
た
。

西
村
氏
の
再
任
も
承
認
さ
れ

た
。
２
期
目
で
任
期
は
２
年
。

（
大
坪
拓
也
）

瓜生道明氏

ハ
ビ
タ
ッ
ト
福
岡
本
部

協
力
委
会
長
に
瓜
生
氏

九電会長

国
連
人
間
居
住
計
画
（
ハ
ビ

タ
ッ
ト
）福
岡
本
部（
福
岡
市
）

の
活
動
を
支
援
す
る
官
民
の
協

力
委
員
会
は
�
日
、
同
市
で
総

会
を
開
き
、
新
た
な
会
長
に
九

州
電
力
会
長
の
瓜
生
道
明
氏

�
�
�
を
選
任
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
会
長
を
務

め
た
元
九
電
副
社
長
で
九
州
産

業
大
理
事
長
の
津
上
賢
治
氏

�
�
�
が
退
任
。
九
電
の
担
当
者

や
社
長
と
し
て
ア
ジ
ア
で
の
発

電
事
業
も
推
進
し
た
瓜
生
氏
を

後
任
に
選
ん
だ
。瓜
生
氏
は「
九

州
唯
一
の
国
連
機
関
が
あ
る
の

は
福
岡
の
誇
り
。
円
滑
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

協
力
委
は
地
場
企
業
や
県
、

福
岡
市
で
組
織
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
な

ど
に
取
り
組
む
同
本
部
の
活
動

を
支
え
る
た
め
、
年
間
約
１
億

円
の
財
政
、
現
物
支
援
を
し
て

い
る
。

（
黒
石
規
之
）

楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢楢鍋
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
軟
楠 南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南

廃
棄
前
の
食
品
を
集
約
し
、

必
要
と
す
る
福
祉
活
動
な
ど
に

提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
福
岡
」
（
福
岡
市
南

区
）
の
新
拠
点
が
�
日
、
同
市

東
区
の
商
業
施
設
「
ブ
ラ
ン
チ

福
岡
下
原
」に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

商
業
施
設
へ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

拠
点
設
置
は
、全
国
初
と
い
う
。

買
い
物
つ
い
で
に
気
軽
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
加
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
期
待
す
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
福
岡
は
２
０

１
６
年
に
活
動
開
始
。
製
造
・

生
産
過
程
で
出
る
余
剰
、
規
格

外
食
品
や
売
れ
残
っ
た
賞
味
期

限
内
の
商
品
な
ど
、
こ
れ
ま
で

廃
棄
さ
れ
て
い
た
「
食
品
ロ
ス
」

を
必
要
と
す
る
団
体
や
個
人
に

無
償
提
供
す
る
。
初
年
度
に
約

�
㌧
だ
っ
た
取
り
扱
い
量
は
昨

年
度
は
約
�
㌧
に
増
え
た
。

新
拠
点
の
名
称
は
「
下し

も

原ば
る

ベ

ー
ス
」
。
商
業
施
設
を
運
営
す

る
大
和
リ
ー
ス
（
大
阪
）
が
支

援
企
業
と
し
て
無
償
提
供
し

た
。
食
品
コ
ン
テ
ナ
の
大
き
さ

に
合
わ
せ
て
棚
を
造
り
、
食
品

が
傷
ま
な
い
よ
う
断
熱
仕
様
に

な
っ
て
い
る
。

開
所
式
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
福

岡
の
雪
田
千
春
理
事
長
は
「
買

い
物
の
場
で
食
品
提
供
が
で
き

る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
意

識
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
」
と
期
待
。
大
和
リ
ー

ス
の
森
内
潤
一
取
締
役
は
「
年

間
３
０
０
万
人
が
来
店
し
て
お

り
、
食
品
ロ
ス
の
問
題
を
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
る
機
会
に
な

る
」
と
話
し
た
。

（
今
井
知
可
子
）

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
一
角
に
完
成

し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
福
岡
の
新
拠
点

「
下
原
ベ
ー
ス
」

福岡市東区買い物客も気軽にボランティア

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔

⇒

フードバンク福岡
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チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
う
る
ま
市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
だ
っ
た
」
と
驚お

ど
ろ

き
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
荷に

物も
つ

を
取と

る
時と

き

に
、
親し

ん

近き
ん

感か
ん

が
沸わ

く
顔か

お

を
見み

つ
け
る
と
、
親お

や

が

う
る
ま
市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
二に

世せ
い

だ
っ

た
と
か
。「
ラ
イ
ブ
を
見み

に
行い

く
と
言い

っ
て
く
れ
た
」
と
メ
ン

バ
ー
ら
も
嬉う

れ

し
そ
う
。
ち
な

み
に
、
女じ

ょ

性せ
い

ボ
ー
カ
ル
の
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みが
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
持も

っ
た

　【
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

発は
つ

】
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

は
７
日か

、
福ふ

く

岡お
か

市し

内な
い

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博は

か

多た

で
『
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

』
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
お
り
し
も
同ど

う

市し

で
は
「
海か

い

外が
い

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

」
が
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
うで
、
小お

川が
わ

洋ひ
ろ
し

県け
ん

知ち

事じ

を
は
じ
め
、
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

会か
い

員い
ん

、
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

の
た
め
来ら

い

日に
ち

し
て
い
る
各か

っ

国こ
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うや
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
半は

ん

世せ
い

紀き

の
節ふ

し

目め

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
た
。

の
が
、
な
ん
と
本ほ

ん

紙し

ポ
語ご

版ば
ん

の
ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
紙し

の
樋ひ

口ぐ
ち

ア
ウ
ド
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う。
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
「
父ち

ち

親お
や

の
若わ

か

い
頃こ

ろ

に
似に

て
い
る
」
と
仲な

か

良よ

く
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

を
撮さ

つ

影え
い

し
て
い
た
。

実じ
つ

は
生い

き
別わ

か

れ
の
親し

ん

戚せ
き

だ
っ

た
り
し
て
？
！

　
　
　
　
　
◎

　
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
に
参さ

ん

加か

し
て
い

た
伊い

藤と
う

愛あ
い

子こ

さ
ん
は
、
モ
ン

３
年ね

ん

遅お
く

ら
せ
た
。

　
こ
の
制せ

い

度ど

に
よ
り
、
北ほ

く

米べ
い

や
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
あ
る
１
６
カ
所し

ょ

の
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
毎ま

い

年と
し

１
０
人に

ん

前ぜ
ん

後ご

の
子し

弟て
い

た
ち
を

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

が
受う

け
入い

れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
４
４
５
人に

ん

が
県け

ん

内な
い

の
大だ

い

学が
く

や
専せ

ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

に

留り
ゅ
う

学が
く

し
た
。
そ
の
う
ち
ブ
ラ

ジ
ル
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
子し

弟て
い

が

２
３
４
人に

ん

と
全ぜ

ん

体た
い

の
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うを
占し

め
る
。

　
小お

川が
わ

知ち

事じ

は
式し

き

典て
ん

挨あ
い

拶さ
つ

で
「
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

は
将

し
ょ
う

来ら
い

の
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
担に

な

う
中

ち
ゅ
う

核か
く

的て
き

な
人じ

ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

す
る
も

の
」
と
意い

義ぎ

を
述の

べ
、「
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
２
０
１
２
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

Ｏ
Ｂ
会か

い

が
設せ

つ

立り
つ

さ

れ
て
横よ

こ

の
つ
な
が
り
が
強つ

よ

く
な

り
、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うの
輪わ

が
広ひ

ろ

が
っ
た
」
と
、
そ
の
成せ

い

果か

を
報ほ

う

告こ
く

。
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
対た

い

し
て
は
「
こ
れ
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
国く

に

や
地ち

域い
き

と
県け

ん

と

の
太ふ

と

い
懸か

け
橋は

し

と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

躍や
く

に
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　
式し

き

典て
ん

に
は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

を
経け

い

験け
ん

し
た
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
た
ち
が

国こ
く

内な
い

外が
い

か
ら
多た

数す
う

集あ
つ

ま
っ
た
。

そ
の
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
２
人り

が
登と

う

壇だ
ん

し
た
。

　
サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
市し

で
連れ

ん

邦ぽ
う

判は
ん

事じ

を
務つ

と

め
る
古ふ

る

川か
わ

植う
え

松ま
つ

マ
ル
シ
ア
さ
ん
は
９
６
年ね

ん

に

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
１
年ね

ん

間か
ん

、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

大だ
い

学が
く

法ほ
う

学が
く

部ぶ

に
通か

よ

っ
た
。「
留

り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うは
た
だ
単た

ん

に

法ほ
う

律り
つ

分ぶ
ん

野や

の
知ち

識し
き

を
学ま

な

ん
だ

だ
け
で
は
な
く
、
祖そ

先せ
ん

の
歴れ

き

史し

や
ま
ち
、
文ぶ

ん

化か

な
ど
に
触ふ

れ
た
こ
と
で
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
大お

お

き
く
成せ

い

長ち
ょ
うで
き
た
。
こ
の
留

り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

を
経け

い

験け
ん

し
た
か
ら
こ

そ
バ
ラ
ン
ス
の
取と

れ
た
法ほ

う

律り
つ

家か

に
な
れ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

っ

た
。

　
９
０
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

し
た

福ふ
く

島し
ま

ワ
ル
テ
ル
さ
ん
は
帰き

伯は
く

後ご

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る
な
ど
会か

い

に
貢こ

う

献け
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

近き
ん

郊こ
う

で
整せ

い

形け
い

外げ

科か

な
ど
５
つ
の
専せ

ん

門も
ん

ク

リ
ニ
ッ
ク
を
経け

い

営え
い

す
る
。

　
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
は
「
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

だ

っ
た
こ
ろ
、
祖そ

先せ
ん

の
墓は

か

に
線せ

ん

香こ
う

を
あ
げ
た
と
き
に
感か

ん

動ど
う

が

こ
み
上あ

げ
、
私わ

た
し
の
ア
イ
デ
ン

　「
飛ひ

行こ
う

機き

で
２
０
時じ

間か
ん

く
ら

い
旅た

び

を
し
て
、
沖お

き

縄な
わ

に
帰か

え
っ
て

来き

た
み
た
い
」
―
―
Ｈ
Ｙ
メ

ン
バ
ー
の
一ひ

と

人り

、
仲な

か

宗そ

根ね

泉
い
ず
み

は
伯は

っ

国こ
く

の
第だ

い

一い
ち

印い
ん

象し
ょ
うを
そ
う

語か
た

っ
た
。
１
１
月が

つ

８
日か

午ご

後ご

８
時じ

に
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
ua 

Sao Joaq
u

im
, 3

8
1

）

で
一い

ち

夜や

限か
ぎ

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

行お
こ
な
っ
た
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
大だ

い

人に
ん

気き

バ
ン
ド
「
Ｈ
Ｙ
」。
７
日か

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
メ
ン
バ
ー
は
、
そ

の
足あ

し

で
午ご

後ご

５
時じ

か
ら
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

前ま
え

で
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
行

お
こ
な

い
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語か

た

っ
た
。

　
Ｈ
Ｙ
は
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

う
る
ま

市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
新し

ん

里ざ
と

英ひ
で

之ゆ
き

、
名な

嘉か

俊し
ゅ
ん、
許き

ょ

田だ

信し
ん

介す
け

、
仲な

か

宗そ

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再さ

い

発は
っ

見け
ん

し
た
」

と
当と

う

時じ

を
懐な

つ

か
し
み
な
が

ら
、
自み

ず
か
ら
の
仕し

事ご
と

に
お
い
て
も

「
福ふ

く

岡お
か

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

の
恩お

ん

師し

か
ら
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
医い

療り
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つを

教お
そ

わ
っ
た
と
同ど

う

時じ

に
、
親し

ん

切せ
つ

・

感か
ん

謝し
ゃ

・
慈じ

悲ひ

・
丁て

い

寧ね
い

な
ど
の

日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

も
授さ

ず

か
っ
た
。
帰き

国こ
く

し
て
か
ら
も
こ
の
精せ

い

神し
ん

は

私わ
た
しの
中な

か

に
生い

き
生い

き
と
宿や

ど
っ
て

い
る
」
と
胸む

ね

を
張は

っ
た
。

　
式し

き

典て
ん

で
は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た

ち
が
感か

ん

謝し
ゃ

の
思お

も

い
を
込こ

め
て
、

小お

川が
わ

知ち

事じ

ら
に
花は

な

束た
ば

を
贈ぞ

う

呈て
い

根ね

泉い
ず
みの
４
人に

ん

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
た

バ
ン
ド
。
幼

お
さ
な

馴な

染じ
み

同ど
う

士し

で

２
０
０
０
年ね

ん

に
結け

っ

成せ
い

さ
れ
、

若わ
か

い
世せ

代だ
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
支し

持じ

さ

れ
て
い
る
。

　
ラ
イ
ブ
で
は
チ
ケ
ッ
ト
を
即そ

く

日じ
つ

完か
ん

売ば
い

さ
せ
る
人に

ん

気き

を
誇ほ

こ

り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

に
も
２

度ど

出し
ゅ
つ

演え
ん

。
今こ

ん

回か
い

は
Ｚ
ａ
ｉ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ギ
タ
リ
ス
ト
・
金か

ね

田だ

聖し
ょ
う

治じ

さ
ん
企き

画か
く

の
ジ
ャ
ズ

公こ
う

演え
ん

が
２
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

の
堂ど

う

内な
い

で
行お

こ
な
わ
れ
、
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
訪お

と
ずれ
た
。

　
夜よ

る

７
時じ

３
０
分ぷ

ん

。
寺て

ら

の
正せ

い

門も
ん

を
潜く

ぐ

る
と
、
堂ど

う

内な
い

は
薄う

す

明あ

か
り
に
包つ

つ

ま
れ
、
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

の
香か

お

り
が
漂た

だ
よ
う
。
バ
ン
ド
の
登と

う

場
じ
ょ
う

を
待ま

つ
観か

ん

客き
ゃ
くは
ど
こ
か
神し

ん

妙
み
ょ
う

な
顔か

お

だ
。

　
午ご

後ご

８
時じ

、
田た

原は
ら

良り
ょ
う

樹じ
ゅ

副ふ
く

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
挨あ

い

拶さ
つ

を
行お

こ
ない
、
金か

ね

田だ

聖し
ょ
う

治じ

さ
ん
ら
３
人に

ん

の
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
を
呼よ

び
込こ

ん
だ
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
強

き
ょ
う

烈れ
つ

に

焚た

か
れ
、
３
人に

ん

だ
け
が
薄う

す

闇や
み

か
ら
く
っ
き
り
と
浮う

き
上あ

が

る
。
目め

線せ
ん

を
交か

わ
し
、
お
も

む
ろ
に
演え

ん

奏そ
う

を
始は

じ

め
た
。

　
金か

ね

田だ

さ
ん
作さ

っ

曲き
ょ
くの
穏お

だ

や
か

な
ジ
ャ
ズ
が
堂ど

う

内な
い

に
沁し

み
渡わ

た
っ

て
い
く
。
金か

ね

田だ

さ
ん
は
ラ
イ

ブ
前ま

え

、
御お

堂ど
う

ラ
イ
ブ
を
企き

画か
く

し
た
理り

由ゆ
う

に
つ
い
て
「『
静せ

い

』

と
『
動ど

う

』
が
行ゆ

き
来き

す
る
。

そ
ん
な
音お

ん

楽が
く

表ひ
ょ
う

現げ
ん

を
し
て
み

た
い
」
と
語か

た
っ
て
い
た
。
演え

ん

奏そ
う

が
終お

わ
る
と
堂ど

う

内な
い

に
は
静せ

い

寂
じ
ゃ
く

さ
が
満み

ち
る
。

　
こ
の
日ひ

披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
の
は

テ
・
ア
レ
グ
レ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

し
、
現げ

ん

在ざ
い

は
グ
ァ
タ
パ
ラ

移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
住す

ん
で
い
る
。
記き

者し
ゃ

が
そ
の
人じ

ん

生せ
い

模も

様よ
う

に
聞き

き

入い

っ
て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
う、
伊い

藤と
う

さ

ん
は
ボ
ー
ト
の
外そ

と

の
景け

し
き色
を

ち
ら
っ
と
見み

て
、「
今い

ま

思お
も

え

ば
、
悪わ

る

い
時じ

期き

に
生う

ま
れ
た

わ
ね
」
と
独ひ

と

り
言ご

と

の
よ
う
に

呟つ
ぶ
やい
た
。「
戦せ

ん

中ち
ゅ
うに
生う

ま
れ
、

学が
っ

校こ
う

に
も
行い

け
ず
、〝
カ
イ
ピ

ー
ラ
〞（
田い

な
か舎
者も

の

）
で
イ
ン
デ

ィ
オ
の
よ
う
な
暮く

ら
し
を
し

た
」
と
続つ

づ

け
、
さ
ら
に
「
主し

ゅ

人じ
ん

は
モ
ジ
に
作つ

く

っ
た
家い

え

の
屋や

根ね

か
ら
落お

ち
て
亡な

く
な
っ
た
」
と

も
…
。
そ
ん
な
経け

い

験け
ん

を
経へ

て
、

「
今い

ま

は
グ
ァ
タ
パ
ラ
で
友と

も

達だ
ち

と
楽た

の

し
く
暮く

ら
し
て
い
ま
す
」

と
一ひ

と

言こ
と

。
男だ

ん

女じ
ょ

関か
ん

係け
い

の
な
い
こ

の
逞た

く
ま

し
さ
こ
そ
が
、
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

な
の
だ
ろ
う
。

平ひ
ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

小お

川が
わ

知ち

事じ

「
太ふ

と

い
懸か

け
橋は

し

に
」

各か
っ

国こ
く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

中ち
ゅ
う

核か
く

人じ
ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

主し
ゅ

催さ
い

し
て
、
伯は

っ

国こ
く

初は
つ

公こ
う

演え
ん

を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
伯は

っ

国こ
く

は
全ぜ

ん

員い
ん

初は
じ

め
て
で
す

が
、
沖お

き

縄な
わ

と
似に

て
い
ま
す
ね
」

と
女じ

ょ

性せ
い

ボ
ー
カ
ル
の
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
話は

な

し
始は

じ

め
、「
空く

う

港こ
う

か
ら

こ
こ
ま
で
来く

る
道み

ち

で
、
ガ
ジ
ュ

マ
ル
（
沖お

き

縄な
わ

で
見み

ら
れ
る
常

じ
ょ
う

緑り
ょ
く

高こ
う

木ぼ
く

）
に
似に

た
木き

や
ヤ
シ

の
木き

を
見み

た
。
飛ひ

行こ
う

機き

で
旅た

び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

、
伯は

っ

国こ
く

側が
わ

と
の
コ
ラ
ボ
も

Ｈ
Ｙ
「
沖お

き

縄な
わ

に
帰か

え

っ
て
き
た
み
た
い
」

神し
ん

妙み
ょ
う

な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

、
軽け

い

快か
い

な
演え

ん

奏そ
う

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

初は
つ

ジ
ャ
ズ
公こ

う

演え
ん

に
１
０
０
人に

ん

「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
お
か
げ
で
Ｊ
Ｈ
成せ

い

功こ
う

」

平ひ
ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

が
帰き

朝ち
ょ
う

カ
ル
な
ど
を
務つ

と

め
る
新し

ん

里ざ
と

英ひ
で

之ゆ
き

は
、「
３
年ね

ん

前ま
え

の
世せ

界か
い

ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

は
、
地じ

元も
と

の
う
る
ま
市し

で
行お

こ
な

わ
れ
た
。
そ

の
時と

き

に
初は

じ

め
て
伯は

っ

国こ
く

や
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
会あ

っ
た
」
と
話は

な

す
。

　
そ
の
時と

き

の
印い

ん

象し
ょ
うを
尋た

ず

ね
る

と
、「
み
ん
な
が
世せ

界か
い

に
出で

て

頑が
ん

張ば

っ
て
い
る
姿す

が
たを
初は

じ

め
て
見み

て
感か

ん

動ど
う

し
た
」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た

る
。
昨さ

く

年ね
ん

ペ
ル
ー
で
初は

つ

公こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
際さ

い

に
、「
伯は

っ

国こ
く

か
ら

駆か

け
つ
け
た
人ひ

と

達た
ち

に
『
伯は

っ

国こ
く

の
公こ

う

演え
ん

も
楽た

の

し
み
に
し
て
い

る
』
と
言い

っ
て
も
ら
え
た
」
と

も
。今こ
ん

回か
い

も
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
人ひ

と

た
ち
が
空く

う

港こ
う

ま
で
迎む

か

え
に
来き

た
。「『
よ
う
こ
そ
Ｈ
Ｙ
』
と

い
う
横お

う

断だ
ん

幕ま
く

を
持も

っ
て
待ま

っ
て

い
て
く
れ
て
、
素す

敵て
き

な
シ
ョ

ー
に
な
る
と
確か

く

信し
ん

し
ま
し
た
」

と
嬉う

れ

し
そ
う
に
語か

た

る
。

福
ふく

岡
おか

県
けん

費
ぴ

留
りゅう

学
がく

生
せい

５０周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

（７） ２０１９年第５３６７号  １１月 ９日 （土曜日）

小
お

川
がわ

知
ち

事
じ

（左
ひだり

から２人
り

目
め

）らに感
かん

謝
しゃ

の花
はな

束
たば

を贈
ぞう

呈
てい

した県
けん

費
ぴ

留
りゅう

学
がく

生
せい

たち

ブラジル初
はつ

公
こう

演
えん

を翌
よく

日
じつ

に控
ひか

えたＨＹのメンバーら

　
初は

つ

来ら
い

伯は
く

公こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
、

沖お
き

縄な
わ

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
大だ

い

人に
ん

気き

バ
ン
ド

Ｈ
Ｙ
。
報ほ

う

道ど
う

陣じ
ん

の
「
誰だ

れ

か
伯は

っ

国こ
く

に
親し

ん

戚せ
き

は
い
る
か
」
と
い

う
質し

つ

問も
ん

に
、「
親し

ん

戚せ
き

で
は
な
い

が
、
空く

う

港こ
う

で
働は

た
ら

い
て
い
た
ウ

大た
い

会か
い

と
併あ

わ

せ
て
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

盛せ
い

大だ
い

に
祝い

わ

お
う
と
、
主し

ゅ

催さ
い

し

た
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
意い

向こ
う

で
式し

き

典て
ん

を

　
同ど

う

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

の
開か

い

始し

は

１
９
６
６
年ね

ん

。
正せ

い

確か
く

に
は
今こ

年と
し

で
５
３
年ね

ん

目め

だ
が
、
世せ

界か
い

ライブの様
よう

子
す

金
かね

田
だ

、ヤニック、イゴール、セルジオ、田
た

原
はら

さん（左
ひだり

から）

　
ド
ラ
マ
ー
の
名な

嘉か

俊
し
ゅ
ん

が
「
伯は

っ

国こ
く

の
人ひ

と

た
ち
と
歌う

た

っ

て
踊お

ど

っ
た
後あ

と

に
、
そ
の
貰も

ら

っ
た

パ
ワ
ー
で
１
曲き

ょ
くで
き
る
か
も
」

と
語か

た

る
と
、報ほ

う

道ど
う

陣じ
ん

か
ら
「
お

ー
！
」
と
歓か

ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。

許き
ょ

田だ

信し
ん

介す
け

は
「
来く

る
年ね

ん

齢れ
い

層そ
う

も
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
想そ

う

定て
い

し
て
い
る
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

と
会あ

う
の
も
楽た

の

し
み
」
と
し
、

「
現げ

ん

地ち

の
１
７
、８
歳さ

い

の
方か

た

た

ち
と
コ
ラ
ボ
す
る
曲き

ょ
く
も
あ
り

ま
す
よ
」
と
特と

く

別べ
つ

な
演え

ん

出し
ゅ
つが

あ
る
こ
と
を
明あ

か
す
。
さ
ら

に
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
「
音お

ん

楽が
く

を
通と

お

し
て
、
伯は

っ

国こ
く

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

た

ち
に
ウ
チ
ナ
ー
魂

だ
ま
し
いを

伝つ
た

え
た

い
」
と
語か

た
っ
た
。

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

後ご

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

へ
向む

　
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
広こ

う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

班は
ん

に
２ 

０
１
７
年ね

ん

４
月が

つ

か
ら
赴ふ

任に
ん

し

し
て
伯は

っ

国こ
く

に
来き

た
け

ど
、
ま
る

で
沖お

き

縄な
わ

」

と
伯は

っ

国こ
く

の

印い
ん

象し
ょ
うを
語か

た

る
。伯は

っ

国こ
く

の

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

と
接せ

っ

し
た

こ
と
が
あ

る
か
と
い

う
質し

つ

問も
ん

に
、

ギ
タ
ー
や

男だ
ん

性せ
い

ボ
ー

し
た
。（
吉よ

し

永な
が

拓た
く

哉や

通つ
う

信し
ん

員い
ん

）
て
い
た
平ひ

ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

（
３
３
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
が
７
日か

に
任に

ん

務む

を
終お

え
る
に
当あ

た
り
、

帰き

国こ
く

の
挨あ

い

拶さ
つ

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
開か

い

館か
ん

１
カ
月げ

つ

前ま
え

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
、
立た

ち

上あ

げ
や
軌き

道ど
う

に
乗の

せ
る
と
こ

ろ
ま
で
を
支さ

さ

え
て
き
た
。「
２

年ね
ん

半は
ん

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

さ
ま

に
お
世せ

話わ

に
な
り
ま
し
た
。

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
存そ

ん

在ざ
い

抜ぬ

き
に
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
成せ

い

功こ
う

は

考か
ん
がえ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
た
。

任に
ん

期き

中ち
ゅ
うに
印い

ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た

逸い
つ

話わ

を
尋た

ず

ね
る
と
、「
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ

た
と
き
、
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
で
の

受う

け
入い

れ
を
担た

ん

当と
う

し
た
。
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ちノ

ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

会か
い
か
い会

長ち
ょ
うら
役や

く

員い
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
、
１

ミ
リ
単た

ん

位い

で
細こ

ま

か
く
受う

け
入い

れ
体た

い

制せ
い

を
練ね

り
、
打う

ち
合あ

わ

せ
さ
れ
て
い
た
姿す

が
た
に
感か

ん

動ど
う

し

た
」
と
の
こ
と
。

任に
ん

期き

付つ

き
職

し
ょ
く

員い
ん

だ
っ
た
た

め
、
今こ

ん

後ご

は
民み

ん

間か
ん

に
戻も

ど

る
予よ

定て
い

。「
こ
れ
か
ら
も
日に

本ほ
ん

と
ブ

ラ
ジ
ル
を
つ
な
ぐ
仕し

事ご
と

を
続つ

づ

け
て
い
き
た
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

語か
た
っ
た
。

か
い
、
武た

け

田だ

パ
ウ
ロ
照て

る

明あ
き

さ
ん

（
７
８
、
二に

世せ
い

）
の
案あ

ん

内な
い

で

見け
ん

学が
く

。
Ｈ
Ｙ
の
メ
ン
バ
ー
ら
は

「
第だ

い

１
回か

い

移い

民み
ん

の
中な

か

に
沖お

き

縄な
わ

の
人ひ

と

は
居い

た
の
か
」「
沖お

き

縄な
わ

の

人ひ
と

た
ち
は
三さ

ん

線し
ん

を
持も

っ
て
い
た

か
」
な
ど
、
熱ね

っ

心し
ん

に
質し

つ

問も
ん

し

話は
な
しに
聴き

き
入い

っ
た
。

金か
ね

田だ

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

き
ょ
く

の
ほ
か
、
ト
ム
・
ジ
ョ
ビ
ン
の

「
Ｇ
ａ
ｒ
ｏ
ｔ
ａ 

ｄ
ｅ 

Ｉ

ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
」
や
ピ
シ
ン

ギ
ー
ニ
ャ
の
「
Ｃ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ

ｈ
ｏ
ｓ
ｏ
」
な
ど
全ぜ

ん

８
曲き

ょ
く。

　
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
、
ベ

ー
シ
ス
ト
・
イ
ゴ
ー
ル
・
ピ

メ
ン
タ
、
ド
ラ
ム
・
セ
ル
ジ

オ
・
レ
ジ
。
ラ
イ
ブ
後こ

う

半は
ん

に

は
特と

く

別べ
つ

ゲ
ス
ト
と
し
て
コ
ン

ゴ
出し

ゅ
っ
し
ん身
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・

ヤ
ニ
ッ
ク
・
デ
ラ
ス
が
加く

わ

わ
っ

た
。

　
９
時じ

３
０
分ぷ

ん

。
全ぜ

ん

演え
ん

目も
く

が

終し
ゅ
う

了り
ょ
うす
る
と
、
観か

ん

客き
ゃ
くは
総そ

う

立だ

ち
で
惜お

し
み
な
い
拍は

く

手し
ゅ

を
４

人に
ん

に
贈お

く
っ
た
。

　
ラ
イ
ブ
後ご

、
金か

ね

田だ

さ
ん
は

「
今こ

ん

後ご

も
こ
う
い
う
ラ
イ
ブ

を
や
っ
て
い
き
た
い
。
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

て
く
れ
た
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

、
お
客き

ゃ
く
さ

ん
に
は
感か

ん

謝し
ゃ

し
か
な
い
で
す
」

と
語か

た
っ
た
。

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

初は
つ

の
試こ

こ
ろ
み
と
な
っ

た
今こ

ん

回か
い

の
ジ
ャ
ズ
公こ

う

演え
ん

に
つ
い

て
田た

原は
ら

副ふ
く

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
「
金か

ね

田だ

さ
ん
の
音お

ん

楽が
く

は
寺て

ら

の
雰ふ

ん

囲い

気き

に
合あ

う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
や
す
か
っ
た
。
お
寺て

ら

に

人ひ
と

が
集あ

つ

ま
っ
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
喜よ

ろ
こ
ば
し
く
、

ほ
か
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
も

協き
ょ
う

力り
ょ
く

依い

頼ら
い

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

応こ
た

え
て
い
き
た
い
」と
語か

た
っ
た
。

　 貞 子 さ ん（ ９ ７ 歳 ） は、 大 正 １ １
（１９２２）年に東京都深川区洲崎弁天
町に生まれ、両親と共にサンパウロ州ス
ザノ市モンセニョール・ヌノ通り４０５
の賃貸住宅に移り住みました。物件の
所有者は写真店のウラノさん。
　貞子さんは昭和１５（１９４０）年
に秀丸さん（１０７歳）と結婚、昭和
１６（１９４１）年３月１日に英夫さ
ん（７８歳）を出産、昭和３１（１９５６）
年に離婚しました。英夫さんは、１５歳
の時に東京都足立区に住んでいました。

▼連絡先
電話：＋ 81-667-73-9207
Facebookユーザー名：Takehiro  Miyamoto
メールアドレス：miyamoto-offi  ce@blue.ocn.ne.jp

大阪市の司法書士・宮本赳宏が相続手続で
中村貞子さん・中村英夫さんを探している

  Sadako Nakamura nasceu em 1922, no 
distrito de Fukagawa, bairro de Susaki 
Benten, em Tóquio, e mudou-se com os pais 
para o estado de São Paulo, na cidade de 
Suzano,  na casa alugada da rua Monsenhor 
Nuno, 405, cujo propretário é o senhor 
Urano da loja de materiais fotográfi cos.
  Em 1940, casou-se com Hidemaru e 
deu à luz Hideo em 1 de março de 1941, 
divorciando-se em 1956. Aos 15 anos, 
Hideo Nakamura morou no distrito de 
Adachi, em Tóquio.

▼ Contato
TEL：＋ 81-667-73-9207
Facebook：Takehiro  Miyamoto
E-mail：miyamoto-offi  ce@blue.ocn.ne.jp

Escrivão judicial procura por Sadako 
Nakamura e Hideo Nakamura para 

procedimentos de herança

「
梅
友
会
」
「
飛
び

梅
会
」
「
ば
っ
て
ん

会
」
…
。
こ
れ
ら
は

海
外
に
移
住
し
た

り
、
駐
在
し
た
り
し
て
い
る
福
岡

県
出
身
者
や
そ
の
家
族
ら
で
つ
く

る
親
睦
団
体
の
名
称
の
一
部
だ
。

梅
は
同
県
の
花
、
ば
っ
て
ん
は
方

言
。
普
通
に
国
名
や
都
市
名
を
冠

し
た
県
人
会
が
多
い
が
、
遠
く
離

れ
た
故
郷
に
思
い
を
寄
せ
て
集
う

趣
旨
は
共
通
だ
▼
世
界
中
に
広
が

る
県
人
会
関
係
者
が
集
う
大
会
が

先
日
、
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
�

カ
国
・
地
域
の
�
団
体
が
集
ま
っ

た
。
小
職
も
２
月
ま
で
駐
在
し
て

い
た
韓
国
の
「
ソ
ウ
ル
博
多
会
」

の
会
長
代
理
と
し
て
出
席
さ
せ
て

も
ら
っ
た
▼
会
議
で
は
、
こ
の
県

人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

次
世
代
の
人
材
育
成
法
を
議
論
し

た
。さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
が
、

個
人
的
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ヤ
ン

ゴ
ン
の
県
人
会
代
表
の
指
摘
が
一

番
突
き
刺
さ
っ
た
。
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
は
、
ま
ず
自
国
の
マ
ナ

ー
�
礼
節
�
常
識
を
理
解
し
て
い
る

人
。
外
国
は
桃
源
郷
で
は
な
い
」

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

鳥栖アウトレットを増設

三菱地所・サイモン（東京）

山岸 正紀社長

開
発
や
運
営
を
手
掛
け
る
佐
賀

県
鳥
栖
市
の
大
型
商
業
施
設
「
鳥

栖
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
」
で
７
日
、

増
設
エ
リ
ア
を

オ

ー

プ

ン

し

た
。
敷
地
面
積

約
�
万
４
２
０

０
平
方
㍍
の
中

で
数
年
ご
と
に

増
設
し
、
今
回
の
増
設
は
８
年
ぶ

り
で
３
回
目
。
２
０
０
４
年
の
開

業
時
か
ら
店
舗
面
積
は
１
・
７
倍

に
な
っ
た
。
段
階
的
な
増
設
を
成

長
戦
略
と
し
「
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
新
鮮
な

印
象
を
与
え
た
い
」
と
語
る
。

増
設
エ
リ
ア
に
は
、
こ
れ
ま
で

少
な
か
っ
た
海
外
の
高
級
ブ
ラ
ン

ド
を
集
め
た
。
台
湾
や
香
港
を
中

心
と
し
た
外
国
人
客
数
や
、
１
人

当
た
り
購
入
額
の
増
加
を
狙
う
。

全
国
で
も
既
存
施
設
の
増
設
や

新
規
開
業
を
相
次
い
で
進
め
て
い

る
。
今
後
の
鳥
栖
の
増
設
に
つ
い

て
は
「
ま
ず
は
今
回
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
で
伸
ば
し
、
そ
の
延
長
線
で

考
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

□
「
女
性
の
学
び
」
テ
ー
マ
の

イ
ベ
ン
ト

「
活
躍
す
る
女
性
と

社
会
人
の
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
「
リ
カ
レ
ン
ト
カ
フ

ェ
」
が
�
日
午
後
２
時
か
ら
、
福

岡
市
東
区
の
福
岡
女
子
大
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
参
加

無
料
、
先
着
�
人
。

産
学
官
の
連
携
組
織
「
福
岡
未

来
創
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
主

催
。
企
業
勤
務
を
経
て
創
業
し
た

原
口
唯
さ
ん
や
同
大
の
野
依
智
子

教
授
な
ど
４
人
が
取
り
組
み
や
最

新
事
情
を
語
り
、
参
加
者
同
士
で

対
話
す
る
。
福
岡
商
工
会
議
所
�

０
９
２
（
４
４
１
）
２
１
８
９
。

□
高
度
外
国
人
材
活
用
セ
ミ
ナ

ー

日
本
貿
易
振
興
機
構
福
岡
貿

易
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ェ
ト
ロ
福

岡
）
な
ど
は
�
日
午
後
２
時
半
か

ら
、
福
岡
市
博
多
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
博

多
駅
前
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
高

度
外
国
人
材
活
用
に
向
け
た
労
働

関
係
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

ジ
ェ
ト
ロ
や
福
岡
外
国
人
雇
用

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が

外
国
人
の
採
用
や
雇
用
管
理
に
つ

い
て
講
演
す
る
。
個
別
相
談
会
な

ど
も
あ
る
。
参
加
無
料
、
先
着
�

人
。
�
日
ま
で
に
ジ
ェ
ト
ロ
の
サ

イ
ト
か
ら
申
し
込
む
。
ジ
ェ
ト
ロ

�
０
３
（
３
５
８
２
）
４
９
４
１
。

❷

�
全
国
初
�
呼
び
込
む
特
区

飲
食
店
が
ひ
し
め
く
福
岡
市

・
中
洲
の
商
業
ビ
ル
。
周
り
の

喧
噪
を
感
じ
な
い
静
か
な
フ
ロ

ア
に
外
国
人
が
出
入
り
す
る
。

福
岡
市
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

�
Ｈ
ｏ
ｓ
ｔ
ｙ
�
ホ
ス
テ
ィ
�
�
が

運
営
す
る
�
無
人
ホ
テ
ル
�
だ
。

フ
ロ
ン
ト
は
複
数
の
系
列
ホ

テ
ル
で
兼
用
し
、
宿
泊
客
は
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
て
移
動

す
る
。
２
０
１
７
年
�
月
に
市

内
で
１
号
店
を
開
い
て
以
来
、

現
在
�
施
設
１
８
８
室
。
通
常

は
ホ
テ
ル
に
使
わ
な
い
よ
う
な

商
業
ビ
ル
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
も

借
り
、
最
短
２
カ
月
で
改
装
す

る
手
法
で
拠
点
を
増
や
す
。
効

率
化
を
さ
ら
に
進
め
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
手
続
き
が
済
む
シ

ス
テ
ム
も
一
部
で
導
入
。
社
長

の
山
口
博
生
�
�
�
は
「
将
来
は

完
全
無
人
化
を
目
指
す
」
と
語

る
。東

京
出
身
の
山
口
は
九
州
に

は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
。
�
年

に
ホ
ス
テ
ィ
を
起
業
し
た
の
も

東
京
だ
っ
た
。
最
初
は
民
泊
の

運
営
代
行
事
業
。
事
業
は
順
調

だ
っ
た
が
、
営
業
日
数
の
上
限

な
ど
民
泊
の
新
た
な
ル
ー
ル
制

定
の
議
論
が
進
む
中
、
制
約
の

少
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
省
人
化
し
た
ホ
テ

ル
を
考
え
た
。
代
替
機
能
を
整

え
れ
ば
宿
泊
施
設
の
フ
ロ
ン
ト

設
置
を
不
要
と
す
る
条
例
改
正

を
し
て
い
た
福
岡
市
に
注
目
し

て
事
業
を
開
始
。
�
年
に
は
会

社
も
移
転
し
た
。

＃

＃

福
岡
市
は
�
年
５
月
に
国
家

戦
略
特
区
「
グ
ロ
ー
バ
ル
創
業

・
雇
用
創
出
特
区
」
に
指
定
さ

れ
た
。
起
業
す
る
外
国
人
の
在

留
資
格
要
件
を
緩
め
る
「
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ザ
」
や
、
創
業

５
年
未
満
の

企
業
の
法
人
税

免
除
な
ど
�
項
目
を
緩
和
。「
開

業
率
」
は

全
国
平
均
を
上
回

っ
て
推
移
す
る
。
�
年
度
ま
で

５
年
間
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
含
む

立
地
企
業
数
は
２
８

６
社
。
�
社
が
本
社
機
能
を
設

け
た
。

起
業
家
が
福
岡
市
を
選
ぶ
の

は
な
ぜ
か
。
人
口
増
加
が
続
き

市
場
と
し
て
有
望
▽
交
通
利
便

性
の
高
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ー
▽
東
京
や
大
阪
に
比
べ
て
家

賃
や
人
件
費
が
抑
え
や
す
い
｜

な
ど
い
く
つ
か
要
因
が
あ
る

が
、
市
が
規
制
緩
和
を
活
用
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
え
て
き

た
面
も
無
視
で
き
な
い
。

ホ
ス
テ
ィ
が
福
岡
で
新
事
業

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

条
例
改
正
は
、
�
年
４
月
の
旅

館
業
法
改
正
に
市
が
素
早
く
対

応
し
、�
月
に
施
行
し
て
い
た
。

「
当
時
、
フ
ロ
ン
ト
を
集
約
し

た
宿
泊
施
設
を
開
く
環
境
が
整

っ
て
い
た
の
は
福
岡
や
大
阪
く

ら
い
だ
っ
た
」
と
山
口
は
振
り

返
る
。

福
岡
市
は
大
き
な
製
造
業
が

少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
卸
売

・
小
売
業
が
経
済
活
動
を
支
え

る
。「
他
都
市
で
は
『
全
国
初
』

の
取
り
組
み
に
慎
重
な
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
新
し
い
も
の
好
き

の
市
民
性
か
、
福
岡
市
は
市
役

所
内
も
独
自
性
を
積
極
的
に
狙

う
雰
囲
気
が
あ
る
」
。
市
創
業

支
援
課
長
の
田
中
顕
治
�
�
�
は

話
す
。

＃

＃

ゴ
ル
フ
場
の
プ
レ
ー
予
約
や

コ
ー
ス
紹
介
、
ス
コ
ア
管
理
の

機
能
を
ま
と
め
た
ア
プ
リ
を
開

発
し
た
台
湾
の
Ｉ
Ｔ
企
業
は
、

日
本
進
出
の
拠
点
と
し
て
�
年

に
福
岡
市
で
日
本
法
人
「
Ｇ
ｏ

ｌ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
（
ゴ
ル
フ
ェ
イ

ス
��
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
ビ
ザ
や
ビ
ザ
に
合
わ

せ
て
市
が
設
け
た
外
国
人
向
け

起
業
相
談
窓
口
を
利
用
し
た
。

「
会
社
設
立
の
コ
ス
ト
や
起

業
に
便
利
な
政
策
か
ら
福
岡
を

選
ん
だ
。
窓
口
で
は
日
本
文
化

ま
で
教
え
て
く
れ
て
と
て
も
役

立
っ
た
」
と
ゴ
ル
フ
ェ
イ
ス
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
廖

リ
ョ
ウ

聡
チ
ョ
ン

哲ツ

�
�
�
は
語
る
。

台
湾
の
起
業
家
仲
間
に
も
、
日

本
進
出
は
「
福
岡
か
ら
が
お
勧

め
と
言
っ
て
い
る
」

た
だ
、
起
業
支
援
に
力
を
入

れ
る
自
治
体
は
増
え
て
い
る
。

神
戸
市
は
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

の
起
業
家
支
援
組
織
と
�
年
か

ら
連
携
。
北
九
州
市
は
モ
ノ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
よ
る
事
業
創
出
支
援
を

�
年
に
始
め
、
�
年
に
は
大
型

の
起
業
支
援
施
設
を
刷
新
し

た
。「

産
業
施
策
に
は
競
争
も
あ

る
。
勝
ち
抜
く
た
め
に
全
体
を

引
き
上
げ
、
裾
野
を
広
げ
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
」
と

福
岡
市
創
業
・
立
地
推
進
部
長

の
富
田
雅
志
�
�
�
。
起
業
家
に

と
っ
て
は
、
資
金
調
達
や
成
長

支
援
と
い
っ
た
環
境
を
含
め
、

ど
の
〝
受
け
皿
〞
を
選
ぶ
か
が

問
わ
れ
る
。

�
敬
称
略

客室の清掃を見守るＨｏｓｔｙの山口博生社長（左）。

子育て中の女性を清掃担当として積極的に雇用している

という ＝福岡市
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【表の見方】単位は金額が億円、か

っこ内は2018年９月中間期からの増減

率で、▲はマイナス。小数点第２位以

下切り捨て。※は単体決算。経常収益

は売上高に相当。コア業務純益は本業

のもうけを示す。信用コストの▲は貸

倒引当金の戻り益を意味する。ＦＦＧ

は「ふくおかフィナンシャルグルー

プ」、西日本ＦＨは「西日本フィナン

シャルホールディングス��九州ＦＧは

「九州フィナンシャルグループ」の略。

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

Ｍ
ｉ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ
（
鹿
児
島
市
）

２
７
、
８
４
１
（
▲
２
・
９
）

６
２
５
（
�
・
６
）

３
９
８
（
�
・
３
）

原
油
価
格
が
低
調
に
推
移
し
、

ガ
ソ
リ
ン
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
価

格
が
下
が
り
、
中
間
期
で
は
３
年

ぶ
り
の
減
収
。
一
方
で
利
幅
は
改

善
し
た
た
め
、
経
常
利
益
、
純
利

益
は
２
年
ぶ
り
の
増
益
だ
っ
た
。

ウ
チ
ヤ
マ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
北
九
州
市
）

１
６
、
５
７
３
（
�
・
５
）

１
、
１
３
４
（
�
・
４
）

７
３
５
（
�
・
５
）

４
月
に
東
京
都
港
区
の
商
業
ビ

ル
を
売
却
し
た
こ
と
な
ど
で
中
間

期
と
し
て
７
年
連
続
の
増
収
。
主

力
の
介
護
事
業
で
は
従
業
員
の
業

務
効
率
化
に
努
め
、
経
常
利
益
は

２
年
ぶ
り
の
増
益
、
純
利
益
は
３

年
連
続
の
増
益
と
な
っ
た
。

宮
崎
太
陽
銀
行
（
宮
崎
市
）

７
、
０
９
６
（
▲
４
・
６
）

８
２
４
（
▲
�
・
０
）

６
０
８
（
▲
�
・
６
）

中
小
企
業
向
け
の
貸
出
金
利
息

が
増
え
た
も
の
の
、
株
式
等
売
却

益
が
減
少
し
て
中
間
期
で
は
４
年

連
続
の
減
収
。
シ
ス
テ
ム
更
改
費

用
も
増
加
し
、
減
益
と
な
っ
た
。

※
豊
和
銀
行
（
大
分
市
）

５
、
０
６
５
（
▲
３
・
４
）

７
９
４
（
▲
�
・
０
）

７
２
７
（
▲
�
・
５
）

株
式
等
売
却
益
が
減
少
し
、
中

間
期
で
は
２
年
ぶ
り
の
減
収
。
資

金
利
益
は
増
加
し
た
も
の
の
、
シ

ス
テ
ム
関
連
費
用
が
か
さ
ん
で
３

年
ぶ
り
の
減
益
と
な
っ
た
。

※
福
岡
中
央
銀
行
（
福
岡
市
）

４
、
７
７
０
（
▲
２
・
７
）

４
０
３
（
▲
�
・
２
）

２
８
０
（
▲
３
・
４
）

貸
出
金
利
息
の
減
少
に
加
え
、

出
資
し
て
い
る
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の

配
当
金
が
減
少
す
る
な
ど
し
て
中

間
期
と
し
て
２
年
ぶ
り
の
減
収
。

シ
ス
テ
ム
更
新
な
ど
の
経
費
も
か

さ
み
、
２
年
連
続
の
減
益
。

※
佐
賀
共
栄
銀
行
（
佐
賀
市
）

２
、
９
７
０
（
４
・
７
）

５
８
０
（
０
・
５
）

５
１
３
（
�
・
１
）

貸
出
金
利
息
収
入
と
株
式
の
配

当
金
が
伸
び
た
ほ
か
、
国
債
な
ど

の
売
却
益
も
増
え
、
中
間
期
と
し

て
２
年
連
続
の
増
収
。
営
業
経
費

は
増
加
し
た
も
の
の
、
３
年
連
続

の
増
益
を
達
成
し
た
。

※
ワ
イ
エ
ス
フ
ー
ド
（
福
岡
県
香

春
町
）

７
６
４
（
｜
）

▲
４
３
（
｜
）

▲
２
８
（
｜
）

全
子
会
社
売
却
に
よ
り
単
体
決

算
に
変
更
し
て
お
り
、
前
年
同
期

と
の
比
較
は
で
き
な
い
。
人
手
不

足
な
ど
で
直
営
店
が
２
店
減
少
。

売
り
上
げ
低
迷
に
よ
り
経
常
損

益
、純
損
益
と
も
に
赤
字
だ
っ
た
。

ヤ
マ
エ
久
野
（
福
岡
市
）

２
６
３
、
８
０
２
（
９
・
０
）

２
、
２
１
３
（
�
・
２
）

１
、
０
８
０
（
�
・
４
）

関
東
で
の
酒
類
の
販
売
増
や
住

宅
資
材
企
業
の
買
収
効
果
で
、
中

間
期
と
し
て
�
年
連
続
増
収
。
物

流
の
効
率
化
も
進
め
、
２
年
連
続

の
増
益
と
な
っ
た
。

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＹ
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ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａ

連
結
ベ
ー
ス
�
※
は
単
体
�
売

上
高
（
銀
行
は
経
常
収
益
��
経

常
利
益
、
純
利
益
の
順
で
単
位

は
１
０
０
万
円
。
（

）
内
は

前
年
同
期
比
増
減
率
％
。
▲
は

赤
字
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス

【
９
月
中
間
】

九
州
Ｆ
Ｇ
純
利
益

２
年
連
続
の
減
益

肥
後
銀
行
（
熊
本
市
）
と
鹿

児
島
銀
行
（
鹿
児
島
市
）
を
傘

下
に
置
く
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）
が
�
日

発
表
し
た
２
０
１
９
年
９
月
中

間
連
結
決
算
は
、
経
常
利
益
が

前
年
同
期
比
８
・
９
％
減
の
１

６
２
億
６
４
０
０
万
円
、
純
利

益
が
７
・
８
％
減
の
１
１
１
億

６
２
０
０
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
２

年
連
続
の
減
益
だ
っ
た
。

保
有
株
式
の
株
価
下
落
に
伴

い
�
億
円
の
減
損
損
失
が
発
生

し
た
こ
と
な
ど
が
響
い
た
。
経

常
収
益
は
０
・
０
％
増
の
８
４

５
億
４
５
０
０
万
円
で
２
年
連

続
の
増
収
だ
っ
た
。

９月中間18行まとめ

九
州
の
地
方
銀
行
�
行
の
２

０
１
９
年
９
月
中
間
決
算
が
�

日
出
そ
ろ
い
、
３
分
の
２
の
�

行
で
純
損
益
が
減
益
か
赤
字
と

な
っ
た
。
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
で
本
業
の
収
益
環
境
が

厳
し
く
な
る
中
、
取
引
先
の
倒

産
な
ど
に
備
え
て
引
き
当
て
る

「
信
用
コ
ス
ト
」
が
か
さ
み
、

業
績
の
重
し
と
な
っ
た
。
消
費

税
増
税
や
世
界
経
済
の
減
速
な

ど
、
景
気
の
先
行
き
に
は
不
透

明
感
が
漂
い
、
各
行
は
難
し
い

か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

「
融
資
競
争
で
（
信
用
力
が

低
い
）
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
先
な
ど

に
も
積
極
的
な
融
資
が
な
さ
れ

て
き
た
。
程
度
の
違
い
は
あ
れ

ど
、
基
本
的
に
は
各
金
融
機
関

共
通
の
対
応
だ
っ
た
と
思
う
」

西
日
本
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
福
岡
市
）

の
谷
川
浩
道
社
長
は
６
日
の
決

算
会
見
で
振
り
返
っ
た
。
融
資

先
の
業
績
低
迷
や
粉
飾
決
算
が

発
覚
す
る
な
ど
し
た
影
響
で
、

信
用
コ
ス
ト
が
前
年
同
期
の
約

４
倍
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
最

終
減
益
に
な
っ
た
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
福
岡
支

社
に
よ
る
と
、
�
年
度
上
半
期

の
九
州
・
沖
縄
の
企
業
倒
産
件

数
（
負
債
１
千
万
円
以
上
）
は

前
年
同
期
比
７
・
２
％
増
の
３

５
５
件
。
２
年
連
続
で
前
年
を

上
回
っ
た
。
人
手
不
足
な
ど
を

背
景
に
小
口
主
体
の
倒
産
増
が

続
く
。
信
用
コ
ス
ト
は
７
行
で

前
年
同
期
よ
り
増
加
。
融
資
先

の
販
路
拡
大
な
ど
経
営
改
善
支

援
に
取
り
組
む
南
日
本
銀
行

（
鹿
児
島
市
）や
豊
和
銀
行
（
大

分
市
）な
ど
で
は
減
少
し
た
が
、

通
期
で
は
増
加
す
る
と
の
予
想

を
崩
し
て
い
な
い
。

長
期
化
す
る
マ
イ
ナ
ス
金
利

は
、
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う

に
経
営
体
力
を
奪
う
。
売
上
高

に
当
た
る
経
常
収
益
は
�
行
で

減
少
。
貸
出
金
利
息
の
減
少
に

加
え
、
従
来
の
よ
う
に
国
債
や

株
式
の
運
用
益
で
稼
ぐ
の
も
難

し
い
。経
費
削
減
を
進
め
つ
つ
、

事
業
承
継
支
援
と
い
っ
た
手
数

料
収
入
増
な
ど
に
苦
心
し
て
い

る
状
況
だ
。

収
益
環
境
の
悪
化
で
地
銀
業

界
で
は
再
編
が
加
速
す
る
。
４

月
に
十
八
銀
行
（
長
崎
市
）
と

経
営
統
合
し
た
ふ
く
お
か
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
福
岡

市
）
の
柴
戸
隆
成
会
長
兼
社
長

は
「
果
実
も
出
て
く
る
。
戦
略

的
に
大
が
か
り
な
対
応
を
進
め

て
い
る
の
で
、
そ
の
成
果
を
上

げ
ら
れ
れ
ば
」
と
早
期
の
統
合

効
果
実
現
に
期
待
を
掛
け
る
。

一
方
、
地
銀
を
束
ね
る
「
第

４
の
メ
ガ
バ
ン
ク
構
想
」
を
進

め
る
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
東
京
）
な
ど
と
の
連
携
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
会
見
で
聞

か
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
地
場
地
銀

幹
部
は
否
定
的
だ
っ
た
。

（
具
志
堅
聡
、
井
崎
圭
）
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【
７
日
】
�
万
８
１
０
０
円
�

セ
ム
グ
ル
ー
プ
社
員
一
同
（
福
岡

市
東
区
）
▽
�
万
円
�
金
丸
博
・

喜
久
子
（
大
野
城
市
）
▽
�
万
円

�
岡
本
徳
雄
（
同
市
）
▽
３
万
円

�
匿
名
夫
婦
（
福
岡
市
早
良
区
）

▽
１
万
円
�
�
田
節
代
（
同
市
西

区
）
匿
名
女
性
（
飯
塚
市
）

県
内
か
ら
南
米
な
ど
海
外
に

移
住
し
た
人
や
そ
の
子
孫
が
集

う
「
第
�
回
海
外
福
岡
県
人
会

世
界
大
会
」
の
２
日
目
の
７
日
、

各
県
人
会
の
代
表
や
若
手
、
企

業
県
人
会
関
係
者
に
よ
る
会
議

が
福
岡
市
中
央
区
で
あ
り
、
活

動
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。
次
回
の
２
０
２

２
年
の
世
界
大
会
を
ペ
ル
ー
で

開
く
こ
と
も
決
定
し
た
。

会
議
で
は
、
県
人
会
の
代
表

と
、
若
手
、
海
外
の
駐
在
員
ら

で
つ
く
る
企
業
県
人
会
関
係
者

の
３
者
が
個
別
に
協
議
し
た
内

容
を
基
に
、
会
を
維
持
、
発
展

さ
せ
る
方
策
を
議
論
し
た
。

課
題
と
し
て
会
員
の
高
齢
化

や
減
少
、
会
を
担
う
若
い
世
代

の
関
心
低
下
、
県
人
会
へ
の
理

解
を
深
め
る
情
報
発
信
の
在
り

方
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
出
席
者
か
ら
は
「
幅

広
い
世
代
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
が
必
要
」
「
県
人
会
関

係
者
が
、
県
内
の
小
中
高
校
生

に
各
国
で
の
経
験
を
披
露
し
て

は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
た
ほ
か
、
会
員
制
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
使
っ
た
情
報

発
信
な
ど
の
提
言
も
あ
っ
た
。

議
論
を
反
映
さ
せ
た
宣
言
文

を
９
日
の
大
会
最
終
日
に
発
表

し
、
県
の
施
策
の
参
考
に
も
す

る
。

（
大
坪
拓
也
）

福
岡
市
で
県
人
会
世
界
大
会

会
の
発
展
へ
方
策
議
論

海
外
福
岡
県
人
会
世
界
大
会

の
合
同
会
議
で
、
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る

出
席
者

▲ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
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第６回市町村対抗�福岡駅伝�

�日、筑後市津島の筑後広域公園で開

催。県内�市町村から１チームずつ、総

勢540人が出場。１区5�1㌔、一般男子▽

２区2�3㌔、中学生女子▽３区2�7㌔、シ

ニア▽４区2�3㌔、ジュニア女子▽５区

5�0㌔、一般男子▽６区2�7㌔、ジュニア

男子▽７区2�3㌔、一般女子▽８区2�7㌔、

中学生男子▽９区5�0㌔、一般男子―の

９区間��1㌔でタイムを競う。午前�時

から開会式、正午にスタート。

▼
▽

２香春町代表牧 有さん���ファミリー

家
族
で
目
指
す
�
田
川
イ
チ
�

香
春
町
の
シ
ン
ボ
ル
香
春
岳

と
、
�
目
指
せ

田
川
イ
チ
！
」

の
文
字
が
描
か
れ
た
青
色
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
。
同
町
チ
ー
ム
の
会
社

員
牧
有

た
も
つ

さ
ん
�
�
�
、
妻
恵
美

さ
ん
�
�
�
、
長
女
で
田
川
高
２

年
の
ゆ
う
み
さ
ん
�
�
�
、
長
男

で
勾
金
中
３
年
叶

か
な
と

さ
ん
�
�
�

の
家
族
４
人
は
練
習
で
着
用
す

る
。同

町
は
第
１
回
大
会
以
来
、

�
位
以
下
が
続
い
た
。
目
標
を

定
め
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
戦

う
た
め
、
町
が
２
０
１
７
年
に

行
わ
れ
た
第
４
回
大
会
の
関
係

者
用
に
作
製
し
た
。
同
年
と
昨

年
は
田
川
市
郡
で
ト
ッ
プ
と
な

り
、
初
め
て
４
人
で
挑
戦
す
る

今
回
も
目
標
は
「
田
川
イ
チ
」

（
有
さ
ん
）
と
い
う
。

有
さ
ん
は
高
校
の
時
、
長
距

離
選
手
。
子
ど
も
に
良
い
所
を

見
せ
よ
う
と
�
年
、
町
内
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
一
般
男
子
３
㌔
の

部
に
初
参
加
。
結
果
は
３
人
中

３
位
。
２
位
に
大
差
を
つ
け
ら

れ
た
の
に
表
彰
さ
れ
た
悔
し
さ

で
、
週
２
、
３
回
、
仕
事
終
わ

り
に
町
運
動
公
園
の
外
周
を
�

〜
�
㌔
走
っ
て
い
る
。

恵
美
さ
ん
は
中
高
時
代
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
経
験
し
た
運
動

好
き
。
子
育
て
に
手
が
か
か
ら

な
く
な
っ
て
始
め
た
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
熱
中
す
る
。
「
走
っ
た
後

の
達
成
感
が
快
感
」。毎
週
末
、

公
園
や
河
川
敷
な
ど
場
所
を
変

え
な
が
ら
、
約
�
㌔
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
む
。

ゆ
う
み
さ
ん
と
叶
さ
ん
は
、

学
校
の
陸
上
部
に
所
属
。
ゆ
う

み
さ
ん
が
勾
金
中
に
入
学
し
た

時
の
教
頭
で
陸
上
部
を
指
導
し

て
い
た
栗
林
秀
幸
さ
ん
は
有
さ

ん
の
高
校
陸
上
部
の
先
輩
。
そ

の
縁
で
ゆ
う
み
さ
ん
は
入
部
し

高
校
で
も
陸
上
を
続
け
る
。
小

学
生
の
頃
、
ゆ
う
み
さ
ん
と
と

も
に
走
っ
て
い
た
叶
さ
ん
は

「
中
学
で
も
走
り
た
い
」
と
、

部
活
で
汗
を
流
す
。

家
族
４
人
が
一
緒
に
練
習
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

県
外
で

開
催
さ
れ
る
大
会
に

４
人
で
参
加
す
る
な
ど
、
共
通

の
趣
味
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通

じ
て
、
家
族
の
仲
を
深
め
て
い

る
。
実
績
が
評
価
さ
れ
、
家
族

全
員
が
代
表
に

選
ば
れ
た
福

岡
駅
伝
。
「
家
族
で
た
す
き
を

つ
な
ぐ
数
少
な
い
機
会
。
記
録

に
も
記
憶
に
も
残
る
よ
う
、
力

を
出
し
切
り
た
い
」
。
有
さ
ん

は
家
族
の
思
い
を
こ
う
語
っ

た
。

（
福
田
直
正
）

「
田
川
イ
チ
」
を
目
指
す
牧
さ
ん

家
族
。
左
か
ら
恵
美
さ
ん
、
叶
さ

ん
、
有
さ
ん
、
ゆ
う
み
さ
ん

が
ん
療
養
テ
ー
マ

�
日
に
セ
ミ
ナ
ー

福
岡
市
�
参
加
者
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
が
ん
の
マ
マ

を
さ
さ
え
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
福
岡
市
）
は
、
�
日
に
福
岡

市
で
開
催
す
る
「
が
ん
療
養
生

活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

が
ん
治
療
に
安
心
し
て
向
き
合

う
た
め
の
講
座
と
、
講
師
を
交

え
た
参
加
者
同
士
の
交
流
会
も

予
定
し
て
い
る
。

講
師
は
、
東
亜
大
医
療
学
部

の
山
口
貞
子
准
教
授
と
、
乳
が

ん
治
療
専
門
医
の
山
田
樤
さ

ん
。
山
口
准
教
授
は
、
医
学
的

な
根
拠
が
あ
る
、
が
ん
治
療
中

の
栄
養
管
理
方
法
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
山
田
さ
ん
は
、
主
治
医

と
の
関
係
や
自
身
の
治
療
方
針

に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
治
療
し

て
い
る
人
が
多
い
中
、
医
師
と

良
好
な
関
係
を
築
き
、
安
心
し

て
療
養
生
活
を
送
る
方
法
に
つ

い
て
語
る
。
交
流
会
で
は
、
講

師
へ
の
質
問
も
受
け
付
け
る
。

会
場
は
、
中
央
区
の
市
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
み
ん
」
で
、
午
後

１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
。
参

加
費
は
５
０
０
円
で
託
児
は
無

料
。
定
員
�
人
。
�
日
ま
で
に

主
催
事
務
局
に
申
し
込
む
。
事

務
局
�
０
９
０
（
６
６
９
８
）

３
５
４
９
。

（
吉
田
真
紀
）

東
福
岡
�
筑
紫

決
勝
に
進
出

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
県
予
選

第
�
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

大
会
県
予
選
は
４
日
、
福
岡
市

博
多
区
の
博
多
の
森
陸
上
競
技

場
で
準
決
勝
２
試
合
が
あ
り
、

東
福
岡
と
筑
紫
が
決
勝
に
進
出

し
た
。

東
福
岡
は
福
岡
と
対
戦
。
前

半
は
井
上
風
雅
選
手
の
２
ト
ラ

イ
な
ど
で
�
｜
０
と
リ
ー
ド
。

後
半
も
松
岡
大
河
選
手
の
３
ト

ラ
イ
な
ど
で
突
き
放
す
一
方
、

無
失
点
に
抑
え
た
。

筑
紫
は
福
岡
工
に
先
制
の
ト

ラ
イ
を
奪
わ
れ
、
前
半
は
リ
ー

ド
を
許
す
展
開
。
し
か
し
後
半

途
中
で
追
い
つ
く
と
、
終
了
間

際
に
上
村
悠
次
郎
選
手
が
勝
ち

越
し
の
ト
ラ
イ
を
挙
げ
た
。

決
勝
は
９
日
正
午
か
ら
同
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
る
。
東
福

岡
が
勝
て
ば
�
年
連
続
�
回

目
、
筑
紫
が
勝
て
ば
４
年
ぶ
り

６
回
目
の
花
園
出
場
と
な
る
。

▽
準
決
勝

東

福

岡

�
｜
０

福

岡

筑

紫

�
｜
７

福

岡

工

□
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
で
休

校

県
は
５
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
み
ら
れ
る
感
染
の
拡
大
で
、

宗
像
市
立
吉
武
小
が
６
、
７
日
に

休
校
す
る
と
発
表
し
た
。

県
に
よ
る
と
、
同
校
は
５
日
、

全
校
児
童
１
５
３
人
の
う
ち
、
約

４
割
に
あ
た
る
�
人
が
欠
席
。
発

熱
や
せ
き
、
倦
怠
（
け
ん
た
い
）

感
を
訴
え
て
い
る
児
童
を
合
わ
せ

る
と
、
計
�
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
よ
う
な
症
状
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
。

�
５
日
�
�
万
円
�
茅
野
照
�
小

郡
市
�
高
取
校
区
自
治
協
議
会
�
福

岡
市
早
良
区
�
▽
３
万
円
�
木
戸

恵
子
�
同
区
�
▽
１
万
１
２
１
３
円

�
匿
名
女
性
�
同
市
南
区
�
▽
１
万

円
�
豊
田
ス
ミ
子
�
同
市
中
央
区
�

田
島
ム
ツ
子
�
筑
紫
野
市
�
鎌
田
明

美
�
同
市
�
光
安
道
子
�
久
留
米
市
�

江
口
美
也
子
�
大
牟
田
市
�
▽
５
千

円
�
匿
名
女
性
�
福
岡
市
早
良
区
�

匿
名
女
性
�
同
市
城
南
区
�
佐
藤
康

之
�
宇
美
町
�
▽
３
千
円
�
優
太
フ

ァ
ミ
リ
ー
�
久
留
米
市
�
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪
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∪
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∪
∪
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∪
∪
∪
∪

登
録
企
業
の
育
休
取
得
率

全
国
平
均
上
回
る

従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
宣
言
し
て
県

に
登
録
す
る
�
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
�
が
７
千
社
を
突
破

し
た
�
宣
言
企
業
の
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
�
県
は
�
宣
言
の
効
果
が
出
て
い

る
�
と
分
析
�
�
日
午
後
１
時
半
か
ら
�
福
岡
市
中
央
区
の

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
記
念
大
会
を
開
き
�
両
立
へ
の

一
層
の
環
境
整
備
に
弾
み
を
つ
け
た
い
考
え
だ
�

県
�
�
日
に
記
念
大
会

子
育
て
応
援
宣
言
の
登
録
制

度
は
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
２

０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
。
育
児

休
業
の
取
得
推
進
や
職
場
復
帰

後
の
支
援
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

宣
言
し
た
企
業
や
事
業
所
を
登

録
し
て
お
り
、
今
年
９
月
末
に

登
録
数
が
７
０
０
６
社
と
な
っ

た
。
宣
言
企
業
に
勤
務
す
る
従

業
員
は
約
�
万
人
で
、
県
内
企

業
で
働
く
従
業
員
総
数
の
約
�

％
を
占
め
る
。

県
に
よ
る
と
、
従
業
員
の
育

児
休
業
取
得
率
（
�
年
度
）
の

全
国
平
均
は
女
性
�
・
２
％
、

男
性
６
・
�
％
。こ
れ
に
対
し
、

県
の
宣
言
企
業
で
は
�
年
度
速

報
値
で
女
性
�
・
６
％
、
男
性

９
・
８
％
で
、
い
ず
れ
も
全
国

を
上
回
っ
て
い
る
。

登
録
企
業
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
県

の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
加
点

対
象
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
県
は
�
年
３
月
策
定
の
県

総
合
計
画
で
「
�
年
度
ま
で
に

宣
言
企
業
数
８
千
社
」
を
掲
げ

て
お
り
、
小
川
洋
知
事
は
「
登

録
数
の
増
加
と
宣
言
内
容
の
充

実
の
２
本
柱
で
、
誰
も
が
働
き

や
す
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な
げ

た
い
」
と
意
気
込
む
。

大
会
で
は
、
特
色
あ
る
取
り

組
み
で
実
績
を
挙
げ
て
い
る
優

良
企
業
・
事
業
所
６
社
を
表

彰
。
「
男
性
の
育
児
参
加
で
進

む
『
子
育
て
応
援
社
会
』
」
の

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
討
論
す
る
ほ

か
、
昭
和
女
子
大
理
事
長
・
総

長
の
坂
東
真
理
子
氏
が
「
令
和

時
代
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し

て
講
演
す
る
。

参
加
無
料
。
定
員
先
着
５
０

０
人
。
８
日
ま
で
に
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
申
し
込

む
。
県
新
雇
用
開
発
課
�
０
９

２
（
６
４
３
）
３
５
８
６
。

（
豊
福
幸
子
）
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京
築
神
楽
の
里
フ
ェ
ス
行
橋
市
で
９
日

豊
前
７
団
体
伝
統
の
樤

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
投
票
も

昨
年
の
�
京
築
神
楽
の
里
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
�
で
披
露
さ
れ
た
神
楽

�
県
広
域
地
域
振
興
課
提
供
�

篠田謙一氏
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⌒

弥生文化の謎に迫る10日�飯塚市で古代史講座

考古学者の高島忠平

氏が監修する古代史連

続講座「古代から未来

のトビラを拓
ひら

く～遠賀

川の古代文化と邪馬台

国」の第５回フォーラ

ムが�日午後１時半か

ら、飯塚市飯塚のイイ

ヅカコミュニティセンターで開かれ

る。国立科学博物館（東京）副館長の

篠田謙一氏と高島氏が登壇し、遠賀川

流域の特色ある弥生文化の謎に迫る。

ＤＮＡ分析を基に人類の歴史を解き

明かそうとしている篠田氏は「ＤＮＡ

で語る弥生人の成立」をテーマに講演。

縄文人や九州各地の弥生人、現代日本

人のＤＮＡを比較しながら、弥生時代

の集団の成立について語る。

飯塚市立岩・川島の丘陵にある弥生

中期を中心とする立岩遺跡の発掘調査

に関わった高島氏は、「立岩のキミは

渡来人か」と題して稲作の伝来や墓制

度など朝鮮半島と深い関係にあった北

部九州の弥生文化を紹介する。

参加費2000円�資料代を含む��申し

込みはイイヅカコスモスコモン＝0948

�21�0505。

（長美咲）

京
築
２
市
５
町
の
神
楽
が
一

堂
に
集
う
「
京
築
神
楽
の
里
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
９
日
午
前

�
時
か
ら
、
行
橋
市
今
井
の
市

武
道
館
で
開
か
れ
る
。
国
重
要

無
形
民
俗
文
化
財「
豊
前
神
楽
」

の
計
７
団
体
が
伝
統
の
樤
を
披

露
す
る
。
鑑
賞
無
料
、
予
約
不

要
。京

築
地
区
で
は
住
民
が
神
楽

を
大
切
に
守
り
受
け
継
い
で
お

り
、
今
も
�
の
神
楽
団
体
が
活

動
し
て
い
る
。
う
ち
�
団
体
は

豊
前
神
楽
と
し
て
国
指
定
を
受

け
て
い
る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
地
元
神
楽
団
体
と
市
町
で
つ

く
る
神
楽
の
里
づ
く
り
推
進
協

議
会
な
ど
が
主
催
、
�
回
目
。

会
場
に
は
京
築
神
楽
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
募
集
し
た
写
真

を
展
示
、
来
場
者
に
よ
る
投
票

を
実
施
す
る
。
�
月
に
入
賞
・

入
選
作
を
決
定
、
来
年
１
月
に

表
彰
式
を
開
く
。

市
武
道
館
は
行
橋
総
合
公
園

内
に
あ
り
、
周
辺
で
は
食
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

行
橋
産
業
祭
（
９
、
�
日
）
も

開
か
れ
る
。
県
広
域
地
域
振
興

課
�
０
９
２
（
６
４
３
）
３
１

７
８
。

（
石
黒
雅
史
）

県
内
の
町
村
の
特
産
品
を
販
売
す
る
「
第
�

回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア
」
が
９
、
�
日
、
福

岡
市
中
央
区
の
天
神
中
央
公
園
で
あ
る
。

主
催
は
県
町
村
会
と
県
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
。
会
場
で
は
八
女
茶
や
小
石
原
焼
な
ど
を
販

売
す
る
�
�
月
�
日
�
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
隊
が
西
日

本
新
聞
社
を
訪
問
�
写
真
�
ご
当
地
タ
レ
ン
ト

久
米
知
里
さ
ん
�
�
�
は
�
県
内
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
�
パ
ピ
マ
シ
ェ
�

�
パ
ピ
ロ
ジ
ェ
�
も
出
演
す
る
の
で
�
若
い
人
に

も
来
て
ほ
し
い
�
と
来
場
を
訴
え
た
�
県
町
村
会

総
務
課
�
０
９
２
�
６
５
１
�
１
１
２
１
。

同
じ
会
場
で
は
「
海
外
県
人
会
フ
ェ
ア
」
も

６
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
な
ど
�
カ
国
の
県
人
会
関
係
者
約
２
６

０
人
が
参
加
。
米
ハ
ワ
イ
の
県
人
会
が
コ
ー
ヒ

ー
豆
を
販
売
し
た
り
、
ラ
テ
ン
文
化
の
普
及
に

取
り
組
む
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
テ
ィ
エ
ン
ポ
」

の
会
員
が
サ
ン
バ
を
踊
っ
た
り
す
る
。

（
大
淵
龍
生
）

９�10日に町村＆県人会フェア
天神中央公園特産品販売など

ア
パ
ー
ト
防
火
設
備

改
善
せ
ず
書
類
送
検

容
疑
の
経
営
者
を
早
良
署

消
防
の
指
導
を
無
視
し
て
ア

パ
ー
ト
の
防
火
設
備
の
不
備
を

改
善
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
早

良
署
は
５
日
、消
防
法
違
反（
報

告
徴
収
命
令
な
ど
）の
疑
い
で
、

福
岡
市
城
南
区
、
ア
パ
ー
ト
の

男
性
経
営
者
�
�
�
を
福
岡
地
検

に
書
類
送
検
し
た
。
県
警
な
ど

に
よ
る
と
、
ア
パ
ー
ト
の
経
営

者
を
同
法
違
反
容
疑
で
摘
発
す

る
の
は
県
内
初
。

書
類
送
検
容
疑
は
、
昨
年
８

〜
�
月
、
福
岡
市
消
防
局
か
ら

消
火
器
や
自
動
火
災
報
知
機
の

不
備
を
指
摘
さ
れ
て
是
正
を
求

め
ら
れ
て
い
た
が
、
期
限
ま
で

に
報
告
や
点
検
、
改
善
を
し
な

か
っ
た
疑
い
。
男
性
は
「
費
用

が
か
か
る
た
め
、
で
き
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

署
に
よ
る
と
、
２
階
建
て
ア

パ
ー
ト
に
は
今
年
９
月
末
現
在

５
世
帯
�
人
が
入
居
。
市
消
防

局
は
２
０
１
４
年
１
月
、
ア
パ

ー
ト
へ
の
立
ち
入
り
検
査
を
行

い
、
勧
告
や
命
令
を
出
し
て
防

火
設
備
の
改
善
を
求
め
て
い

た
。

（
小
川
勝
也
）
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全
国
政
令
市
自
民
市
議

���
人
が
福
岡
市
で
総
会

岸
田
政
調
会
長
が
講
演

政
令
指
定
都
市
の
自
民
党
市

議
で
つ
く
る
政
令
指
定
都
市
議

員
連
絡
協
議
会
と
同
議
会
議
員

連
盟
の
合
同
総
会
が
６
日
、
福

岡
市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
日
航
福

岡
で
あ
り
、
全
国
�
の
政
令
市

の
議
員
約
３
３
０
人
が
出
席
し

た
。総

会
で
は
岸
田
文
雄
政
調
会

長
が
「
当
面
の
政
策
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
経
済
産
業
相

と
法
相
の
辞
任
や
大
臣
の
失
言

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
対
し

て
「
し
っ
か
り
説
明
責
任
を
果

た
し
、
緊
張
感
持
っ
て
対
応
し

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
政
府
に
注
文
。
頻
発
し
て
い

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

海
外
�
県
人
会
の

代
表
ら
県
庁
訪
問

福
岡
県
か
ら
海
外
に
移
住
し

た
人
々
や
そ
の
子
孫
が
集
う

「
第
�
回
海
外
福
岡
県
人
会
世

界
大
会
」
が
福
岡
市
な
ど
で
６

日
に
開
幕
し
た
の
に
合
わ
せ
、

海
外
県
人
会
の
代
表
者
ら
が
県

庁
を
訪
問
し
�
�
�
、
小
川
洋

知
事
に
海
外
県
人
会
の
近
況
な

ど
を
報
告
し
た
。

同
日
夕
の
同
大
会
記
念
式
典

を
前
に
県
庁
を
訪
れ
た
の
は
、

�
カ
国
・
地
域
の
�
県
人
会
の

代
表
と
随
行
者
ら
約
�
人
。
代

表
者
た
ち
は
小
川
知
事
に
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
を
贈
り
、
記
念
の

署
名
色
紙
を
作
成
し
た
。

小
川
知
事
は
「
世
界
大
会
を

契
機
に
県
人
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
青

少
年
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
日
系
２
世

の
平
山
イ
ナ
シ
オ
秀
夫
ブ
ラ
ジ

ル
県
人
会
長
�
�
�
は
「
久
し
ぶ

り
の
福
岡
を
見
て
、肌
で
感
じ
、

自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
確
認
し

た
い
�
と
話
し
た
�
�
前
田
倫
之
�
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国
内
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
福
岡
県
宗
像
市
な
ど
北
部
九
州
の
海
岸
数
カ

所
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
天
体
現
象
が
絵
本
に
な
っ
た
。
夜
空
に
輝
く
北

斗
七
星
が
海
水
を
す
く
う
よ
う
に
見
え
る
さ
ま
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
「
北
斗
の
水

く
み
」
。
福
岡
市
在
住
の
天
文
学
者
ら
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
物
語
に
仕
立
て
、
絵
本
「
ほ
く
と
の
み
ず
く
み
」
を
制
作
し
た
。
水
く
み
現

象
が
起
こ
る
仕
組
み
な
ど
も
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

九州北岸だけの天体ショー
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福岡の天文学者ら

�
貴
重
な
現
象
体
感
し
て
�

�貴重な自然現象を知ってほしい�と話す�左から�

堀内伸太郎さん�弘子さん�平松さん�平井さん

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｄ ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

�堀内弘子さんが描

いた�北斗の水くみ�

�絵本から��水平線

に近づき水くみのよ

うに見える北斗七星

＝福岡県岡垣町�同

町観光協会提供�写

真の一部を加工して

います�

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｃＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

北
斗
七
星
は
お
お
ぐ
ま
座
の

一
部
を
構
成
す
る
七
つ
の
星

で
、
線
で
結
ぶ
と
ひ
し
ゃ
く
の

よ
う
な
形
に
な
る
。
「
北
斗
の

水
く
み
」
は
ひ
し
ゃ
く
の
先
端

部
分
が
水
平
線
に
沈
み
、
水
を

す
く
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

現
象
。
７
〜
�
月
、
北
に
水
平

線
を
見
渡
せ
る
北
緯
�
度
付
近

の
海
岸
線
で
し
か
観
測
で
き
な

い
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
の
は
、

国
内
で
は
北
九
州
市
若
松
区
｜

宗
像
市
の
さ
つ
き
松
原
間
の
海

岸
と
宗
像
市
大
島
北
岸
に
限
ら

れ
る
と
い
う
。

こ
の
世
界
的
に
も
珍
し
い
天

体
シ
ョ
ー
の
認
知
度
を
上
げ
る

た
め
、
「
北
斗
の
水
く
み
」
の

名
付
け
親
で
も
あ
る
天
文
学
者

で
、
福
岡
教
育
大
名
誉
教
授
の

平
井
正
則
さ
ん
�
�
�
ら
が
呼
び

掛
け
、

２
０
１
３
年
に
宗
像

市
が
玄
界
灘
沿
い
に
「
北
斗
の

水
く
み
海
浜
公
園
」
を
整
備
し

た
。子

ど
も
た
ち
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
平
井
さ
ん

と
宗
像
市
の
む
な
か
た
電
子
博

物
館
運
営
委
員
平
松
秋
子
さ
ん

�
�
�
、
地
質
学
研
究
家
の
堀
内

伸
太
郎
さ
ん
�
�
�
の
３
人
が
、

「
絵
本
を
編
む
会
」
を
設
立
。

平
松
さ
ん
が
文
章
を
、
堀
内
さ

ん
の
母
で
画
家
の
弘
子
さ
ん

�
�
�
が
作
画
を
担
当
し
、
２
年

半
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

物
語
は
、７
人
の
子
ど
も（
北

斗
七
星
）
が
母
で
あ
る
北
極
星

の
お
使
い
で
海
に
水
を
く
み
に

行
く
物
語
を
、
男
の
子
が
祖
母

か
ら
教
わ
り
、
家
族
で
実
際
に

観
察
に
行
く

と
い
う
内
容
。

絵
本
の
表
紙
に
は

海
浜
公
園

の
「
幸
せ
の
鐘
」
が
描
か
れ
、

堀
内
さ
ん
が

撮
影
し
た
北
斗

七
星
の
写
真
も
掲
載
し
て
い

る
。水

く
み
現
象
に
つ
い
て
も
解

説
。
４
人
は
「
絵
本
を
読
ん
だ

後
は
、
ぜ
ひ
玄
界
灘
の
海
岸
を

訪
れ
貴
重
な
自
然
現
象
を
見
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
ほ
く
と
の
み
ず
く
み
」は
、

梓
書
院（
福
岡
市
）か
ら
出
版
。

１
６
５
０
円
（
税
込
み
）
。
書

店
で
販
売
し
て
い
る
。

（
床
波
昌
雄
）

大植良太郎被告

住
民
�
早
く
捕
ま
え
て
�
公
共
施
設
休
館
も

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

熱
し
た
ヘ
ア
ア
イ
ロ
ン

娘
に
当
て
た
母
親
逮
捕

鳥
栖
署
�
傷
害
容
疑

小
学
２
年
の
長
女
�
８
�
に
や

け
ど
を
負
わ
せ
た
と
し
て
、
佐

賀
県
警
鳥
栖
署
は
９
日
、
傷
害

の
疑
い
で
、
同
県
み
や
き
町
の

無
職
の
女
�
�
�
を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は
５
日
午
後
４
時

か
ら
６
日
午
前
７
時
�
分
ご
ろ

ま
で
の
間
、
自
宅
で
長
女
の
右

頰
や
左
手
な
ど
に
熱
し
た
ヘ
ア

ア
イ
ロ
ン
を
当
て
、
全
治
�
日

間
の
や
け
ど
を
負
わ
せ
た
疑

い
。女
は
容
疑
を
認
め
て
い
る
。

署
に
よ
る
と
、
長
女
の
全
身

に
は
や
け
ど
以
外
に
も
複
数
の

打
撲
痕
が
あ
っ
た
。
日
常
的
に

虐
待
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
み
て
調
べ
て
い
る
。

女
は
、
元
夫
と
長
女
ら
き
ょ

う
だ
い
３
人
の
５
人
暮
ら
し
。

６
日
朝
、
登
校
し
た
長
女
の
や

け
ど
を
教
諭
が
発
見
。
虐
待
の

疑
い
が
あ
る
と
学
校
か
ら
連
絡

を
受
け
た
県
中
央
児
童
相
談
所

が
警
察
に
通
報
し
、
き
ょ
う
だ

い
を
一
時
保
護
し
た
。

（
星
野
楽
）

給
与
差
し
止
め
不
服

加
害
教
諭
審
査
請
求

神
戸
市
の
同
僚
い
じ
め

神
戸
市
立
東
須
磨
小
で
教
諭

４
人
が
同
僚
を
い
じ
め
て
い
た

問
題
で
、
加
害
者
の
う
ち
�
代

男
性
教
諭
１
人
が
、
分
限
休
職

処
分
で
給
与
差
し
止
め
と
な
っ

た
の
を
不
服
と
し
て
、
処
分
取

り
消
し
を
求
め
て
市
人
事
委
員

会
に
審
査
請
求
し
た
こ
と
が
９

日
、
代
理
人
弁
護
士
へ
の
取
材

で
分
か
っ
た
。

加
害
教
諭
に
つ
い
て
は
懲
戒

処
分
前
に
休
職
さ
せ
る
規
定
が

な
か
っ
た
た
め
市
教
育
委
員
会

が
�
月
１
日
か
ら
有
給
休
暇
扱

い
に
し
た
が
、
市
民
の
苦
情
が

殺
到
。
起
訴
の
恐
れ
が
あ
る
職

員
を
休
職
で
き
る
よ
う
に
市
が

条
例
改
正
し
、
市
教
委
が
同
�

日
に
分
限
休
職
処
分
と
し
た
。

た
だ
、
諮
問
機
関
で
あ
る
分

限
懲
戒
審
査
会
は
処
分
前
に

「
起
訴
の
蓋が

い

然ぜ
ん

性
が
高
い
と
は

い
え
な
い
」
と
し
て
「
休
職
は

不
相
当
」
と
判
断
し
て
い
た
。

大
阪
地
検
ま
た
被
告
逃
走

護
送
車
か
ら

事
務
官

手
錠
外
し
た
蘺
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□
第
�
回
海
外
福
岡
県
人
会

世
界
大
会
が
閉
幕

福
岡
県
出

身
の
海
外
移
住
者
と
そ
の
家
族

ら
が
集
ま
る
「
第
�
回
海
外
福

岡
県
人
会
世
界
大
会
」
が
９
日

閉
幕
し
、
福
岡
市
中
央
区
の
ホ

テ
ル
で
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
か
れ
た
。
�
カ
国
・
地
域

の
�
県
人
会
か
ら
約
３
０
０

人
、
国
内
の
県
人
会
関
係
者
ら

約
１
５
０
人
が
出
席
。
４
日
間

の
交
流
を
振
り
返
り
、
担
い
手

育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

冒
頭
、
小
川
洋
知
事
が
「
県

と
県
人
会
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
交
流
を
一
層
促

進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
各
県
人
会
幹
部
に
よ
る
代

表
者
会
議
で
の
議
論
な
ど
を
踏

ま
え
、
ハ
ワ
イ
島
福
岡
県
人
会

の
能
丸
淳
一
会
長
�
�
�
が
「
県

人
会
の
中
核
と
な
る
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
み
、
各
会
員
の

経
験
を
青
少
年
に
継
承
し
て
い

く
」
と
の
「
福
岡
宣
言
」
を
読

み
上
げ
た
�
�
�
。

世
界
大
会
は
１
９
９
２
年
か

ら
３
年
ご
と
に
開
か
れ
、
次
回

は
２
０
２
２
年
に
ペ
ル
ー
で
開

催
さ
れ
る
。

（
鶴
善
行
）

□
国
際
音
楽
コ
ン
作
曲
部
門

で
大
阪
音
大
の
高
木
さ
ん
優
勝

若
手
音
楽
家
の
登
竜
門
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
曲
部
門
の
決
勝
が
８

日
、
ス
イ
ス
西
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
か
れ
、
大
阪
音
大
助
手
の

高
木
日
向
子
さ
ん
�
�
�
�
兵
庫

県
尼
崎
市
�
が

コ
ロ
ン
ビ
ア

の
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ラ
ン
ゴ
プ
ラ

ダ
さ
ん
�
�
�
と
共
に
優
勝
し

た
。日

本
人
の
優
勝
は
４
年
ぶ
り

２
回
目
。
高
木
さ
ん
は
発
表
の

瞬
間
、
手
で
口
を
押
さ
え
て
驚

い
た
表
情
に
。
表
彰
式
を
終
え

「
ま
さ
か
と
び
っ
く
り
し
た
が
、

光
栄
な
こ
と
」
と
喜
び
を
か
み

し
め
た
。
演
奏
者
に
も
「
１
２

０
パ
ー
セ
ン
ト
表
現
し
て
も
ら

え
た
」
と
感
謝
を
示
し
た
。

高
木
さ
ん
は
兵
庫
県
立
西
宮

高
音
楽
科
を
経
て
、
大
阪
音
大

の
大
学
院
作
曲
研
究
室
修
了
。

２
０
１
７
年
の
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
曲
部
門
で
第
３
位

に
入
賞
し
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
は
１
９
３
９
年
に
創
設

さ
れ
た
。（

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
）

９
日
午
前
４
時
ご
ろ
、
大
阪

府
東
大
阪
市
新
町
の
交
差
点

で
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
（
所

持
と
使
用
）
の
罪
な
ど
で
公
判

中
に
保
釈
が
取
り
消
さ
れ
、
大

阪
地
検
が
収
容
し
た
大
植
良
太

郎
被
告
�
�
�
が
、
事
務
官
３
人

が
護
送
中
の
ワ
ゴ
ン
車
か
ら
逃

走
し
た
。
も
み
合
い
に
な
り
、

男
性
事
務
官
２
人
が
軽
傷
を
負

っ
た
。
地
検
と
府
警
が
行
方
を

追
っ
て
い
る
。

地
検
に
よ
る
と
、
３
列
シ
ー

ト
車
の
３
列
目
に
い
た
被
告
が

「
手
錠
が
き
つ
い
」
と
申
告
し

た
。
事
務
官
が
か
け
直
そ
う
と

し
て
左
手
の
手
錠
を
外
し
た
と

こ
ろ
暴
れ
だ
し
、
２
列
目
の
右

側
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
を
開
け
て
半

開
き
状
態
に
。
危
険
だ
と
し
て

運
転
し
て
い
た
女
性
事
務
官
が

車
を
止
め
、
右
手
首
に
手
錠
、

腰
縄
も
つ
け
た
ま
ま
東
方
面
に

走
り
去
っ
た
。

２
、
３
列
目
に
男
性
事
務
官

が
お
り
、
被
告
の
両
隣
に
配
置

し
て
い
な
か
っ
た
。
２
人
が
車

外
か
ら
押
し
戻
し
、
１
人
は
車

内
か
ら
腰
縄
を
引
っ
張
っ
た
が

逃
げ
ら
れ
た
。
地
検
は
護
送
に

関
し
、
内
規
違
反
は
な
い
と
し

て
い
る
。

大
阪
地
裁
岸
和
田
支
部
の
判

決
公
判
に
３
回
連
続
で
出
頭
せ

ず
７
日
に
保
釈
が
取
り
消
さ

れ
、
事
務
官
が
河
内
署
で
収
容

手
続
き
を
し
て
枚
岡
署
に
向
か

う
途
中
だ
っ
た
。

大
阪
地
検
で
は
先
月
�
日
、

岸
和
田
支
部
で
収
容
予
定
の
女

が
息
子
の
車
で
逃
走
し
、
２
日

後
に
身
柄
を
確
保
さ
れ
た
ば
か

り
。被

告
の
起
訴
時
の
住
所
は
大

阪
府
岸
和
田
市
で
職
業
は
遊
技

機
設
置
業
。
身
長
１
７
１
㌢
の

や
せ
形
で
丸
刈
り
。
紺
色
の
長

袖
シ
ャ
ツ
と
迷
彩
柄
ズ
ボ
ン
を

着
て
お
り
、
は
だ
し
だ
っ
た
。

逃
走
時
、
所
持
品
は
な
か
っ
た
。

大
阪
地
検
は
逃
走
直
後
に
１

１
０
番
。
約
２
時
間
後
の
午
前

６
時
す
ぎ
、
東
大
阪
市
役
所
に

連
絡
し
た
。

岸
和
田
支
部
か
ら
の
逃
走
を

受
け
７
日
、
地
検
総
務
部
副
部

長
が
収
容
担
当
の
職
員
に
収
容

に
万
全
を
期
す
よ
う
注
意
喚
起

し
て
い
た
。
上
野
暁
総
務
部
長

は
「
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
申
し
訳
な
い
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
出
し
た
。

入院中聴取�可視化を�
京アニ放火殺人

有識者�任意性に疑問も�

大
阪
府
東
大
阪
市
で
９
日
未

明
�
大
阪
地
検
が
収
容
し
た
直

後
の
被
告
が
護
送
中
の
車
か
ら

逃
走
し
た
�
先
月
�
日
に
は
地

検
岸
和
田
支
部
で
収
容
予
定
だ

っ
た
女
が
逃
げ
る
事
件
が
あ
っ

た
ば
か
り
�
�
ま
た
逃
が
し
た
の

か
�
�
住
民
は
不
信
感
を
募
ら
せ

る
�
公
共
施
設
の
休
館
が
相
次

ぎ
�
市
民
生
活
に
影
響
が
出
た
�

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
な
ど

の
罪
で
公
判
中
の
大
植
良
太
郎

被
告
�
�
�
の
逃
走
現
場
は
、
町

工
場
や
倉
庫
が
立
ち
並
ぶ
地
域

で
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
も
近
い
。

東
大
阪
市
に
よ
る
と
、
９
日
午

前
６
時
ご
ろ
に
地
検
と
警
察
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
午
前
７
時
半

ご
ろ
か
ら
市
内
全
域
に
向
け
、

防
災
行
政
無
線
で
警
戒
を
呼
び

掛
け
た
。
会
社
員
原
田
和
彦
さ

ん
�
�
�
は
昨
年
８
月
に
大
阪
府

警
富
田
林
署
か
ら
男
が
逃
げ
た

事
件
に
触
れ
「
大
阪
は
逃
走
事

案
が
多
す
ぎ
る
」
と
憤
っ
た
口

調
で
話
し
た
。

東
大
阪
市
は
９
日
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
緊
急
情
報
と
し
て
被

告
の
顔
写
真
や
逃
走
時
の
服
装

を
掲
載
。
安
全
確
保
を
呼
び
掛

け
、
現
場
周
辺
の
体
育
館
や
博

物
館
、
図
書
館
な
ど
が
臨
時
休

館
し
た
と
伝
え
た
。
市
立
郷
土

博
物
館
の
担
当
者
は
「
土
日
は

来
館
者
が
多
い
の
で
残
念
だ
。

早
く
捕
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
不

安
げ
に
話
し
た
。

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火

殺
人
事
件
で
、
重
い
や
け
ど
で

入
院
中
の
青
葉
真
司
容
疑
者

�
�
�
に
対
し
、
京
都
府
警
が
事

情
聴
取
に
踏
み
切
っ
た
。
有
識

者
か
ら
は
公
判
で
供
述
の
任
意

性
が
疑
問
視
さ
れ
か
ね
な
い
と

し
て
、
裁
判
員
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
�
取
り
調
べ
の
録
音
・

録
画
�
可
視
化
�
が
必
要
だ
�
と

の
声
が
上
が
る
�
�
１
面
参
照
�

逮
捕
前
の
事
情
聴
取
に
強
制

力
は
な
く
、
容
疑
者
は
取
り
調

べ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
だ
が
元
裁
判
官
の
水
野
智

幸
・
法
政
大
法
科
大
学
院
教
授

�
刑
事
法
�
は
�
容
疑
者
は
供
述

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち

に
な
る
�
と
指
摘
�
実
質
的
に
身

体
拘
束
の
状
態
に
あ
る
中
で
の

事
情
聴
取
に
は
「
事
実
上
、
強

制
的
な
要
素
が
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
慎
重
の
上
に
慎

重
を
期
す
べ
き
だ
」と
訴
え
た
。

退
院
を
待
た
ず
事
情
聴
取
を

急
い
だ
京
都
府
警
の
思
惑
に
つ

い
て
、
渡
辺
修
・
甲
南
大
法
科

大
学
院
教
授
�
刑
事
訴
訟
法
�
は

�
感
触
を
探
り
�
今
後
の
捜
査
方

針
の
手
掛
か
り
を
得
る
た
め
で

は
な
い
か
�
と
話
す
��
青
葉
容

疑
者
の
精
神
状
態
を
把
握
す
る

目
的
も
あ
る
�
と
の
見
方
だ
。

渡
辺
教
授
は
「
実
況
見
分
と

同
じ
く
取
り
調
べ
を
録
音
・
録

画
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
べ
き

だ
」
と
強
調
。
供
述
の
任
意
性

が
争
わ
れ
る
事
態
を
避
け
る
に

は
「
弁
護
士
会
の
協
力
で
取
り

調
べ
を
弁
護
士
に
監
視
さ
せ
る

な
ど
思
い
切
っ
た
改
善
が
必
要

だ
」
と
話
し
た
。

事
件
を
巡
っ
て
は
、
京
都
弁

護
士
会
が
任
意
段
階
を
含
む
取

り
調
べ
の
全
過
程
を
可
視
化
す

る
よ
う
京
都
地
検
や
府
警
に
申

し
入
れ
て
い
る
。

大植良太郎被告が、

護送中の車両から逃

走した現場付近

＝９日午前９時�

分、大阪府東大阪市
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□ブレイディさんの作品にノンフ
ィクション本大賞 ヤフーニュース
と本屋大賞が共催し、書店員の投票
で選ばれる「2019年ノンフィクショ
ン本大賞」の発表会が６日、東京都
内で開かれ、ブレイディみかこさん
の「ぼくはイエローでホワイトで、
ちょっとブルー」（新潮社）に大賞
が贈られた。賞金に当たる「取材支
援費」は100万円。
ブレイディさんは1965年福岡市生
まれ、英国在住のライターで保育士。
受賞作は、人種や貧富の差など多様
な背景を抱えた生徒が通う英国の中
学を樤台に、ブレイディさんの息子
の成長を描いたノンフィクション。
ブレイディさんは今年３～５月、
本紙文化面で随筆「やおいかん英国
日記」を連載している。

□
海
外
福
岡
県
人
会
世
界
大

会
始
ま
る

海
外
に
移
住
し
た

福
岡
県
出
身
者
と
そ
の
家
族
ら

で
つ
く
る
海
外
福
岡
県
人
会
の

第
�
回
世
界
大
会
が
６
日
開
幕

し
、
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
記

念
式
典
が
あ
っ
た
�
�
�
。
北

米
や
中
南
米
、
ア
ジ
ア
な
ど
�

カ
国
・
地
域
の
�
県
人
会
か
ら

約
３
５
０
人
、
県
内
関
係
者
ら

約
２
５
０
人
が
出
席
。
９
日
ま

で
県
人
会
の
活
性
化
な
ど
を
議

論
し
、
交
流
を
深
め
る
。

式
典
で
、小
川
洋
知
事
は「
大

会
を
契
機
に
故
郷
と
の
絆
が
さ

ら
に
深
ま
り
、
県
と
世
界
各
地

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
層

化
、
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

海
外
県
人
会
を
代
表
し
、
南
加

（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
県
人

会
の
宮
里
勝
吉
会
長
が
、
高
齢

化
な
ど
県
人
会
組
織
が
抱
え
る

課
題
を
指
摘
し
た
上
で
「
先
人

が
残
し
た
宝
物
を
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
知
恵
を
絞
り
、
前

向
き
な
姿
勢
で
一
緒
に
頑
張
ろ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

世
界
大
会
は
３
年
ご
と
に
海

外
県
人
会
の
所
在
地
域
の
持
ち

回
り
で
開
か
れ
、
県
内
で
の
開

催
は
６
年
ぶ
り
。
県
人
会
代
表

者
会
議
の
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
、
県
内
各
地
を
訪
問
す

る
「
ふ
る
さ
と
巡
り
」
、
日
本

の
食
と
文
化
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
豊
福
幸
子
）

□
女
流
本
因
坊
戦
、
上
野
勝

ち
王
手

囲
碁
の
藤
沢
里
菜
女

流
本
因
坊
�
�
�
に
上
野
愛
咲
美

（
あ
さ
み
）
女
流
棋
聖
�
�
�
が

挑
戦
し
て
い
る
第
�
期
女
流
本

因
坊
戦
５
番
勝
負
の
第
３
局
は

６
日
、
東
京
都
の
日
本
棋
院
で

打
た
れ
、
２
３
５
手
で
上
野
女

流
棋
聖
が
黒
番
中
押
し
勝
ち

し
、
対
戦
成
績
２
勝
１
敗
で
奪

取
に
あ
と
１
勝
と
し
た
。
第
４

局
は
�
日
、
日
本
棋
院
で
行
わ

れ
る
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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西日本新聞　
2019年11月７日



86

D
o

c
u

m
e

n
ts

85

10th Worldwide Fukuoka Kenjinkai Convention Report
D

o
c

u
m

e
n

ts

ニッケイ新聞（WEB）　2019年11月22日

ニッケイ新聞（WEB）　2019年11月26日

大会参加者名簿
アルゼンチン福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 杉野　清 大牟田市
2 江口　イネス　マリア 福岡
3 津留　アナ　パウラ 柳川市
4 原田　亜希　ミカエラ 添田町
5 湯浅　ファクンド 飯塚市

シドニー福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 八尋　俊朗 筑前町

在ボリビア福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 米倉　俊江 八女市
2 副会長 徳永　多一 八女市
3 監事長 緒方　進 桂川町
4 会計 米倉　明美 八女市
5 石崎　節子 八女市
6 川波　生望 桂川町
7 川波　佳暖 桂川町
8 川波　千優 桂川町
9 川波　尚 八女市
10 川波　由美子 桂川町
11 川波　義和 桂川町
12 川波　和奏 桂川町
13 近藤　喜美子 八女市
14 島津　泰博 八女市
15 徳永　亜由美 八女市
16 徳永　コズエ 八女市
17 藤田　由紀 桂川町
18 古木　信子 八女市
19 松野　佳子 桂川町
20 宮園　英雄 八女市
21 宮園　グスターボ　英樹 八女市
22 米倉　美朝 桂川町

ブラジル福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 平山　イナシオ　秀夫 大刀洗町
2 顧問 松尾　治 行橋市
3 理事 辻沢　和恵 飯塚
4 カンピナス支部長 橋本　良子 大刀洗町
5 池田　春江 久留米市
6 井田　アンドレ　ルイス　義夫 福岡市
7 猪股　あやな
8 猪又　イベッチ 田主丸
9 上島　リカルド 大刀洗町
10 植松　悦子 八女市
11 江藤　カルロス　光明 朝倉市
12 江藤　キヌエ 嘉穂
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13 江藤　西　ルシア　みさえ 朝倉市
14 太田　砥綿　マリアナ　絵理 飯塚
15 岡谷　香代子 嘉穂郡
16 岡谷　忠 嘉穂郡
17 小田　月子 福岡市
18 落合　一志
19 落合　グスターボ　俊郎 福岡市
20 落合　良子
21 落合　小田　ルイザ　春恵 福岡市
22 梶本　さくら　デニーゼ 粕屋町
23 梶本　茂雄 粕屋町
24 梶本　Motta 潤 粕屋町
25 木場　アンジェラ　信惠 嘉麻市
26 高階　矢富　ジュリアノ　強 うきは市
27 中井　池尻　美理 久留米市
28 中尾　臼井　マルシア　明子 うきは市
29 中垣　かずみ　ルッチ 久留米市
30 中垣　しげみ　エンリッケ 久留米市
31 中野　パウロ　エンリケ　雅男 福岡
32 楢橋　まさかず
33 楢橋　マリ 甘木市
34 芳賀　田中　ベーラ　公子 糸島市
35 橋本　定彦 久留米市
36 橋本　保枝 久留米市
37 平田　エリザ 大刀洗町
38 広田　上田　メイレ　きみえ 福岡市
39 広田　鎌田　ルシ　かずこ 福岡市
40 福島　ウォルター　義則 久留米市
41 古川　植松　マルシア 八女市
42 ペレイラ　ダ　モッタ　アレシャンドレ 粕屋町
43 前田　長美 八女市
44 前田　孝子 八女市
45 松尾　清子 行橋市
46 南　ソフィア　美陽 福岡市
47 南　千秋　ビビアン 福岡市
48 宮崎　尾崎　ルシア　浩美 朝倉市
49 宮崎　ジョン　正幸 朝倉市
50 椋野　オリビア 行橋市
51 八代　イザベル　のりえ 福岡市
52 八代　スエリ　みゆき 福岡市
53 矢野　エレナ　みよこ 福岡市

トロント福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 山本　昇 田川市
2 副会長 冨永　花 新宮町
3 副会長 福間　美香 新飯塚
4 役員 山口　真治 福岡市
5 幹事 合戸　伸冶 福岡市
6 秘書 江島　ジェーン　玲子 久留米市
7 合戸　祐 福岡市
8 合戸　真寿美 福岡市
9 Duong Chuan 新宮町
10 冨永　夏代 新宮町

バンクーバー福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 役員/事務局 長　勝博 粕屋町
2 名久井　彩伽 福岡市
3 二日一　浩章 北九州市
4 山田　康子 福岡市

香港福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 渡辺　大輔 福岡市
2 Advisor 清水　円輝 北九州市

上海福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 顧問 谷本　武司 行橋市

コロンビア福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 倉富　ディエゴ 久留米
2 アランゴ　アンドレス
3 クルーズ　クララ 久留米
4 小松　マリアテレサ・ハルミ
5 みやた　カロリナ 久留米
6 よしおか　アナ 久留米
7 よしおか　ディアナ 久留米
8 ロサノ　カミロ 久留米
9 ロサノ　サンティアゴ 久留米

在仏福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 ラロ　野口　春子 みやま市
2 ラロ　パトリス みやま市

インドネシア福岡県人会（飛び梅会）
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 鴨川　康周 福岡市
2 前会長 石崎　豪 福岡市
3 山元　竜治 古賀市

ソウル博多会
NO. 役職 氏名 出身地
1 前幹事 曽山　茂志

在マレーシア福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 藤木　雅聰 大牟田市
2 副会長 関　一優 福岡市
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3 副会長 冨家　昭世 福岡市
4 藤木　トモ子
5 宗安　良裕 大野城市

メキシコ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 飯田　美千子 久留米
2 相談役顧問 天野　選　美智子 福岡市
3 相談役 飯田　博見 久留米
4 理事 瀧口　アルバレス　ヘラルド　あきら
5 理事 寺本　飯田　英樹 久留米市
6 理事 フロレス　ルナ　マリア　グアダルペ
7 理事 谷川　フロレス　ホアン　カルロス 八女市
8 書記 田中　ゴメス　愛子 柳川市・みやま市
9 飯田　利明 久留米市
10 選　グロリア 福岡市
11 カスティジョ　クエバス　ベレニセ
12 カプデヴィエル　クエバス　ロサウラ　ヤレリ
13 瀧口　アルバレス　フェルナンド　たもつ
14 瀧口　カプデヴィエル　フェルナンダ　いずみ
15 谷川 クシェレヴィチ ホアン　カルロス 八女市
16 谷川 クシェレヴィチ　リリアン 八女市
17 玉置　飯田　グロリア　真由美 久留米市
18 玉置　正義
19 寺本　飯田　アイリ 久留米市
20 寺本　堤　エミ 久留米市
21 戸高　紘一
22 戸高　正文
23 バレンスエラ　バルデス　エリザベット
24 レガスピ　カスティジョ　ディエゴ　アクセル

ヤンゴン福岡賢人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 宮本　浩行 北九州市
2 坂元　正

オランダ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 藤村　ローズ 福岡市

パラグアイ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 橋本　隆一 久留米市
2 会計係 熊谷　清美 朝倉市
3 北川　哲也
4 橋本　リナ

ペルー福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 執行　ルヒオ 久留米市

2 前会長 石川　エドワールド 八女市
3 梅崎　小林　ファビオ　グスタボ 朝倉郡
4 カルピオ　ロハス　セリア　セシリア
5 坂口　エリサ 飯塚
6 執行　ソイラ 久留米市
7 執行　マリル 久留米市
8 竹下　ケニー 嘉穂郡
9 手嶋　さゆり 飯塚
10 手嶋　フェルナンド 飯塚
11 橋本　ルシラ 八女市
12 比嘉　淳 八女市
13 比嘉　クレメンテ
14 平方　いずみ 久留米市

マニラ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 副会長 藤本　哲児 芦屋町

台湾福岡県人会「梅友会」
NO. 役職 氏名 出身地
1 代表世話役 吉岡　生信 北九州市
2 大山　美佳 福岡市

タイ国福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 岡本　貞明 糸島市
2 幹事 恵良　執史 福岡市
3 大慈彌　和博 福岡市

ハワイ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 サクダ　キース 福岡市
2 顧問/前会長 セキヤ　ラーモンド　トモユキ 朝倉
3 副会長 セッツ　ケン 朝倉
4 前会長 Kobayashi Bertrand Yoshito 嘉麻市
5 元会長 諌山　皓一 嘉穂郡
6 理事 益田　アイリーン 久留米市
7 秘書 フジイ　ジーニー 朝倉
8 エンドウ　ローリ　エミ 宮若市
9 神代　Bernarr 久留米市
10 神代　Karen 久留米市
11 神代　Shannon 久留米市
12 Spangler Lei Mari 福岡市
13 Spangler Robert Mark 福岡市
14 セッツ　リーアン　としこ 朝倉
15 築山　サンドラ うきは市
16 中原　弘子　Irene うきは郡 Ukiha
17 ナカムラ　エヴィアン　ハツエ 朝倉
18 ナカムラ　デニース 朝倉
19 野中　篤子 福岡市
20 マーギ　メーガン 朝倉
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21 Yokomizo Bento Marge 福岡市
22 Lee Karen 福岡市
23 Lee Clayton 福岡市

ハワイ島福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 能丸　淳一 北九州市
2 理事 クック　シルビー 苅田町
3 理事 藤山　スタン 糸島市
4 役員 Bello Hazel 糸島市
5 英語秘書 Kaku Gary 福岡市
6 会計係 クック　ヴァン　隆雄 苅田町
7 Ah Chin Judy 糸島市
8 Aoyagi Amy 北九州市
9 岩崎　ケリー
10 Iwata Colleen
11 Iwata Brian
12 Uyeno Jane うきは市
13 Uyeno Shari うきは市
14 Uyeno Harold うきは市
15 折田　りん
16 Kaneshiro Kathrine 飯塚
17 Kawasaki Wilma
18 Cook Arielle Michiko 苅田町
19 クック　カリー　美佐恵 苅田町
20 クック　カリス　耶恵 苅田町
21 クック　カリナ　美耶 苅田町
22 Cook Nalani 苅田町
23 Kumasaki Kenneth
24 Kumasaki Lin
25 Kleckner Delmar
26 Kleckner Linda
27 茂原　サチ
28 高崎　光子 小郡市
29 Taniguchi Arthur
30 Taniguchi Barbara
31 中津　ジェニス 小郡市
32 Navarro Gregorio 豊前市
33 Navarro May 豊前市
34 能丸　千秋 北九州市
35 藤山　ジュヂイ 糸島市
36 Bello Tom 糸島市
37 Menor Naomi 飯塚
38 吉山　尚美 久留米市
39 ロス　紀子

カウアイ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 橋坂　川上　メイベル 筑前町
2 生駒　ドン　としまる
3 Saiki Carol
4 田部　豊子 福岡市
5 Tabe Blanche

6 Tabe Vera
7 橋坂　アン　愛子 筑前町
8 橋坂　ノーマン　幸運 筑前町
9 Hamamura Katherine
10 原口　浅子 福岡市
11 Haraguchi Quon Kunie 朝倉市
12 東　正子 福岡市
13 Hirata Gerald Mitsuo 八女市
14 Furukawa Renee

コナ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 前会長 高井　節夫 福岡市
2 理事 大坪　宏隆 みやま市
3 理事 高井　リンダ 福岡市
4 連絡係 大坪　洋子 みやま市

南加福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 宮里　勝吉 大牟田市
2 アドバイザー 竹内　徳康 小竹町
3 新木　喜美子 久留米市
4 内山　鍈子 うきは市
5 内山　穂波 久留米市
6 遠藤　和子 福岡
7 遠藤　晃一
8 大村　ダニエル 小竹町
9 長田　恵子 嘉麻市
10 小山　佐恵子 八女市
11 Caruso Montesserrat
12 Kuriyama Edna 糸島市
13 Kuriyama Michael 久留米市
14 Kuriyama Minoru 糸島市
15 宗　伸之 福岡市
16 高橋　慶一
17 竹内　エミリ 小竹町
18 竹内　一男 小竹町
19 竹内　清子 小竹町
20 竹内　純一 小竹町
21 竹内　タミー 小竹町
22 竹内　誠 小竹町
23 竹内　ユキ 小竹町
24 田島喜八郎 八女市
25 田代　京子
26 田代　鈴子
27 田代　博子
28 田代　義冶
29 中原トーマス 糸島市
30 堀　隆幸 福岡市
31 松岡みな子 みやこ町
32 宮崎　正義 糸島市
33 宮本　和子 築上町
34 安武　貴美代 朝倉市
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35 安武　睦夫 朝倉市
36 山崎　みほの 小竹町

サンフランシスコ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 バジフダー　真紀子 飯塚
2 顧問/理事 松岡　孝 飯塚
3 顧問 綾部　栄治 うきは市
4 会計/理事 大坂　裕子 北九州市
5 石田　静香
6 江草　佳子 福岡
7 小桜 サフリノ　澄子 太宰府市
8 坂下　裕子
9 サフリノ　リチャード
10 シーブ　潮子
11 柴田　美智子
12 武信　節子 北九州市
13 デニソン　周代 福岡市
14 野中　京子 北九州市
15 原野　米子 朝倉市
16 古河　道恵

シアトル・タコマ福岡県人会
NO. 役職 氏名 出身地
1 会長 スウェドナー　クリスティーナ
2 副会長 江藤　宏 朝倉
3 秋吉　ベネット　真理恵 福岡市
4 江藤　光子 朝倉
5 釜野　信也 福岡市
6 スウェドナー　フィリップ
7 玉井　純夫 八女市
8 パーヴォラ　恵子 八女市

ハノイ福岡県人会「ばってん会」
NO. 役職 氏名 出身地
1 副会長 簑田　武 北九州市

福岡県移住者子弟留学生（県費留学生）
NO. 役職 氏名 県人会名
1 杉野　ニコラス　アレハンドロ アルゼンチン
2 岩瀬　ケビン　司 在ボリビア
3 江藤　エンヒッケ　イチロウ ブラジル
4 池尻　明美　カリナ ブラジル
5 シルバー　石井　ジエゴ ブラジル
6 坂本　サチ　アンドレア コロンビア
7 寺本　飯田　利生　アルツーロ メキシコ
8 シバタ　サウリルイス　アンヘル　コイチ ペルー
9 堀　大志 南加

実行委員会
第10回海外福岡県人会世界大会実行委員会
委員会役職 団体名 職名 氏名
会　長 福岡県 知事 小川　洋
顧　問 福岡県議会 議長 栗原　渉

副会長 福岡県議会 副議長 原中　誠志
福岡県商工会議所連合会 会長 藤永　憲一

委員長 (公財)福岡県国際交流センター 理事長 藤永　憲一

監　事 (独)国際協力機構九州センター 所長 植村　吏香
(独)日本貿易振興機構福岡貿易情報センター 所長 山岡　寛和

委　員

福岡県市長会 会長 井上　澄和
福岡県町村会 会長 永原　譲二
福岡県商工会連合会 会長 城戸　津紀雄
(公社)福岡県観光連盟 会長 竹島　和幸
福岡カナダ協会 会長 貫　正義
福岡日米協会 会長 竹島　和幸
福岡県海外移住家族会 会長 武藤　英治
福岡県ブラジル派遣農業実習生 赤い大地の会 代表 牛島　康博
ＮＰＯ法人ティエンポ・イベロアメリカーノ 理事長 サンティアゴ・エレーラ

オブザーバー

レスブリッジ福岡県人会 会長 タケヤス　トレント
トロント福岡県人会 会長 山本　昇
バンクーバー福岡県人会 会長 清田　勝
南加福岡県人会 会長 宮里　勝吉
サンフランシスコ福岡県人会 会長 バジフダー（花野）真紀子
シアトル・タコマ福岡県人会 会長 スウェドナー　クリスティーナ
ハワイ福岡県人会 会長 キース　サクダ
ハワイ島福岡県人会 会長 能丸　淳一
カウアイ福岡県人会 会長 クウォン　ドナルド
コナ福岡県人会 会長 高井　トニー
メキシコ福岡県人会 会長 飯田　美千子
コロンビア福岡県人会 会長 倉富　ディエゴ
ペルー福岡県人会 会長 シギョウ　セルヒオ
ベレン福岡県人会 会長 小野リカルド
ブラジル福岡県人会 会長 平山　秀夫　イナシオ
マナウス福岡県人会 会長 大塚　拓男
トメアスー福岡県人会 会長 稲田　フェリッシオ洋明
在ボリビア福岡県人会 会長 米倉　俊江
パラグアイ福岡県人会 会長 橋本　隆一
アルゼンチン福岡県人会 会長 杉野　清
ソウル博多会 会長 ク・ボンヒョン
在上海福岡県人会 会長 吉田　憲幸
大連福岡県人会 会長 長田　修一
北京福岡県人会 会長 渡邊　大輔
香港福岡県人会 会長 中馬　泰彦
台湾福岡県人会「梅友会」 会長 吉岡　生信
タイ国福岡県人会 会長 岡本　貞明
ジャカルタ福岡県人会（飛び梅会） 会長 鴨川　周康
シンガポール福岡県人会 会長 田中　毅
デリー福岡県人会 会長 関　康則
在マレーシア福岡県人会 会長 藤木　雅聰
ホーチミン福岡県人会 会長 上野　延寿
ハノイ福岡県人会「ばってん会」 会長 能塚　洋一
マニラ福岡県人会 会長 阿久根　吉久
ヤンゴン福岡賢人会 会長 宮本　浩行
シドニー福岡県人会 会長 八尋　俊朗
英国福岡県人会 会長 佐藤　幸夫
オランダ福岡県人会 会長 廣瀬　淘子
フランス福岡県人会 会長 橋本　明
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第10回海外福岡県人会世界大会準備委員会
（平成30年度開催。組織名・肩書は当時のもの）

準備委員会役職 団体名 職名 氏名
委員長 福岡県 副知事 江口　勝
副委員長 福岡県議会 副議長 畑中　茂広
委員 福岡県企画・地域振興部 部長 小山　英嗣
〃 （独）国際協力機構九州国際センター 所長 植村　吏香
〃 （公財）福岡県国際交流センター 専務理事 福島　明彦
〃 福岡県商工会議所連合会 専務理事 境　正義
〃 福岡県市長会 事務局長 石橋　徹
〃 福岡県町村会 事務局長 松永　智幸

第10回海外福岡県人会世界大会実行委員会幹事会
幹事会役職 団体名 職名 氏名
幹事長 （公財）福岡県国際交流センター 専務理事 福島　明彦
副幹事長 福岡県国際局 局長 武濤　研二郎
幹事 （独）国際協力機構九州センター市民参加協力課 課長 平　知子
〃 福岡県私学振興課 課長 前原　光博
〃 福岡県新事業支援課 課長 山北　智子
〃 福岡県議会事務局総務課 課長 山野　浩司
〃 福岡県教育庁高校教育課 課長 田中　直喜
〃 福岡県町村会総務課 課長 波多野　賢
〃 福岡県商工会議所連合会（福岡商工会議所産業振興部長） 部長 西岡　潤史

協賛
北九州市、大牟田市、久留米市、直方市、飯塚市、田川市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、

豊前市、中間市、筑紫野市、春日市、大野城市、宗像市、古賀市、福津市、うきは市、宮若市、

嘉麻市、朝倉市、みやま市、糸島市、那珂川市、宇美町、篠栗町、須恵町、新宮町、粕屋町、

芦屋町、岡垣町、遠賀町、小竹町、筑前町、東峰村、大刀洗町、大木町、広川町、香春町、

添田町、糸田町、川崎町、大任町、赤村、苅田町、みやこ町、築上町、太宰府天満宮、

（株）かさの家、（株）久原本家グループ本社、（株）ふくや、（株）味蔵、（株）一蘭、

（株）さかえ屋、（株）如水庵、（株）千鳥饅頭総本舗、（株）東雲堂、（有）二鶴堂、

（株）マルタイ、（株）明月堂、（株）山口油屋福太郎（順不同）

後援
外務省、海外日系人協会、独立行政法人国際交流基金、独立行政法人国際協力機構九州センター、

ジェトロ福岡、福岡県教育委員会、福岡県市議会議長会、福岡県町村議会議長会、

アルゼンチン共和国大使館、ボリビア多民族国大使館、ブラジル連邦共和国大使館、

カナダ大使館、コロンビア共和国大使館、メキシコ大使館、パラグアイ共和国大使館、

ペルー大使館、在福岡米国領事館、朝日新聞社、産経新聞社、西日本新聞社、

日本経済新聞西部支社、毎日新聞社、読売新聞社、ＲＫＢ毎日放送、ＮＨＫ福岡放送局、

ＦＢＳ福岡放送、九州朝日放送、ＴＶＱ九州放送、テレビ西日本（順不同）
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ルーツは福岡 夢は世界へ
〜未来につなごう 福岡の絆〜


